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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この作品は、第13回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞〈審査員特別賞〉受賞作品「好感度１００から始まる毒舌少女攻略ライフ」を改稿・改題したものです。





本作品は本編終了後に第13回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞

『クロス・コネクト　あるいは垂水夕凪の入れ替わり完全ゲーム攻略』（著：久追　遥希）

『ポンコツ勇者の下剋上』（著：藤川　恵蔵）

お試し版が収録されています。
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プロローグ









　俺が初めて天才美少女と呼ぶに相応しい存在に出会ったのは高校一年生の時だった。

　クールで完全無欠な優等生、二年生になって……厳密に言えば一年の三月からこの君学園の生徒会長を務めることにもなったその少女の名は氷涼。

　編み込んだ髪をカチューシャ状に結び、後ろを長く背中まで伸ばしたヘアスタイル。白くきめ細やかな肌に、彼女の凜とした性格を印象づける切れ長の瞳。そして整った鼻筋と──きっと誰がどう見ても美少女と認定すること間違いない。

　そして、秀でているのがその容姿だけにとどまらないのがこのお方の凄いとこ。勉学はもちろんのことスポーツも万能と来ている。……まぁ体力には自信がないみたいだけど。

　去年の遠足での登山とか、まるで敗残兵のようにやつれた顔で本気で死にかけてたし。

　その他も何でも涼しい顔でそつなくこなす彼女の欠点を、体力以外であえて挙げてみるとすれば、それはあのクールで感情の起伏が乏しい見た目が与える取っつきにくい印象と、高圧的で毒舌を吐くキツい性格ぐらいだろうか。

　普通に生活しているだけでも目に留まるのに、生徒会長となった今、完全に学園のシンボルになっている彼女。

　そんな氷涼と俺──田愛は、学園において何かと関わる機会が多かった。

　最初のきっかけは一年の時、男女別に入試の成績がトップということで選ばれたクラス委員。そこから氷室と一緒にいることが段々と多くなって──二年になった今でも、クラスこそは別になったものの、氷室が俺に与えた、生徒会副会長という肩書きが二人の接点を保っている。

　初対面での氷室の印象は、美人だけど性格のキツい人。

　でも一年過ぎた今では──その、キツい所もかわいいと感じるようになっていた。あばたもえくぼとはよく言ったもの。……そのつまり、




　去年、俺と氷室の間にあったとある一件から彼女に惚れてしまった俺は、気がつくと氷室涼葉のこと目で追うようになっていたのである。




　その時の氷室が、とびっきりにかわいくて。

　もう気が付けば、常に氷室のことを考えているほどに。

　でも、そんな俺の恋心が叶う可能性は、限りなくゼロに近かった。

　氷室と恋人同士という、学園の誰もが羨むだろう特別な関係には──きっとなりえない。

　それは彼女の側にいればもうどう考えても明らかだった。毎日のように氷室から向けられるのは冷ややかな視線に嘆息。それから毒気たっぷりの辛な言葉の数々。うん……思い返してみるだけでも、もう自尊を忘れていないのが不思議なレベルにほんとヒドイ。

「ドイツの偉い軍人曰く、組織にとって一番害悪なのは無能な働き者らしいわ。……まぁ、特に私には関係の無い話だけれど」

「ふふ、その様子じゃやはり誰からもチョコをもらえなかったようね。来年はそうならないよう私も応援しているわ。ま、私があげれば早い話なのかもしれないけど」

　これが氷室涼葉の俺に対する日常会話。

　告白──なんて、とてもじゃないができるはずがない。

　ま、氷室がこんな態度なのは当然といえば当然だった。

　なにせ凡才の俺は、天才である生徒会長様のお手を煩わせることが多かったのだから。

　副会長に俺が選任されたのも、氷室曰く、クラス委員を一緒に務めた経験上、無難で遠慮なく文句を言っていい相手だったからって理由らしいのだ。

　氷室涼葉からすれば、俺はちょっとどころじゃなく手間のかかる部下でしかない。誰の目から見たって完全な脈なし。もう異性として見られているかすら不安なレベルだ。

　でも想うだけで、生徒会で一緒にいられるだけで充分なのだ。

　そこに幸せを感じている以上、全てを失うのを覚悟して駄目元で告白するのは……やっぱり怖かったから。

　これが俺、田愛が見した答え。




　それで、合っていたはずなんだけど……。




　生徒会室に厳かな空気が流れた。

「はぁ……全然駄目ね。誤字脱字が多すぎるわ」

　生徒会長の立て札が置かれた席に座る黒髪の少女が、手に持つプリント用紙にため息をかけると、冷たい眼しで目の前に立つ俺を見据えた。

「まったく……これをそのまま職員室に提出しに行ったら私はいい笑われ者。生徒会長は貴方の盾ではないのだけれど」（ごめんね田島君。貴方に注意するのは心苦しいことだけど。修正の必要がある以上、黙っていたら貴方のためにはならないと思うの）

　非難と配慮、これら二つの声が聞こえてきたのはほぼ同時だった。

　氷以外でこの場にいるのは、彼女の厳しい視線を受けて顔を苦くした俺のみ。

　冗談──にしか聞こえないかもしれないけど、この声の主はどちらとも目の前でお冠な氷室涼のものである。

　一つ目は紛れもなく氷室が実際に喋った言葉で……もう片方は何かというと、












　俺にしか聞こえない、氷涼の本音らしい。




　いわゆる心の声ってやつだ。〝らしい〟というのは、俺にこの非科学的な能力が身についたのは二日前のことで、こんな超常現象など信じられなかったからだ。そこから紆を経て──つい一時間ほど前にようやく、俺はこの声の正体について確信を得ることができた。

　そう、あの申し訳なさそうな声が氷室涼葉の本心であるという衝撃の結論に。

　もちろん、澄ました顔の氷室はそれを知るよしもない。

　はは、本音がダダ漏れになっているぞ──だなんて絶対に口にできるわけがなかった。

　だから俺は『普通』を心の中で復唱しながら、普段通り生徒会活動に励んでいたりする。

「盾って……そ、そんなに、酷いのか……？」

　現在、頼まれていた川原清掃ボランティアの日程表を提出しているのも、その活動の一環だった。

　提出に行った俺を待ち受けていたのは、失望の混じった厳しい視線。下校時間が迫っていたこともあり、ペースを無理に上げたのが仇となったみたいだ。これは要反省。

「ええ、やはり貴方に任せたのは失敗だったかしら」（ありがとう田君。誤字脱字以外は完よ。簡潔に要領が纏められていてとても素晴らしいと思うわ。お疲れ様）

　氷室がクスリと冷笑する。

　それに反して心の声は凄く温かいんだけど……生徒会の活動を円滑に進めるためにもここは一スルーするしかない。

　というより、いちいち反応してたら、ニヤニヤして悶え死んでしまう。

「すまん。次はそう思われないよう、頑張るよ。んじゃ、直してくるから」

　俺は氷室の手からプリントを受け取るとそのまま丸めて付近のゴミ箱に放り投げた。そして、生徒会長の机から少し離れて左手側に設置された副会長のデスクへと腰を下ろす。

　こちらは会社の社長席ばりに豪勢な彼女の席とは違って、職員室にある教員のそれと同じ物。椅に座ると同時に、今日一日色々あったからか、つい小さく息が零れ出てしまう。

　氷室が冷え冷えとした表情で紅茶を口元へと運んでいく。それを横目に、俺はノートパソコンを起動させ、早速手直しに取りかかった。のだが──

「──にしても、なんで貴方はいつもそうどこか抜けているのかしらね」（ふふ、今日はさっき田島君にたくさん褒めてもらって気分がいいからもう少しおしゃべりしたいなー）

　……氷室に話しかけられ、わずか五秒で作業を中断せざるをえなくなってしまった。

「そ、そうか？　自分自身ではまったくそんなつもりはないんだけどな」

「はぁ……自覚がないって時点でもうかなりの重症よ。そうね、そんな貴方を一言で総評するとするのなら──」（ああ、なんで頑張る田島君は、こんなにも素敵なのかしら？）

　手にしていたカップを置いた氷は、悠然とした態度で言葉を紡いだ。




「ええ、ダメ島君って言葉がピッタリかしら」（ふふ、田君だーい好き！）




　屈の無い冷たい笑みと共に、メジャーリーガーですら真っ青な渾のストレートを。

「お、おう……」

　耐えきれずに顔を引きつらせてしまったのは──もちろん、喋るナイフと言わんばかりな氷室のキレッキレな毒舌に心が耐えきれなくなったからではなく、

「たまに思うのだけれど、将来こんなダメ島君なんかとお付き合いしたい人なんか現れることがあるのかしら。まぁきっと、それは街中で絶と出くわすレベルでの確率論なんでしょうけど。それでもゼロではない以上、絶望するには早いとは思うわ」（はいはーい。そんな心配しなくても、貴方の未来のカノジョならここにちゃんといますからねー）

「そ、そうだな。たとえその可能性が１％を切っていても、ゼロじゃない以上は確率としてありえるもんな。それが宝くじの一等を当てる以上に困難な値であったとしても、可能性は可能性だし」

「あら、今日はやけに素直ね。もしかして普段気にしていた点をズバッと指摘されてやけになっているといった、そんな状態なのかしら？」（安心していいのよ田島君。ここ！　ここに貴方のカノジョになりたいって人がいるから。ふふ、貴方専用の氷室涼くじ一等は、私自身がプレゼントよ。なーんちゃって）

　も、もう……どう反応するのがベストなのかわかんないや……はは。

　好きな人からのラブコールって、それだけだと限りなく天国に近いシチュエーションなんだろうけど、これが氷室本人からは秘密裏に伝わってくるのだから結果的には生き地獄って感覚だ。

　そして、この氷室による塩辛いと甘いの連続攻撃は、この日の生徒会が終わるまでの間ずーっと続いたのだった。

　これが、クールで通っていたはずの氷室涼葉の本音。

　一年間以上一緒にいて、一昨日までは──心の声が聞こえるようになるまでは全く気づくことのなかった衝撃の事実。

　あの（）の内の言葉こそが、彼女が本当は口に出して伝えたい言葉、らしい。

　辛でキツい態度や毒舌の何もかもが建前で、




　本当の氷室涼葉は俺にべた惚れだったのである！






一章　両いで迎える氷さんとの告白エンディング









　生徒会室の扉の前で一止まって深呼吸。

　──事件の発となった一昨日の生徒会活動も、副会長である俺の活動は、普段通りにその日課を繰り返すところから始まった。

　この扉を開けた瞬間から、我が生徒会長のキレのある毒舌が飛んで来る。それに身構えるための心の準備ってやつだ。

　なんせ生徒会長こと、クールで天才肌の氷室涼は、勉強以外は極めて凡才な俺に対する当たりがそりゃもう強い。

　こんな傍から見たらパワハラに怯える人にしか見えない状況を、俺が平然と受け入れているのは、それは俺が氷室に特別な感情を抱いてるからに他ならなかった。

　そう、改めて言うが、俺は氷室涼葉のことが好きなのだ。

　いつも見ているからこそわかる……あの冷徹な彼女が時たま見せる、はにかんだ一面や、ちょっとした女の子らしい仕草の氷室に、ドキッとさせられるというか、そんな氷室がもうかわいくてかわいくてたまらない。

　ほとんど見ることはできないけれど、でもいつも、またあのかわいい氷室が見たいって思いが、たまに毒舌が強すぎて挫けそうになる俺をやる気に戻させてくれている。何とか心が折れずに今までやってこれている。

　──だけど、恐らく今日はその毒舌が、一段と厳しくなりそうなんだよな……。

　何かって言うと──昨日、早く来ると氷室と約束したにも拘わらず──俺はクラスメイトの砂雅からお願いされた、掃除の手伝いを断り切れず……結果的には四十分も遅刻してしまっているのだから……うん、十割俺が悪いんだよね。

　すぐに終わると思ってたのにまさか三十分以上もかかるだなんて……ああ、こんなことなら氷室に遅れるって連絡いれとくんだったよ。こういうのが氷室によく言われる、「貴方は抜けている」って部分の一つなんだろうな。とほほ……。

　思わず零れ落ちる深いため息。俺は、手に汗を感じながら扉を開いた。

「氷室、遅れてすまん！」

　まずは謝るべき。俺は前みになって手を合わせる。すると、

「遅れるなら、そうと連絡をいれる。それが常識よね田君」

　突風の如く飛んできたのは、やはり何の連絡もせずに遅刻した俺を糾弾する、冷たい挨だった。

　まさに想像通りの光景。ノートパソコンを操作する手を止めた氷室涼葉が、切れ長の瞳を咎めるようにさし向けている。

　ところが──




（よかったあ。ちゃんと来てくれて）




　何だか、待ち合わせの時間になっても来なかったデート相手が現れてホッとするような、そんな甘い嘆息も真正面から聞こえてきていて──

「……………………ん!?」

　あの……想像してたのとは全然違う展開というか……え、なんなの、これ？

　まったく性質の違う二つの声がやってきたのはほぼ同時だった。

　その二つの声は、間違いなくどちらも氷の声。

　もちろんこの場にいるのはいつも通りに二人だけだ。

　今のは単なる空耳、なのか？　それとも幻聴の類い？

　だが、妙にリアルだったのは事実だった。

「あ、ああ。氷室の言う通りだ。今度からは気をつけるよ」

　そう言った俺は小首をかしげながらも、とりあえず副会長席へと腰を下ろした。

「貴方が砂さんと青春の１ページを刻んでいる間に、私は清掃の書類を３ページ処理していたわけだけども、どうにもペースが芳しくないわね。下校時間ギリギリでどうにか明日の打ち合わせまでには間に合わせられるといったところかしら。……もちろん、これは貴方がちゃんと私の計算通りの成果を上げてくれれば、の話よ」

　氷室から飛ぶ厳しい言葉。

　ちなみに清掃の書類というのは、来週の土曜に生徒会と美化委員が主体となって行う、川原清掃ボランティアについての資料だ。

　ようするに、勝手な用事で遅れたくせにできませんでしたでは許さない──という、解釈であっているはずなのだが……ってかなんで氷室、俺が砂城と階段掃除してたの知ってるんだ？　さっきいきなりのお願いされたことだったのに。

（うぅ……田君がこのまま砂城さんと二人きりで遊びに行ってしまわないか気がかりで全然仕事に手が付けられなかったじゃない、田島君のばかぁ。でも──ふふっ、ちゃんと来てくれたから許してあげる。まぁその代わり、下校時刻を延長して、私と一時間お喋りの罰は受けて貰うからね）

　──その声はまるで約束に遅れたカレシに拗ねて甘えるカノジョのようだった。

　目の前の氷室の発言とは思えず、空耳か何かかと思ったが、なまじ質感があるだけに無視できなかった。

　俺は思わずキョロキョロと室内を見回す。

「……そう、だよな」

　うん、やっぱり誰もいない。ここにいるのは俺と氷だけだ。

　じゃあやっぱり彼女がこのトンデモ発言の主？

　いやいやそんな馬鹿なことあるわけないだろ。だってあの氷室が俺と喋りたいから一時間下校時刻を延長させるって言ってるんだぞ。第一、そんな私的理由で下校時刻の延長申請が通るはずがないし──

　ああ、視界の中の氷室はいつも通りにクールな無表情なんだ。それが何よりも確かな証拠ってやつじゃないか。少なくともあの甘えた声は氷室のでは無いっていう──

「一応、万全を期すということで、既に学園側には時間外滞在の申請を一時間しておいてあるわ。ええ、保険をかけるに越したことはないものね」（流石私、ぬかりないわ！　だからさっさと終わらせてお喋りタイムに入りましょうね。ふふ）

「はっ!?」

　ガタン！　と、椅がずれる。俺は驚きを隠せずにはいられなかった。

　偶然……なのか？　さっきの「一時間私とお喋りの罰」というやつと、氷室の今の淡々とした残業発言が、意図は百八十度違うものの一時間多く滞在するという結果自体は完全にマッチしているではないか。

「い、一時間、して、あるのか……その、時間外申請を……」

「……何かしら？　その異様な驚きよう。もしかして、用事があるから無理……とは言わないわよね」（それとも……私とこれ以上いるのは嫌、かしら……）

　そして響いたのは、普段の氷室にはありえないほどの躊躇いがちで弱気な声。

　チワワのような、そんなウルウルとした氷室の上目遣い姿をふと思い描いてしまった俺は、胸中でブンブンと頭を振って速やかにその幻想を消滅させる。

　この不思議な声の正体はなんなんだ？　それと一体どこから……やっぱり目の前に座る氷室涼からなのか？　一番現実的に考えて──とにかく、もっと情報が欲しい。

　そう思った俺は、平然という言葉を心の中で何度も唱えながら口を開いた。

「いや、大丈夫だ。急だったからちょっと驚いただけだ」

「そう。ならいいのだけれど」

　アレ……？　声が一つだけ……？

　そこについて考えるよりも先に氷室の口が再び動き出す。

「なら、早速だけど先週提出してもらった清掃ボランティアの計画資料、一つ重要な問題点があったの。すぐに修正してもらえるかしら」（ごめんなさい、田君。いつも通りの完な仕事ぶり、大変感謝しているわ。でもどうしても一つ、これだけは気がかりというか、ちょっともの申さずにはいられないというか──）

「先週の計画書……？　そんなにマズイところあったか……？　どの部分についてだ？」

　状況がわからない以上、考えるのは後回しにするべき。

　そう判断した俺は、ひとまずこの謎の声を無視して話を進めることにした。

「作業エリア毎の班分けに関しての部分ね」

「うーん、ぱっとじゃ見当がつかないなぁ……俺的にはどの班もバランス良く配置したつもりでいたんだが……悪い、そんな大きなミスをやらかしてたのか？」

「ええ、ものすごく重要なミスをしているわ。だってこれ──」

　凍てつく切れ長の瞳が俺を突き刺す。きっと相当なやらかしをしていたに違いな──




「貴方と砂さんが同じ班にいるじゃない」（私と田君が一緒じゃないじゃない！）




「…………は？」

　え、今のは何なの!?

　目に見えて不機嫌な氷。

　一つ目はその表情に相応しい、下手人を糾弾するような声だった。

　でもワンテンポ遅れてきた声は、まるでだだをこねる子供のような訴え。

　しかも俺と一緒でないことを嘆いてるなんて……こ、これは流石に……ないだろ。ああ、俺の妄想ってほうがだいぶしっくりくる。

　にしても理由はどうあれ人が真面目に怒っている時に、あんなありえない妄言を妄想するだなんて──どうやら俺は氷室が普段口にするように、人として終わっていたらしい。

　それともこれは、想い人からの多にわたる毒舌に疲弊しきった俺のメンタルが防衛本能として咄にとった、いわゆる一種の自己防衛なのだろうか。

　どちらにしろ、やはりここはもう直ちに早退して医者に行くのが最善とみえる。

　そう俺が怪な顔をして考えていると、氷室がきょとんとした表情で尋ねてきた。

「あら、どうしたのかしら？　まさかこの距離で聞き取れなかったとでも言うの？」

　まただ。またもう一つの声が聞こえない。何なんだ？

「あ、ああ。どうもそのまさかみたいなんだ。悪いが、もう一回言ってくれると助かる」

「はぁ……わかったわ。貴方がそういった抜けた人なのはわかりきったことなのだから、今更咎める方が無駄骨ってものよね」（ごめんなさい田島君。計画書自体はバッチリだったのだけど、どうしても一つだけ、私的に抜けていたら困る部分があって……）

　や、やっぱり聞こえてくるぞ。落胆の表情とはてんで似合わない、普段では考えられない気遣いのこもったバツの悪い声が。

　ほんとにこれは……どういうことなんだ!?

「いいかしら田島君。もう一度言うわね、なんで貴方が砂城さんと同じ班分けになっているのかしら？」（なんで私と田島君が離れた班分けになっているのよ。もう！）

「ちょ、ちょっといいか氷室」

「あら、もしかしてまた聞き取れなかったとは言わないわよね？」

「ああ、もちろんだ。この発言をしかと聞いた上で、質問したいことがあるんだが……」

「なにかしら？」

「氷は今、俺と砂が一緒の班分けになっていることを指摘したんだよな？」

「ええ、そうよ」

「そ、そうだよな。別に、俺と氷室が別々の班になっているのが気にくわなかったわけじゃないんだよな。ははは」

　と気が緩んだのか、頰を搔きながら乾いた笑いと共にうっかり失言してしまった。

　しまった！　ついホッとした勢いで口が滑ってしまった。

「……そんなわけあるはずがないじゃない」（え、噓!?　もしかして私ったら、モヤモヤするあまりうっかり口にしちゃったりしてたの!?）

「だ、だよなー。うん。今のは……そう、張り詰めたこの場を少しでも和ませるためのちょっとしたジョークというかなんというか……とりあえずごめん」

「……謝るくらいなら最初からやらないで欲しいわ。緩むどころか不愉快で仕方なかったのだけれど」（よ、よかったわ。単なる冗談だったのね。もう、ビックリさせないで欲しいわ。そんな田君なんか嫌いに──なーんて、なるわけがないじゃない。ふふ）

　軽と同時に聞こえてくるのは、軽快で楽しそうな安の息。

「えーと……で、話を本題に戻すが……俺と砂城が同じ班分けだと何か問題があったりするのか？」

　氷室が問題視しているのは、俺が作成した川原清掃ボランティアの班分けについてだった。

　美化委員と共同計画の下行われるこの奉仕作業は、川を境界に校舎寄り側を生徒会が担当、橋の向こう側を美化委員が受け持つことになっている。ちなみに川の上にかかる大きな橋は半々だ。

　作業範囲は広く、運動部がよくウォームアップに使う河川敷上のサイクリングロードで確か二キロ。今回はさらに奥までやることになっているので人数も相当だ。いくつかの部活には動員がかかっていて、部活動の一環として半ば強制的に参加してくれることになっている。後は役員をのぞけばあくまでもボランティア活動なので有志者による参加だ。

「ええ、大問題だわ。私はくれぐれも職権乱用はしないよう忠告していたはずなのだけれど」（そうよ。私と田島君が一緒じゃないことが一番の問題なのは確かなのだけれど。これも、これで大問題よ）

　そうは言っても、俺は生徒会が受け持つ校舎寄り側のエリアに七、八人ずつ、念のため生徒会メンバーは全員がばらける形でと、氷室と一緒になりたいという自分の私情は挟まずに班分けしたつもりだったけど。

「職権乱用って……言っとくが、俺は砂の『オタ島と一緒だと楽できそうだからそうしといて』とかいうよくわからんリクエストを聞き入れただけで、他意はないからな」

　濡れ衣だと肩を落とすと、氷の視線は噓をつくなとばかりにつり上がる。

「田君、私知っているのよ。貴方が砂城さんに人一倍甘いこと。今回の掃除の件も含めてだけれど、先日の風紀委員との合同服装検査の時、貴方こっそり砂城さんにピアスをとるよう耳打ちしていたわよね」（お陰で私は朝っぱらから校門でいちゃつく二人の姿を見せつけられて非常に不愉快だったわ。もう！）

「そ、そりゃあ、隣の席のよしみといいますか。親切心というか」

「なるほど。決して下心はなかったと」（私知っているのよ。あのとき、砂城さんに目と鼻の先までにじり寄られた瞬間、貴方の視線が彼女のはだけた胸元に集中していたのを。ねぇ、どうなの？　やっぱり男の子って大きい方が好みなの？）

　み、見てたのかよ！

「ま、まぁ俺も男だしさ、頼もしく思われたい気持ちがなかったかっていわれれば否定はできない……かな」

「ほら、私の睨んだ通りじゃない。エロ島君」（ふん、田島君なんて知らない！）

　推察通りと満足そうな氷室。

　そ、そりゃ性的な意味での下心はなかったにしろ、うっすらと汗ばむ砂城の胸元についつい視線が移動していたのは紛れもない事実だし……だってあの人のおっぱいはちょっと反則的だし。童貞キラーだし。……はい、何も言い訳できません。ごめんなさい。

「川原の清掃範囲は広いし、人目を避けられる場所だって点在する。それを利用する形で貴方が過ちを犯しかねない可能性が浮上している以上、責任者である私としては見過ごすわけにはいかないの。俗に言うリスクヘッジというやつよ」（駄目、絶対駄目よ。田島君と砂城さんを絶対に二人きりなんかにはさせないんだから。そりゃあお互い仲がよろしいんでしょうけど、私の目が届く所では断固として反対よ！）

　お、おう……。

「だから、私がお目付役として、貴方の班に加わることにしたわ。これで心配事はなくなったわね」（ふふ、ちょっと強引かもしれないけれど。これで一緒にいられるようになったわね。ぶいっ！）

「お……おいおい、俺はそんなにも信用ならないのか」

「ええ。当然よ」（ううん、田島君。貴方はこの学園で私が一番信頼している人よ。だからこそこの一緒にいたいって我が儘は通させて欲しいのよ）

　おいおいおい──目の前にいるのはあの氷室涼だぞ。

　いつもクールで誰に対しても厳しいが責任感は強く、冷え冷えとした表情で自分の筋を真っ直ぐ貫き通すあの凜クールな氷室涼葉さんだぞ。

　それがこんなささいな理由であたふたと、まるで意中の相手との会話に一喜一憂する恋するそんな乙女然としたことを考えているはずがないのだ。それも生徒会の業務中に。

　しかもその相手が俺だっていうならなおさらだ。

　だって…………ああ、そうだ。

　この人には、噂だと別に好きな人がいるはず──。




「わかったら、私を貴方のグループに入れる形で修正してちょうだい」

（理解してくれると嬉しいなー。好きな人といつも一緒にいたいってのは人としてごく当たり前の感情なのだから。仕方ないわよね、ふふっ、田君だーいすき）




「お、おう……」

　好きな人──この思わず吐血しそうな衝動をこらえようと、俺は右をつねってやり過ごす。

　膝から届けられるヒリヒリとした痛み。どうも夢ではないらしい。

　え？　氷が俺を好き、だと……？

　いやいやいやそれは流石にないだろ。そりゃあ本当だったらすっごい嬉しいよ？　好きな人がいるって噂を聞いて、その相手が自分じゃない他の人だって思ったのも、俺の勝手な思い込みかもしれないよ？

　……でもさ、そういう台詞って、そんなにも冷ややかな表情で言うもんじゃないよな。

　これ以上の会話は限界だと感じた俺は話を切り上げて訂正作業を開始した。

　ハッキリ言えば俺にはこんなことをやっている暇はないのだ。諸般の事情から会計を兼任している立場上、各部活動の部費の計上をしなければならないし、書記も兼任しているので各委員会から上がっている要望を次の会議までに纏め上げる仕事だってある。

　残念ながら医者には朝イチで行くことにするしかなさそうだ。書記と会計の役員二人に事情があるから仕方ないとはいえ、ほんとブラックだよなこの生徒会、度思うけど。

　だが、この不可思議な現象は、氷室の口が開くたびに、つまりは一時間延長された下校時間になるまでとことん続いたのだった──あはは。

　そうして何とか帰宅し、家を見上げた時の俺は、それはもう数時間砂漠をさまよったすえようやくオアシスに辿り着いたような、そんな安寧を嚙みしめんばかりの安らいだ表情だった。





　　◆






　──おいおいおい、なんだったんだよあの声は!?




　帰宅早々二階に駆け上がり、自分の部屋のベッドにダイブした俺は、学生服のまま放課後の出来事について考えた。

　俺の好きな人──氷涼が実は俺のことが好きでたまらないという爆弾発言の数々。

　氷室が口を開く度に日常会話と連なって響いてきたその声は、完全に氷室のものだった。

　だが、通常運転だった氷室自身はそれを知らないようだった。じゃあやっぱ別人なのではと簡単に頷けたのなら、俺はこんなにも頭を悩ませたりしていなかっただろう。

　ほんと、もうなにがなにやらさっぱりだ。

　現実的に考えるなら……俺が何らかの病気を発症した線が一番濃厚だけど……。

「や、やっぱり明日、学校行く前に医者に行ったほうがいいよな。こういうのって精神科であってるんだよな？　でもどうやってこんな病状を説明すればいいんだよ……」

　気を落ち着かせるためにも、俺は独り言をつぶやきながら考える。

「幻聴が聞こえる……で、いいよな。あれ、この近くで精神科ってなると何になるんだ？」

「うーん……精神科ですか？　私の知る限りではこのあたりだとやはり一番近いのは市民病院でしょうね」

「あー、やっぱり市民病院かー。でもあの市民病院って、予約無しだと余裕で二時間はまたされるってことで有名だしなーどうしよう」

「ふむ、そうなんですね。でもなんでまた、精神科なんかにご用で？」

「そんなの、この幻聴についてに決まってるじゃん」

「幻聴？　……あーやっぱり誤解していましたか。やはり訪ねてみて正解でしたね」

「……は？　誤解？　それに訪ねてみるって──!?」

　俺、誰かと会話してないか!?

　ようやくその事実に気づいた俺は、ゴクリと唾を飲み込み、おそるおそる視線を声が聞こえて来た方向──テレビのある正面に向けてみたのだが、

「……え……!?」

　それは限りなく驚に近い困惑だった。

　なんとそこには、ぱっと見大学生くらいに見える女性が、テレビから体半分、まるでホラー映画での一場面のように抜け出してきていて──

「おっと、説明を始める前に完全に愛の家にお邪魔させてもらうことにしましょう。あ、お茶とかは……あったほうが嬉しいです」

　そう明るい顔でテレビ画面から完全に俺の部屋へ抜け出てきた彼女は、モデルでもやっていそうなくらい顔立ちが良くスタイル抜群で大人びていて、俺よりも年上の印象だった。見た目だけで言えば、やはり大学生くらいという認識であってるはずだ。服装もカジュアルルックで今時の若者そのもの。茶色に染められた髪は後頭部の下辺りで結ばれている。












「さて、それじゃはじめちゃいますか」

　テレビを背にし、ゲーム用に置いてあったクッションを見つけて正座した彼女は、柔和な笑みを浮かべて口を開いた。

「まずは、自己紹介ですね。私はナンナさん。縁神社で恋愛を司る神様をやっている、女神のナンナと申します」

　ニッと笑って彼女は言葉を続ける。

「まぁ神様だといっても、見た目的な年齢は貴方たちとさほど変わりませんからね。気軽にナンナ、ナンナさんとお呼びいただいて結構です。同級生と会話するよう、ため口で全然かまいませんよ。商売上慣れてますし」

「は、はぁ……」

　とりあえずうなずく。えっと、縁光神社って……アレ、のことだよな？

「ん、もしかしなくてもその目、私が神様であるのを疑っていますね。ええそうでしょうね。心配しなくてもわかりますよその気持ち。いきなりこんなこと言われても、ただの痛い電波ちゃんにしか受け取れないでしょうし」

「い、いやそういう──」

「さて、何をすれば信じてもらえますか。あ、空中浮遊とかどうでしょうか」

「い、いや……うん、結構だ。その……ナンナ、が俺達とは違う領域の存在ってのは、テレビから抜け出てきたのを見せられて、なんとなくだけど理解したから」

　本当は半信半疑。でも、あれこれ考えるのは後にしよう。

　全てを判断するのはナンナの話を聞き終えた後からでも遅くはないはず。

　氷の件もあって完全に参っていた俺は、半ば思考放棄する形で声を出した。

「でも縁神社って……俺の学園の近くにあるあのエンコー神社だろ。確か、恋愛成就の御利益があるって、ここいら地元では結構有名な──」

「あー、愛はいま縁光神社のこと、エンコー神社って『う』の部分に悪意がある発音をしましたよね。訂正してください、私の神社はエンコーじゃなくて縁光ですから！」

「は、はい。すいません……」

　急に目くじらを立てたナンナ。やばい、なんか地雷踏んだっぽいぞ。

「いいですか。我が神社にはですね、縁が光るという祈りを込めて、縁光神社という名がついたという素晴らしい由来があるのです。決して不純な援助交際なんかとは同じ意味合いではないのです。なのに近頃の人達ときたら縁光神社のことを響きがいいからって、エンコーエンコーと──いいですか愛斗、今後はちゃんと縁光神社と、『う』の部分を伸ばすことなく、はっきりとした発音をするよう心がけてくださいね」

「わ、わかった。肝に銘じておくから」

　両目をつり上げて豪語したナンナに、俺は気されるがまま頭を下げる。

　自分の名前に俗称をつけられると不愉快なのはどうやら神様だって同じらしい。

　俺自身も普段からオタ島だとかエロ島だとか名字をもじられることが多いから、共感が──あれ？　あんまし湧いてこないぞ。そういえば、そこまで不快に思ってなかったっけ。

「えっと、それでそのエンコー──ごほん。縁光神社の神様であるナンナがなんでわざわざ俺の家、もとい俺なんかの下へ来てくれたんだ？」

「そうでしたね。話が脱線してしまいましたが早速本題に入るとしましょう。さて、ナンナさんからここで、田愛斗にお尋ねします」

「尋ねる……？」

　首をかしげて疑問を呈すると、ナンナは「ええ」と頷き、

　次の瞬間、満面の笑みを浮かべて言ったのだった。




「どうでしたか？　恋する乙女の本心が伝わってくるようになり、その結果、めでたく両いだったことを知ることができたご感想は？」




　──へ？

　啞となって頭が真っ白になる。

　俺はしばらくの間、この女神様とやらの言葉がまったくもって理解できなかった。

「いやですねー。とぼけないでくださいよ。愛は成績優秀で頭が良いんでしょう？　もうわかってるんでしょ？　氷涼の正体が恋する乙女だってことが」

　いやいやいや、理解できていないから固まってるんだろ。なんで初対面なのに、そんな俺の評価高いんだよ。

　──てか今ナンナ、氷室涼葉がどうとか言ったよな!?

「お察しの通り、涼葉はああ見えてかなりの奥手なんです。ここはもう愛斗の方から告白するしかありません。さぁもう今からでもレッツトライですよ」

　きらきらと目を輝かせて立ち上がったナンナが俺の前へと詰め寄る。

　まさか、関係があるというのか？　生徒会室で起こったあの不思議な現象と、突然現れたこの恋愛成就の神様とやらが！

「ちょ、ちょっと待ってくれ──！」

　ようやく思考が現実に追いつき始めていた俺は、あわてて両手でナンナの進撃を制するとまずはいったん深呼吸。

「話が急すぎて何が何やらというか……ナンナがあの縁神社の神様ってのは、とりあえずよしとしよう」

「なんで、とりあえずなんですか。ナンナさんはれっきとした神様です」

　ひとまず、ナンナの主張は無視する。

「それでだ、今までの会話からして、今日の氷室との間に起きたあの不思議な現象が、ナンナが俺の下に来た大きな理由なんだろ」

「はい、そうです」

「だからそこんとこ、順を追ってゆっくり話してもらえると、その、助かるんだけど……」

　緊張から目線が次第に泳いでいく。

　ああ、頭が熱い。これは混乱か、はたまた興奮状態なのか？

　そんな挙動が落ち着かない俺の姿を、ナンナはじっと見つめると「わかりました」と息をつき、再びその場で正座した。

「では愛斗の要望通り、ゆっくりと私がここに来た動機について話していくことにしましょう」

　どうやらやっと落ち着いて話を聞くことができそうだ。

「ようするに涼葉は愛斗のことが大好きです。愛斗も涼葉のことが好きなので、よって両いというわけですね。おめでとうございます」

「うんそれ、結論だけだよね。俺はそうなった経緯とあの不思議な現象についての説明。そして、そこになんで縁光神社の神様であるナンナが絡んでくるかについて話して欲しかったんだけど」

「あーそれなら理由は単純です。涼葉が私にお願いしてきたからですよ」

「え、なに、氷って神様と交流関係があったの？」

　マジかよと目を見張ると、ナンナは取り繕うように笑っていて、

「言葉足らずでしたね。正確に言えば、縁神社に祀られた私に対してです。もちろん、涼はナンナさんの存在なんて知りませんよ」

「そ、それで氷室はなんてお願いしたんだ？　もちろん恋愛絡みなんだろ。も、もしかして、俺と付き合いたいとか……？」

「うーん……その辺に関してはややこしいので話すのがちょっと面くさ──いえ、言葉では少々伝わりにくい内容でして……そうだ、こうしましょう。百聞は一見にしかずですからね。実際の映像を見てもらった方が早いかと」

　腕を組んでいたナンナが、名案ですとばかりに明るい顔になる。

「は？　映像……？」

　首をかしげる俺を余に、ナンナは軽く横にずれてテレビを指さした。

「はい。ではではＶＴＲどうぞ」

　そう言ってナンナが右手をパチンと鳴らすと、次の瞬間テレビの画面が点灯した。

　いちいち驚いていたらキリがなさそうなので、次々に湧いてくる疑問やツッコミ要素はすべて放り出し、ひとまずそのＶＴＲとやらに注目する。

　映ったのはとある神社の夕暮れ時の風景だった。

　どこにでもあるような神社の風景。そこが縁光神社であるとすぐに察知できたのは、たぶん俺が実際に足を運んだ経験があったからに違いない。

　恥ずかしい話、あるのだ俺も。氷室涼葉との恋愛成就を祈願しに参拝した経験が。

　し、仕方ないだろ。日本人てのは元来よりミーハーな人種なんだ。縁光神社の御利益の偉大さは、学園内でかなり有名な話なのだ。報われない恋をしていた側としては、やっぱり神頼みでも試してみたくなったわけなんですよ。

　そんな黒歴史を思い出してちょっと恥ずかしい気分になっていると、テレビの中の夕暮れ時で人の無かった境に一人の少女が姿を現した。

　編み込まれた髪型が印象的で容姿端麗な黒髪の少女。

　間違いない、あれは氷室涼葉だ。

　氷室は普段と変わらない冷え冷えとした表情で賽までたどり着くと、おもむろに学生鞄の中から財布を取り出し、

　そして──




　日本で最も額が大きなお札を五枚、賽銭箱に投げ入れたのだった。




「……え？」

　無意識に開かれた瞳。おい今の……見間違いとか錯覚とか幻覚の類いじゃなければ……氷のやつ、お賽に五万円入れなかったか!?

　後に誰かに見られるだなんて知るよしもないだろう氷室は、普段通りの冷たい表情のまま切れ長の瞳をゆっくりと閉じ、両の手を合わせて丁寧に参拝していく。

　その後、氷室は右横に設置された大小の木箱へと歩み寄り、お金を入れおみくじらしきものを一枚引くと、境から姿を消していったのだった。

　ＶＴＲはそこで終了らしく、テレビ画面はそこでぷつりと途切れて、元通り暗くなった。

「…………」

　俺はしばらくの間、啞としたまま動けなかった。

　そんな俺の様子など気遣うことなく、ナンナは陽気な顔を向けてくる。

「どうでしたか愛？　あ、なんならもう一度再生しましょうか？」

「いや……大丈夫だ。それでナンナ……今のは……その……」

「はい。涼が実際に我が神社を訪れた時の映像ですね」

　人差し指をピンと上げ、ハキハキとナンナ。

「念のために尋ねるけど……脚色とかはしてないんだよね？　特に金額面の部分とか」

「はい。涼葉のお賽銭は間違いなく万札が五枚、合計にして五万円です」

「え、なんで五万なの？　一般的にはご縁があるようにって意味合いで五円玉だよね？」

「さぁ、私に言われても。愛斗と付き合ってご満悦したいから──とかじゃないですか」

　何だよその新手の語呂合わせ。氷室、体張りすぎだろ。

「とにかく、涼葉が私に、五万円という大層なお賽銭を持ってお願いごとをしにきてくれたことは事実なのです。そんな涼葉の熱い気持ちがこもった願い、恋愛を司る神として是非とも叶えてあげなければなりません。それも早ければ早いほうが吉だと、愛斗もそう思いませんか。思いますよね」

　拳をぐっと握ってナンナは内に滾る熱意をあらわにする。

　ここまで親身になってくれるなんて、縁神社のご利益ってこんなにも素晴らしかったんだな。これからはちゃんと敬うことにしよう。

「で、その肝心要な氷室が神社でお願いした内容ってのは……」

　──って、よく考えたら他人のお願い事って聞いちゃまずいよな？

　やば、これってもしかして氷室に対してすごく失礼なことしようとしてるんじゃ……。

「ああそれなら。『大好きな田君に、素直な気持ちを届けられるようになりますように』でしたね」

「…………」

「ん、どうしました？」

「いや……罪悪感がハンパないというか、明日氷室に合わせる顔が無い気がして……」

「それは困ります。それでは涼が寂しくて落ち込んでしまうじゃないですか。お願いした神様の所で逆に疎遠になってしまったなんて、洒落になりませんよ」

「お、おう……」

　嬉し恥ずかしさに吞まれて顔が赤くなる。

　ようするに氷もその……前々から俺のことがその……好きで……でも恋愛に関して奥手な氷室は、中々その気持ちを打ち明けられずにいたと。

　その代わりに、氷室は照れ隠しにあの辛な態度と大量の毒舌を届けて──いやいや、納得できない。無理があるだろ。あれはツンデレとかそんな生ぬるいものじゃなかったぞ。

　──それに、結局、なんで俺は氷室からあの不思議な声が聞こえてくるようになったんだ？

　いや、今のナンナの説明通りなら、あれは氷室の本心なんだっけ。

　毒舌でクールな氷室を知ってれば絶対に噓だと言い切ってしまえるほど、俺にゾッコンでキュートな氷室が……。

「……なぁ、ナンナ？」

「ん、なんですか愛？」

「氷室がその……俺のことをその……あれだってことまではわかった。でだ。ところで俺は、どうして氷室の本心が聞こえるようになっちゃったんだ？」

「いやですねー。それは涼葉自身がそう願ったからに決まっているじゃないですか」

「はぁ？　氷室が縁神社にお願いしたのは、俺にその……好きって気持ちを伝えたいってことだろ」

　そのことを自分で口にするだけで、顔が熱っぽくなり、一瞬声が固まる。

　なんせ俺にとっては世界が反転したような話なんだ。それだけに、容易には口にできなかった。

「はいそうですね。意味合い的にはあってますよ」

「じゃあなんでこんな、依頼主に対するプライバシーの侵害みたいな能力を俺に与える必要があったんだよ！　……確かにさ、氷室の本心が知れて、噂の氷室の好きな人がまさか俺だったって知った時は、そりゃもうすげー嬉しかったけども……」

　氷室への罪悪感からか俺は強めに言葉を放った。

「いやー結果的にそうなったといいますかねー。もちろん最初からそうするつもりはなかったんですよ」

　ナンナが明るい顔で苦笑する。

「お願いを受け取った私は、まず依頼者である氷室涼葉の観察とその対象者──つまり愛斗を取り巻く情勢について調べるところから始めました。ライバルがいるかだとか、どれくらいの接点があるかなどを調査したわけなんですけど」

　へぇー神様の仕事ってそんなところから始まるんだ。なんか、探偵っぽいな。

「まぁその結果、他人が聞けば爆発しろと妬む程に青春的なシチュエーションにいるにも拘わらず、見てるこちらが心底呆れるくらいの奥手であり、それどころか本心を恥ずかしさでコーティングして厳しく当たりすぎるあまり、本当は両いなのに相手から完全な脈無しだと誤解されてて、更には誤解した発言から自らの手でチャンスを握りつぶしちゃっている始末という……まぁとんでもないポンコツだったという事実が判明致しましてね」

　からっとした笑顔でそう締めたナンナ。

「お、おう……」

　結構口悪いよな、この女神様。

「ナンナさんは悩みました。なんとか迅速に依頼を達成する良い方法はないのかと」

　腕を組んだ険しい顔のナンナが、ふと得意げな表情になる。

「そこで私は閃いたんですよ。好きだという気持ちが口からでは中々言い出せないのなら、もう脳内に直接で本心が届くようにしてやればいい。と」

　我ながらナイス判断だった、と満足そうに頷くナンナ。

　いやいやいや、おかしいだろその理屈！　飛躍しすぎだろ！

「え、神様の依頼遂行ってのはそんなにスピードや効率重視なの!?　なんか俺がつっこむのも変な気がするけども、こう氷にも氷室のペースってやつがあるだろうしさ」

「そんな悠長なこと言っていられないのです。上が見てるんですよ、上が」

　俺の会話を遮ったナンナは、熱を持って天を指す。

　どうやら、変なスイッチを入れてしまったみたいだ。

「え、上？」

「そうです上です。平たく言えばナンナさんよりも偉い神様方のことです。これは涼自身にも落ち度があるんですよ。お賽に五万円なんて相場違いな大金を突っ込むから」

「やっぱ、五万円ってのは異常なんだよな。大きなお賽銭箱だと、たまに万札が引っかかってる場面見かけたりするから、わりとよくあるものなのかと思ってたけど」

「ええそうです。愛がおっしゃるとおりです。ですから、残念なことに涼葉のとった行動はもっと上の神様方の目に留まってしまったんですよ。全力でバックアップして是非成就させろと、それはもう直に呼び出されて熱く背中を押されてしまいました」

　そう言ってシュンと肩を落とすナンナ。

　残念？　その話、氷室にとっては最高以外の何物でもないんじゃ……。

「ナンナさんはね、多忙の身なんですよ。神様だって、一日の時間が二十四時間なのは人と同じなんですからね。スケジュールだって元からカッツカツ、なのにあの神々のジジイ共ときたら自分達は何もしないでいいからって適当なことを──それでは駄目なんです。ナンナさんの助けを必要としている人々はたくさんいるんですよ。いくら五万円もらったからって、涼一人のためだけに多くの時間を割いているわけにはいかないのですから」

　不満ですと、ナンナが口をへの字にする。

　それって……お賽の額に関係なく、参拝に来た人々全員に幸があらんと四六時中身を粉にして頑張ってくれてるって話だよな。

　平等主義。やっぱこの人、立派な女神なんだなぁ。

　うん、さりげなくもっと上の神様とやらを非難したことに関してはスルーしておこう。

「ともかく愛、来週の木曜です。タイムリミットは来週の木曜までなんです。いいですか、それまでに愛斗はなんとしてでも涼葉との恋を実らせてください！」

　ピンと指を立て、正座のまま顔の近くまでナンナが詰め寄る。

　え、なんなの？　来週の木曜にいったい何があるの？

　まっさかぁ、よくあるような能力の代償として間に合わなかったら死ぬとか、そんなベタな展開は言わないよね。ハハッ…………。

　言わないよね!?

「え、えっと……もしその期日以内に達成できなかったら──」

「できなかったら──じゃ駄目なんです。絶対に達成してもらわなければ困るんです。ええ、なぜなら来週の木曜日は──」

　そこでナンナは一度すうっと息を吞み込むと、




「来週の木曜日には、ハイロボと工房シリーズの新作が同時発売するのですから！」




　いきり立って拳を握り、高らかにそう言ったのだった。

「…………は？」

　数秒の間、俺はこの女神様が何をおっしゃったのかが理解できなかった。

　いや、理解したくなかったのほうが正しいのだろう。

　──知っている。

　俺はナンナが口にしたあの二つのワードが何を示しているのか知っている。

　そう、それが神様界だけにある同音異義語で全くイメージとは別物な存在でないとすれば……それらは、どちらもゲームソフトのタイトルだ。

「あの……ナンナ……今の、ハイロボと工房シリーズの新作がどうのってのは、もしかしての話だけれど……来週発売するゲームの話、だったりはしないよな？」

「いえ、それで合ってますよ。あ、愛斗も両シリーズともプレイなさってるんですよね。そこのところはちゃんと事前調査でチェック済みですので。ちなみに愛斗はどちらを先に購入する予定で？」

「ああ俺はもちろんハイロボの方を──じゃなくてだな！　俺の勘違いじゃなければ……今の一連の会話から察するに、その、ナンナはゲームするのが忙しいから仕事を終わらせたいって解釈になるんだけども……なーんてきっと間違いなんだ──」

「はい。合ってますよ」

　うお。屈の無い笑顔。

　キッパリと肯定しちゃったぞ。返してよ、さっきの俺の尊敬とか配慮とか諸。

　ナンナってゲーマーなの？　神様なのにぃ!?

「私と同じく、ゲームを愛してやまない愛ならわかってくれますよね。自分の好きなシリーズ作品の発売日が重なるこの最悪ぶりを。あのどちらを先にプレイするべきか悩み選ばなければいけないというその至極無駄でしかないストレスを！」

「そりゃあまぁ……うん、めっちゃわかるけども」

　共感した瞬間、ナンナの顔がぱぁっと晴れる。

「ですよねですよね。愛斗ならきっと理解してくれると思いました。来週の私には仕事をやっている暇などないのです。救わなければならない人達が、世界があるのですから」

「ちょっとまて。さっきの助けを必要としている人々が──ってのは、まさかとは思うけどゲームの中の話だったり──」

「ん？　そうですけども」

　当然じゃないですかと、こっちを見つめるまんまるな瞳。

　いや、そこ全然きょとんとするところじゃ無いよね。なんか、嫌な予感がしてきたぞ。

「ま、まぁナンナがゲームをしたいから仕事を──氷のお願いをとっとと終わらせたいってのは……まぁ俺もゲームが好きだから一応は納得できる。……あくまでも一応だけども。でだ、それとこの氷室の本音が聞こえる現象にはどんな関係が──」

「だってあんなんじゃ一生かかっても無理じゃないですか」

　これまたナンナは真顔でキッパリと言い切ってしまった。

　この神様、結構イイ性格してるよな。

「いやでもその解決策がこれってのは……氷室本人だってこんなの不本意でしかないだろうし……」

　不本意どころか羞で悶え死ねるよこれ。俺が逆にやられたらさ。

「それはありえませんよ。これは涼たっての願いでもあるんですから」

「は？　……どういう意味だよ」

「いいですか。『好きな人に素直な気持ちを届けられるようになりたい』というのが涼葉の参拝におけるお願い事です。だからナンナさんは彼女の望み通り届けられるようにしてあげたというわけなのですよ。涼葉の素直な気持ちを直接、その好きな人である愛斗に」

　えっへんと両腕を腰にあてながら、偉そうにナンナは言った。

　ああ、この神様あれですわ。俗に言うマジメ系クズってやつですわ。

「ああそれと、補足しておきますが、この能力はあくまでも言葉の裏にある本音が読み取れる能力ですからね。常に思っていることや考えていることがダダ漏れになるわけではありません。それに、会話しない限りは本心が聞こえることもありませんから」

　……ちょっと、いやだいぶホッとしたよ。

「後、『はい』や『いいえ』で答えられる受け答えや、相づち、あいさつ等の簡単なやりとりにおいては、裏表の感情が一致している場面が多いため、心の声は聞こえてこないはずです。当たり前ですが本音を喋っている時も。あくまでも会話の奥に隠れた本音が聞ける能力ですからね。思っていることをはっきりと口にしている時なら二重にお届けする必要はないでしょう」

　なるほど、だからところどころであの声が聞こえない時があったりしたのか。

「それと、愛以外の誰かとの会話ではこの現象は発動しません。涼が素直な気持ちを届けたい相手は、大好きな愛斗だけなのですから。あ、それとも……やっぱり気になります？　涼葉が他の男と喋る時どんなことを思っているのか」

　茶すようなにやけた笑み。そ、そんなの…………気になるに決まってるじゃん。

「とにかく、愛斗はもう涼葉と両いで確定なんです。ですので愛斗の方からぱっぱと告白してしまって、ちゃっちゃと付き合ってしまいましょう。そしてナンナさんの肩の荷をとっととおろしてあげましょう」

「お、おう……」

「ではでは、これからナンナさんは来る発売日に向けて、快適なゲームライフを満喫するための資金調達へと出かけますので。また、近いうちに顔を出しに来ますね」

　啞とする俺の返事を待たず、ナンナは軽快にテレビの中へと消えていってしまった。

　無音になった部屋の中。だが俺は、硬直状態を解けずにいる。

　事実は小説よりも奇なりって言葉はあるけど──限度というものがあるんじゃないか。

　とりあえず、神とか本音が聞こえる能力とか一置いといて──

　そうかあ。俺と氷って両想いだったのかぁ。

　…………やばいやばいやばいやばい非常にやばい！　もう筋肉に柔軟剤まぜたのかってくらい表情がしまらない。

　明日、どんな顔をしてあの人と接すればいいんだ？　恐ろしく不安しかないぞ。

　でもって、今日聞こえてきていた声が氷室涼葉の本音で、本当に話したい内容──

　……うん、やっぱこれ、素直に受け入れるには無理があるな。





　　◆






　生徒会まで特に氷室と接する機会がないこともあり、昨日あんなことがあったにも拘わらず、その日は昼休みに至るまでまんまいつもの日常だった。

　一緒に昼飯を食べていた友達が部活の自主練に行くのを見送ると、そこからは一人の時間が訪れる。特にやることもないので、自分の席でひたすらソシャゲのイベントをこなしているのが日課だ。これが俺のいつも通りの昼休み。

　そして、問答無用に隣から響くギャル達の笑い声がうるさいのも、いつも通りで、

「──あっはは！　なにそれ、マジありえなくない!?」

　複数の席から椅を集めて陣取るギャル達には、どうにも遠慮や配慮と呼べる感性が未実装らしい。昼休みになると毎回のように人目を気にすること無く、こうやって我が物顔でクラス内に雑音を提供し続けている。……ボス以外全員別のクラスだっていうのに。

　気に障るのなら移動すればいいって話なのかもしれないが、ここは俺の席、つまりは俺の領地なのだ。つまらない意地だが降伏して譲渡するのもちょっと癪ってもの。

「だから──やっぱそれ絶対おかしいって。アリかナシでいったら絶対にナシっしょ」

　しかし、２－Ｂの女帝こと砂雅様といったら、椅子の代わりになんと俺の机の上に座ってるっていうんだから……もう、お手上げだ。

　正直迷惑だけど、ま、友人のよしみってやつで大目に見ている。

　一応砂城もちゃんと断りをいれてきたのだが、それは初回だけだった。後はずっと当然のように俺の机の端を椅子代わりにするスタイルを貫き通している。俺は別に「この承認を次回以降はスキップする」にチェックマークを入れた覚えはないんですけどね。












　口に手を当て大笑いしている砂の容姿は、その恵まれた顔立ちもさることながら、制服を着崩したりスカートを短くしたりと、周囲の女子から一つ飛び抜けて垢けていて、悔しいが綺だった。髪型もゆるめのウェーブがかかったセミロングな金髪を低い位置で結んでおり、いかにもイケてるＪＫですといった印象を与えてくる。

　この砂雅率いるイケてる女子軍団が、よりによってなぜ俺の席の隣で本陣を築き上げているかというと、彼女達のボスである砂城の席が、俺の隣だったからに他ならなかった。

　傍からすれば悲劇にしか映らないだろうこの構図を、俺自身がこれっぽっちも気にしていないのは、俺と砂城の関係が隣席のよしみから始まり、休み時間に喋ったり、中間テストの時は勉強を見てやったりと、恐らくクラスの男子の中では一番良好だからだろう。

「そうそう。そういえばミヤ、ちょっと聞いてよ。あたしさ、この前から恭と付き合うことになったんだ」

「うそ、マジ!?　てか、なんでそれ、直ぐにアタシに教えてくれないわけ」

「あはは、ごめんね。ミヤには色々と相談に乗ってもらったわけだし、すぐに報告するつもりだったんだけど、切り出すタイミングがなかなかなくって」

「そ。ま、アキなら上くいくってわかりきってたし別にいいんだけど。あ、あれじゃね。ほら、エンコー神社。この前、帰りのエンコーでお守り買った効果が出たとか」

　で、でたぞ縁神社。あの砂城ですら信じてるって、やっぱスゴいんだよなナンナ。

「そうかも。エンコーはガチって有名だし」

　ガチってレベルじゃなかったぞアレ。神様いたし、直にきたし。

　あと、御利益欲しかったら縁光ってちゃんと発音してやれ。

「そうなんだー。あたしも帰りにエンコー行こっかなぁ」

　せめて神社をつけろよ神社を。エンコー単品のままだと絶対、周囲には別の意味として捉えられるだろ……なんか妙にクラスがざわついてるし、もう手遅れっぽいけど。

「まぁ、また困ったことがあったらいつでもアタシに相談しなさいな」

「うん。ありがとミヤ」

「でもさー、そういうミヤは中々カレシ作らないよね？」

「そーだよ。コクられてたのにフッてたじゃん。イケメンだったのに。もったいなーい」

「あー、アタシさ、自分でいうのもなんだけど大人っぽいところあるじゃん。だからなかなか同年代の男相手にときめかないっていうかさ──」

　興味津々に迫る友達の言葉に、砂城は「うーん」と考えるような唸り声を上げる。

「男子ってさー基本ガキっぽくて単純で馬鹿じゃんか。同年代だとどうしても下に見えるってゆーか、やっぱアタシも女の子だからさ、どっちかっていうとリードするよりされたいってわけなのよ」

「へぇ～、いがーい。でもミヤのその気持ち、ウチもわかるかも」

「でしょでしょ。ま、てなわけでどーせ付き合ってもすぐ別れるってのが目に見えている以上、別れ話をするのもめんどくさいし、付き合う気になれないっていうかー、あーどっかにいないかなぁ。アタシが付いて行ってもいいって思うようなかっこいいオトコ」

　憂いの表情でクルクルと髪をいじる砂。

　確かに妥協を嫌がるのは、強気な砂城らしいけど──

　いるのか？　砂城を引っ張っていける男なんて。

「──んじゃミヤ、あたし達次体育だからもういくね」

「ほいほい。んじゃまた放課後」

　と、昼休みも残すところあと十分といったところで、砂城会はお開きとなった。

「よっと」

　にこやかに手を振って友達が教室から出て行くのを見送ると、砂城は俺の机から飛び降りてスカートの後ろをぱんぱんと払い、そして空になった自分の席に改めて腰を下ろす。

　そして──

「──オタ島はさー」

　気げな砂城の声が俺へと向かう。

「いつもそうやってゲームばっかしているけどさ、周りみたいにカノジョ欲しいとか思ったりしないわけ？」

　砂城がこうやってもてあました時間の暇つぶしで喋りかけてくるのは毎度のことだ。

　ちなみにオタ島とは砂城が俺につけたあだ名だ。由来の理由は至極単純で、いつもゲームばっかりしていてなんかオタクっぽいから──だそうな。

　特に不満はないので、俺はこの、砂城に付けられたあだ名を受け入れている。

「……ん、何だ突然？」

　俺は横にしたスマホの画面から目を離さず、声だけを砂城へと向ける。

「とぼけんなし。またどーせ聞いてたんでしょ、アタシらの会話」

　しらばくれるなと砂城のジト目。

　ま、目の前で話してたわけだしな。聞いてなかったという方が、ありえないだろ。

「……否定はしない」

「オタ島ってそういうとこほんと素直だよね。つまらないってゆーか、ほんとマジキモい」

「どうせ、きょどったらきょどったでキモがるんだろ。ったく、正解はどこにあるんだか」

　ゲームを止めた俺は、スマホをズボンのポケットにしまいながら肩をすくめる。

「ほほう、よーくわかってるじゃん」

　顔を上げてみると、そこにあったのは感心するような砂城の目。いやそこは別に、褒める要素じゃないよね。

「んで、どーなのよそこんとこ？　何だかんだ言っても女の子にまったく興味がないってわけじゃないんでしょ？　アニメのキャラとかじゃなくてさ」

「肯定否定する以前に、その何だかんだとやらを砂に語った覚えはないんだけど」

「んでどうなの？　オタ島にも好きな人くらいはいたりするんじゃないの？」

　と、砂城は茶すようににんまり。「にも」って部分に若干の悪意を感じたのは、ちょっと自意識過剰すぎるかな。

「そうだな──って言ったら少しは驚いてくれたりするのか？」

「んー全然。だってアタシら高校生じゃん。好きな人いるくらい普通っしょ」

　砂城が素直に返してくるだなんて……よ、予想外。

「ま、まぁそうだよな」

「あの氷さんですら好きな人がいるって話だし、オタ島にいたところで今更驚かないというか、インパクトにかけるっていうか」

　話題のキャッチーさが足りない、とつまらなそうな砂城。

　きっと偶然なんだろうけど、俺の背中が冷たくなっている。

　まさかここで、氷室の話題が出てくるとは思いもしなかった……。

「あの人、一見そういうことには全く興味が無いって感じしてて、告白には全部『他に好きな人がいるから』って言って断るって話じゃん」

「……噂だとそうらしいな」

「恋愛の神様いわく、それは俺らしいぞ」……って言ったら、マジ顔でどん引きされるな。

「好きな人がいるっていうのが意外つーか、逆にいるならなんで告白したりしないのかが不思議って感じ。アタシならとっくにしてるだろうしさ」

　得意げに砂城は顔を上げる。

　超絶クールな優等生。それが誰しもが受けるだろう氷室の第一印象だった。

　この君学園で生徒会長を務め、自他共に厳しく孤高の存在としてその凜とした風格から畏と憧の眼しを一緒くたにもらいうける突出した才女、それが氷室涼。

　だからこそ、動かないのは氷室らしくない気がすると砂城は不思議がっている。

　でも、昨日のアレこそが……本当の氷室らしく──

　ああ、やっぱ改めて考えても、絶対にしっくりこない。

　ほんと、今日の生徒会どうしよう……。

「逆にさ、アタシのほうがおかしいのかもしれないんだよね。高校生にもなって好きな人がまったくできる気配がないしさ」

　ふっと笑ったその顔は友達とのやり取りで見せていた陽気なものとは違い、どことなく寂しそうに見えたというか……なんだか〝らしく〟なかった。

「なーんて──そんなどうでもいい話は置いといてさ」

「おいおい、どうでもいいのかよ。自分のことだろ」

「いいの、いいの。それよりも、アタシには片付けなきゃならない現実ってのがあるから」

　フフンと不敵な笑み。もういつもの砂だ。

「は？　片付けなきゃいけない現実？」

「そーそ。三週間後に期末テストあるじゃんか、オタ島さー、またアタシに勉強教えてくんないかな。前に中間の面倒見て貰った時、結構手え感じたんだよね、諦めてた大学への進学ができるんじゃないかって。どう？」

　そういや三週間後だったな期末テスト。

「俺は別に構わないけど……ちなみにこれ、見返り求めたら何かくれたりするの？　例えばさ、ラーメン奢ってもらえたりとか」

「見返りねー……あ、『アタシを一日甘やかしてもいい券』なんてのはどう？」

「それ、砂城のための特典でなんも俺にメリットないじゃんか。ただ単に砂城からたかられるビジョンしか見えてこないんだけど。普通は俺が甘やかされるほうだよね」

「あはは、冗談冗談。まーま、そこはおいおい考えておくからさ。だから、お願い。このとおーり」

「ま、一応期待しておくよ」

　ノーとは言いにくいその前のめりでの物言いに、俺は苦笑しながら頷いたのだった。





　　◆






　さて、どうしたものなのか……。

　例えるなら、断を前に透明な床があるから安心して進んでいいよと言われたような気分。いくらその発言者が神様だったとしても、今までの概念が根本から崩れ去っただけに、恐怖と困惑に引っ張られてそうですかと安直には足をあげられない。

　これが今の俺の心境だった。

　やはり氷涼本人を目の前にしてしまうと……どうしても半信半疑の域を脱出できないでいる。

「──それじゃあ、他に特に意見や質問等はないようだし、これで終わりにしましょうかしら。いいわね田君」

　隣に座る氷室から凜とした声が飛んだ。思考が現実へと引き戻される。

　目の前にはポニーテールの女生徒が一人、机を挟んで座っていて、手元には数枚のプリント用紙があった。

　ああそうだった。

　俺は今、氷室と美化委員長を交えた清掃ボランティアについての打ち合わせを、生徒会室中央の応接スペースでしていたところだった。

　確か──打ち合わせは順調に進んでいて、いくつか上がった細かな要点を美化委員側で纏め上げて二日後に再報告するって話になってて、特に何も質問等がなければこれで解散するって段階だったはず。

　ちなみに補足しておくと、目の前に座っているポニテ少女、美化委員長の佐は俺や氷と同じ二年生。クラスは２－Ａ、氷室と同じクラスだ。

　さらに補足すると、ポニーテールが似合う活発な性格の彼女は、占いに噂、特に恋バナが大好きらしい。ちょっと前に氷室から聞いた話だ。

　俺が問題無いという趣旨の言葉を告げると、氷室の怪しいと言わんばかりな厳しい視線を余に、打ち合わせは終了。「お互い頑張ろう」と笑顔でポニテを揺らして退出していく佐伯に、俺も笑みを浮かべながら手を振り見送る。

　愛想がよくて親しみやすい佐伯の人柄の良さもあってか、数回あった打ち合わせは別段お互い衝突することもなく順調に進んでいっていた。

「本当にちゃんと理解できたのかしら。佐伯さんがかわいいからって無理に格つけようとしているのなら今すぐ止めなさい。元がたかがしれている以上、すぐにボロがでるわよ」

（やっぱり男子って、ああいう明るい性格の女の子の方が好きなのかしら。田君もずっと笑顔だったし。やっぱり私なんかと一緒にいてもつまらない、わよね……）

　そう、この現象を抱えたままで突入した、今日という日が来るまでは。

　二人になってから数秒後、嘆息して氷室がそう言った。

　思わず「そんなことない！」と叫びたくなる衝動に咄に急ブレーキをかける。

　氷室涼の心の声。

　昨日に引き続き氷室が俺と話す度に、それはやって来ていた。

　この心の声とやらが本当に氷室自身の心の声なのか？

　その確証を得ることが、俺の今日の目標だった。

　だっていくら神を名乗るナンナからこの摩な仕様を説明されたところで、当の本人がこんなにも無表情を貫いたままなのだ。そりゃあもう誰か違う第三者が高性能な指向性スピーカーで表情に似合わないアテレコしていると言われたら即信じてしまうくらいに、氷室本人は冷たい視線と罵しか飛ばしてこない。この状態で、「ああ見えて氷室の奴、お前のこと好きなんだぜ」と言われて誰が信じられるだろうか。少なくとも俺には無理だ。

　しかしながらその調査手段が全くもって見つからない。そんな時に始まったのが先の美化委員長である佐伯との打ち合わせだった。

　中央の応接スペースにて、机を挟んで生徒会側、美化委員側と分かれる形で始まったこの清掃ボランティアについての打ち合わせ。俺はいつも通り、愛想の良い佐伯に合わせる形で時折談笑を混ぜながら話を進めていたのだが、そこで俺は、なんとも言えない感情に悩まされることになってしまう。

　なんせ涼しい顔のままハキハキと職務を全うしている最中の氷の心の声というのが、

（この二人、こんなにも仲が良かったかしら？　気のせいじゃ無ければ前回よりも楽しそうな感じに見えるわ）

（これはあれよね。好意的な印象を持っている佐さんが相手だからこそ、自然と笑みがこぼれているってことよね。うう、なんだかモヤモヤするわ）

（田君はこんな笑顔を私に向けてくれたことがあるかしら。……いえ、おそらくはないわね。だって田島君、私と会話している時は顔を苦くしている方が多いもの）

　など、終始俺と佐伯の関係性や親密具合に探りを入れたり嘆きをつぶやくような私的感情オンリーの内容ばかりで──

　今日ほどに「実は俺って役者のセンスがあるのでは？」と、自負したことはない。演じ遂げてみせたのだ。平常時における田島愛を。

　それと、常に顔が引きつっているのは、総じて貴方から毒舌のジャブをもらいうけているのが原因だからね！

　ちなみに、ナンナの言っていた「俺以外との会話においては心の声は聞こえてこない」件については本当だった。

　佐伯と会話している時に氷室の心の声は一切発生しなかったのだ。

　そんなこんなで、俺の思考の八割方は、打ち合わせの内容などよそにこの現象と氷室について傾いていてしまったわけだが──それでも、要点は押さえておいたので多分そこはなんとかなるだろう。

　普段の厳しい氷室は、恥ずかしさを隠すための偽りの姿だと神は言った。

　その真偽をどうやって解き明かすべきか。一段落ついた今が考える絶好の機会なのだが。

「どうも貴方、佐伯さんのことをジロジロと見過ぎている気がするのよね。彼女自身から苦情が出る前に、さっさと止めるべきよ」（田島君には私だけを見ていてほしいの。もし佐伯さんにあって私に無いものがあるなら、検討するので是非聞かせて欲しいわ）

　……どうも氷室の心の声は、まだ先の議題を終わらせてはいないらしかった。

　うーん、心の声の要望と発言がそこそこ一致してはいるけれど……でも、表情は心配というよりも、遊んでいるというか──悪戯っぽく嗜的なんだよね。

「そうか？　自分では特におかしな部分はなかったと思うけど。それに佐伯にしたってそんな居心地が悪そうな素りはなかったし、苦情が出るとは思えないんだが」

「ふふ、これだからチョロ島君は。いい？　佐伯さんのあれは完全にビジネススマイルよ。残念だけど、貴方に対する気は一切ないと思うわね。あら、もしかして、ショックだったりする感じなの？」（安心して、私を選べばいいだけの話だから。うん、私一択しかないと思うわ）

　からかうような表情で氷が優雅に微笑む。

　そんな様子しか見せないから、心の声が信じられないんだよな……百聞は一見にしかずというか、心の声だけが告げていた情報を氷室が動きに出してくれる方法があればいいんだけど。

　あれ？　……そう言えばさっき心の声が妙なこと言ってたよな……。

　──よし。

　ちょっと怖いけど、このまま会話の流れを利用して、氷室の心の声がホンモノかどうか確かめてみるか。

「あーどうも氷室には隠してもムダっぽいか。バレないよう、俺なりにそこそこ気をつけていたつもりなんだけどなぁ」

「……やはりそうだったのね」（え……!?）

　氷室がほんの微かに、言い淀んだ。

「引かないで最後まで聞いてくれると助かるんだが……氷室の言う通り、佐のことを特別な目で見ていたのは確かなんだ」

「……そう。不様に足くのを諦めて素直な自白に走るだなんて、貴方にしては随分と賢い選択をしたんじゃないかしら。そんな田君の心意気に免じて、判決を下すのは全てを話し終えるまで待つことにしましょう」（ううう噓、噓よね!?　ささ佐伯さんを特別な目でって──つつつまりそういうことなの!?　そそそうなっちゃうのよね!?　いいいえ、おおお落ちつくのよ私。ま、まだ最後までよ。話を最後まで聞き届けるまでは、希望を捨てちゃいけないわ。冷静に、そう冷静に。ちゃんと普段通りに振る舞わないと）

　心配しなくても、表情は若干楽しそうで涼しげなままだよ。鏡、持ってこようか？

「ええっと……実はだな──」

　あえて一拍ため込むことで、俺は氷室の表情に変化が起きないかを窺う。

　が、氷室は眉一つ動かさず静かに俺を見つめたまま。残念だがこの技は失敗か。

　ん？　いやちょっと待て。スカートに添えられた右手が力強くその布地をひっぱっている。そう、まるで押さえきれない何かに対して歯止めをかけるように。

　そんな彼女のちょっとした仕草にドキドキを感じながら、遂に一石を投じたのだった。




「俺の中ではな、今、ポニテの女の子がマイブームなんだよ」




「…………は？」

　啞。それはどうやら氷室の本心自体も同じらしく。

　不意に胃が重くなる。だがもう、ここで止まるわけにもいかない！

「ポニテだよ。ポニテ。ポニーテール。あのうなじのラインとかさ。もうほんとクリティカルだし、実にパーフェクトな髪型だよな。ハマったきっかけってのは、ちょっと前にプレイしていたゲームのヒロインがポニテだったってのが大きいんだけど、そのヒロインってのが性格とか容姿とか全て引っくるめてモロに俺のタイプでさ。それ以来ポニテキャラに自然と目がいくようになってしまったんだよな。二次元、三次元なんて境界は関係なく」

　ああもう。俺は好きな子を前にしてなんでこんな阿なことを語っているのだろうか。

　いかんいかん。今の俺に冷静さなんてのは無用の長物でしかない。捨てておこう。何かを得るためには何かを失う覚悟が必要とされるのが世の常なのだから──よし！

「だから佐に気があるって言うより、佐伯のポニーテールに気があったって方が真実だな。あいつには悪いが、感情に合わせてひょんひょんと動く、まさしく尻尾みたいな髪が、そして何よりもプリントに目を通そうとちょっと首を下げた時に見えるあの男心を誑かす髪と肌のコントラスト──そう、うなじのラインを見たいという本能からの衝動を、俺にはどうしても抑制することができなかった。真面目な話し合いの場で不謹慎にもほどがあるよな。どうやら俺は、氷が普段言ってるように、ゲス島で正解だったみたいだ」

　最後に自して話を終える。

　うわぁあああ、やった後での後悔がハンパない。

　やるからにはぶっちぎるしかないって思ったけど、かなりキモい発言してたよな俺。やっぱり氷室の心の声なんてのは真っ赤な噓でした──だったらどうするつもりなんだよ？　弁明のしようがないし……完全にゲームオーバーじゃんか。

「……そう」

　すると氷室は、気を改めるように一拍間を置き、普段通りの表情で口を動かし始め、

「実に貴方らしい気持ち悪さね」（よかったぁー。佐伯さんが好きだとか、そういう話じゃなくて安心したー）

　ストレートに軽の言葉を放ったのだった。……その裏ではたっぷりとした安の息を添えながら。

「まったく、一つも得にならない話を自慢げに聞かされた私の身にもなって欲しいものね。この瞬間ほどに人生を損したと感じたことはないわよ」（もう、田君たら、ビックリさせないでよね。今度そんな意味深な発言したらパンチするわよ、パンチ）

「わ、わりぃ……」

　あぁ、呆れているのになんだかもの凄い嬉しそう。

「まぁ、そんな貴方の素直さに免じて、この自供は全て私の胸の奥に鍵をかけてしまっといてあげることにするわ。感謝して欲しいわね。それと、わかっているとは思うけれど、今後はそういった公私混同は一切慎むようお願いしたいのだけれど」（そうなのね。田島君ってポニーテールの女の子がタイプだったのね。よし、これはいい情報をゲットしたわ）

「お、おう。すまないがそうしてくれると凄く助かる」

「まぁ、本音をいえば、あまりにも田君の発言が気色悪すぎて、たとえ他人の意見であっても口にするのがはばかられる内容であったことが大きいわ。佐さんにどんな顔をしてこれを伝えればいいっていうのよ。彼女のうなじのラインが最高だとかいうくだりを」（言わないに決まっているじゃない。もしも佐伯さんにその気があって、これ見よがしにアピールでもされたりしたら困るもの。そうなったら最悪彼女は出禁よ。出禁にするわよ）

　おい本音。全然違っているじゃねぇか。

　もうトップ自ら公私混同する気満々じゃん。

　……ともかく、これで種はまいたのだ。

　氷の心の声いわく、「私だけを見ていて欲しいから、佐伯さんにあって私に無いものがあるなら検討したいので教えて欲しい」とのこと。

　だから俺は、パッと浮かんだ佐伯のチャームポイント、ポニテをリクエストしてみたのだ。

　あの心の声がホンモノだとすれば、必ず動きが見られるはず。

　後はもう明日の俺に全てを託すとしよう。
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　次の日。

　生徒会室の扉を開けた俺は呆とし、その場で立ち尽くしていた。

　その心境は嬉しさが半分に、残りは驚きと戸惑いが半分で……。

　もうどんな顔をすればいいのかがわからなかった。

「やっと来たのね田島君」（どどどどうかしら田島君!?）

　目の前にあるのはいつも通り嘆息して俺を出迎える氷室の姿。

　ただそのヘアースタイルだけは、その艶やかに伸びた髪が頭の後方で一本に結わえられた──俗に言うポニーテールという形状に変化していて──

　ほ、本当にポニテにしてきたぞ！

　試しの結果は大成功、大勝利、なんだけど──

　したらしたで、どう対応すればいいかまでは考えてなかった……。

「……なにかしら。貴方にはそのようにドアのところで案山子の真をしていられる暇などないはずよ」（へ、変じゃないわよね？　早く感想を聞かせて欲しいのだけれど）

「あ、ああ、それはわかってる。でもその前にさぁ……氷室、その髪型は……」

　俺はおそるおそる、指先を氷室の頭上へと向けていく。

「ああこれね。そういえば体育の際に運動の邪魔だからと結んだのをうっかりと忘れていたわ。そうだったわね、ポニテ島君の顔を見て、ようやくこの過ちに気づいたわ。疲れているのかしら、私らしくない失態ね。まさか肉食動物の入った檻に生肉をぶら下げて入るような真に走るだなんて」（褒めて欲しい。褒めて欲しい。褒めて欲しい）

　平然とした顔のまま、さらりと言い切った氷。

「ポニテ島って。くそ、昨日の今日だけに否定できないじゃん！」

　呆としてしまったが、とりあえず口を動かす。

「なるほど、入り口をそうやって封鎖されている以上、貴方に襲われた場合に私がとれる行動は窓からの脱出のみというわけね。ここは三階だから、運が良ければ軽度の骨折ですむかしら」（褒めて欲しいのだけれど。褒めて欲しいのだけれど。褒めて欲しいのだけれど！）

「襲わねーよ！　なんで飛び降りる気満々なんだよ。余計だよね、その覚悟を決めた勇者のような決意は！」

「あら、ゲス島君なんかにそう言われて素直に『なら安心ね』と納得するとでも思っているのかしら。本当に妙な気を起こさないというのなら、まずはさっさとその封鎖行為を止め、おとなしく自分の席について欲しいのだけれど」（早く褒めて欲しいのに。ねぇ早く褒めてよ。褒めて褒めて褒めて！）

「お、おう。そうだよな、入り口でずっと立ってるだなんて不審者そのものだもんな」












「ええ、自覚してくれると助かるわ」（そんなのどうでもいいから褒めましょう田君。さぁ口を開くのよ、かわいいって、似合ってるって、もう嫁にしたいって。さぁ大きな声で言っちゃいましょう。お前と結婚したいって！）

　しびれを切らしてどんどんとエスカレートしていく心の声に、顔が熱くなって目が泳ぐ。あの、氷さん、もう当初の願いからすっかり変わってしまっているんだけど……。

　でもでも他ならない氷室の本心がそう言ってるんだからさ、このまま衝動に駆られて押し倒したところで誰も困らないし、寧ろ両者望んだ結果が──

　……は!?　おお、落ち着け俺。物事には順序というものがあるのだ。ここでいきなり変態にクラスチェンジするわけにはいかない。と、とりあえず彼女の言うとおり席に着こう。

　底なしに湧き上がる煩悩を必死に押さえ込みながら、ひとまず俺は自分の机へとたどり着いて持っていた荷物をその場に下ろす。そして、

「……な、なぁ氷室……」

「なにかしら？」

「その……なんだ……お前のポニテ姿、新鮮というかその……凄くかわいいと思うぞ……」

　視線をそらしそう言い終えてから、俺は腰を下ろしたのだった。

　顔に熱を感じる。もう恥ずかしさでどうにかなりそうだ。

　湧きまくる羞と戦いながら、俺はちらりと氷室を一した。

　心の声のリクエストには応えられたはずだと。

　すると氷室は、まるでゴミを見るかのような目を向けていたのだった。




「……はぁ。どうも」（い、いただきましたぁあああああ。凄くかわいい入りましたぁあああああ！）




　侮の表情とは裏腹に氷室の胸中は盛大にガッツポーズしてそうなお祭り騒ぎのよう。

　ほんと、スゴいなこの人……。

「面倒だからこのまま過ごす予定だったけれど、自らの貞操を守るためにも元に戻した方がいいのかもしれないわね。ほら、痴漢ってされた側にも問題があるんじゃないかって、ちょくちょく議論されているわけだし」（やったやったやった。田島君にかかかかわいいって褒めてもらえたわよ。えへへ。…………ってあれ？　結婚は？）

　ま、待て、そこ疑問に思う部分じゃないだろ。

「いやいや理由はどうあれ、痴漢はする方が十割悪いだろ」

「あら、否定するなんて意外ね。同族嫌悪ってやつかしら。そう思うなら、理性が限界に到達しそうになったら、なるべくその直前で白状してもらえるかしら。いつでも避難できるよう身構えておくから」（好きなだけ見てくれていいのよ。これで佐さんを必要以上に見る必要はなくなるわね。よし、次の打ち合わせはこの姿で臨むとしましょう。ふふっ、これならずっと田君は私の方に釘けね。大勝利！）

　試すように微笑する氷。

　心の声さんや、勝ち誇っているところ水をさすようで悪いけれど、喋る時は俺、ちゃんと人の顔見て喋るよ。その人を見ず違う方を向いたままとか、そんな失礼な態度はしないから。

　だが俺は、そんな氷室の言葉を受け、

「わかった。なら俺個人の意見としては、今すぐ元に戻してくれると非常に嬉しいんだが」

　と、即答したのだった。

「え…………？」

　本心が漏れ出てしまっているのか、この世の終わりかのような表情になる氷室。

　が、構うことなく俺は続ける。

「氷室のポニテ姿がかわいいのは事実だ。新鮮だし、こうグッとくるものがある。でも氷室に一番似合う髪型ってのは、やっぱりいつものやつなんだよなぁ。どうもかわいいよりもこう綺系の方がしっくりくるというかなんというか──例えばツインテとかもそれはそれでかわいいんだろうけど、あのヘアースタイルのが氷室らしいっていうか──こうクール系はやっぱロングストレート基調が至高だよね」

　──しまったぁああああ。ついつい勢い任せで本音をまるごと暴露してしまったぞ。

　流石に引くよな、聞いてもないのに何得意げに上から目線で語ってんだよってなるよな。

　ほら、氷室さん、口半開きにして啞となっているし。

「……ごめんなさい。少し席を外させてもらうわ。田島君は気にせず、伝えてあった通りの作業を始めていて頂」

　突如として立ち上がった氷室が、口に手を当てながら伏し目がちに言葉を放った。傍から見ればセクハラまがいの発言のせいで不快な気分になったと訴えるように。

　だが一方で心の声はというと、

（かかかかわいいって、また田島君にかわいいって言われた。しかもききき綺麗ってまで。ああ、今日はなんて最高な日なのかしら。きっとこれが縁神社の御利益であるに違いないわ。あーでもビックリしたわ。最初田島君に『元に戻してこい』っていわれた時、『ポニテを舐めるな』と否定されたのかと思ってこの世の終わりを感じちゃったじゃない。でもつまりこういうことなのよね。田島君はキュートな涼よりクールな涼葉が好きなのよね。『俺はいつものお前が好きなんだ』ってことなのよね。うん、かしこまり！）

　と、ひどく混乱と興奮が入り交じったもので、

「なるべく早く戻ってくるようにするから。じゃあお願いね」（すぐに直してくりゅから、まままっててちょうらい！）

　氷は至って涼しい顔をしたままスタスタと生徒会室を退出していったのだった。

「…………ふぅ」

　一人残され静かになった生徒会室で、自然と安の息がこぼれ落ちる。

　ほんとに、ほんとだった。

　あの恋愛成就の女神様、ナンナさんの言っていたことは紛れもない事実だった。あの副音声が、毒舌少女、氷室涼の本心であることが。

　……ってことはその、俺を好きってことも。

　じゃ、じゃあ、俺が告白すれば氷室は喜んでオッケーしてくれるってことだよな。

　ああ、なんたって俺達は両いなんだから！

　理想郷でしかなかったかわいい氷室とのイチャイチャライフ。例えば来月には夏休みだし浴衣で夏祭りデートだとか。手をつないで花火大会を見たりだとか──色々と考えてしまう。どうやら天国ってのは生きたままでも辿り着くことができたらしい。

　そうだ。振り返れば氷室は今、俺の発言を受けてクール涼葉に戻るために慌てて出て行ったはずなのだ。元の髪型に戻っていれば、現実でのやり取りだけでも俺に好意的な印象で見てもらいたいがために戻したのは事実になるのだし、そこを切り口にアタックすることができるはず。さぁ、勝負の時だぞ。やるんだ田愛！

　と、俺がそう意気込んだ瞬間、扉を開く音がして氷室が生徒会室に戻ってきた。

　そしてその髪型は普段通りに戻っていて、

「この様子だと来客はなかったようね。ちゃんと、業務の方ははかどっているのかしら。今日中には職員室へ提出する日程表に目を通したいのだけど」（ただいま田島君。貴方のリクエスト通り、クール涼葉の登場よ）

　氷室はさも何事も無かったかのように、平然と自分の机に戻っていく。

「あ、ああ。多少だけど」

　悪いけど氷室、今の俺にはそんなことよりも言いたいことが、

「な、なぁ氷室……」

「なにかしら？」

「その髪型……元に戻っているけどさ、その……俺がそっちの方が似合っているっていったから戻した、ってことだよな。合ってるよな？」

「……ええ、結果的にはそうなるわね。ま、あくまでもお手洗いに行ったついでね」（ええ、もちろんよ。頑張ってくれている田島君の目の保養に少しでも役立つなら嬉しいし、欲を言えば私自身への好感度が上がってくれたりすればもう万々歳だわ）

　おし、とれたぞ。実際の声からも言が。

「それってつまり氷室はわざわざ俺なんかのために──」

「田島君、その前向きに物事を捉えようとする姿勢。貴方の長所なのかもしれないけど、ほどほどにしといた方がいいんじゃないかしら。じゃないときっと後悔することになるわよ。そう今のように」（ふふ、俺なんかじゃなくて、貴方だからこそよ）

　勘違いが不愉快といわんばかりの冷たい視線。

「さ、業務に戻るとしましょう」（ってしまったわぁあああ！　今絶対にそれとなく私の気持ちを伝えられるチャンスだったじゃない！　後悔するのは私のほうだぁあああ）

　──こうして、冒頭のべた惚れ氷涼の話に戻るのであった。
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　その後も色々とあってすっかり疲れてしまった俺は、自分のベッドで横になっていた。

　氷室に頼まれていた清掃活動の日程表を提出した後も、髪型を褒められてすっかりハイテンションになってしまっていた氷室の心の声がずっと続いて──もうヤバすぎて作業に集中できず、気がつけば俺は生徒会室から飛び出してしまっていた。

　羞と喜びに耐えられなかったというか自我を保つのに精神力を使いすぎて、使いすぎて、反則レベルでかわいすぎて。

　俗に言う生殺しだ。体が重い。今日はもう、何もする気が起きないな。

　いや、前言撤回だ。こういうときこそ気晴らしに限るじゃないか。ゲームだ。ゲームをするとしよう。銃を乱射して大剣でなぎ払って──痛快ゲーで気分を一新させるのだ。

　と、テレビの前のクッションに座った俺は、テレビとゲームの電源をつけようとした。

　のだが──

「涼葉の件、どうなりましたか？」

「う、うわぁああ!?」

　突如にょんとテレビの中から人の顔が飛び出してきたことによってその行動は阻止されてしまい、かわりに俺は情けない声と間抜け面をさらしてしまった。

「な、なんだ。ナンナか……驚かせるなよ」

「あーそれは失礼しましたね。私は神様パワーを使って愛がご自分の部屋にいるのを確認した上で来ているのですが、完全に愛斗側のことは考えていませんでした」

　体を完全にテレビから俺の部屋へと移動させると、ナンナは、はにかみながら謝った。

「そうですね、今後お伺いするときは予め連絡をいれるよう心がけることにしましょう。スマホはお持ちですよね？」

　ああそこは神通力とかテレパシーじゃなくて、現代の科学に頼るのね。

「そういえばナンナって、なんでテレビの中から出てくるんだ？　神様ってのは天からこうばーっと光って現れるのがお約束なんじゃないの？」

「ああ、単に自分の家のテレビから電波を利用する形で貴方の部屋に来た方が早いし楽だからそうしているだけですよ。外はだいぶ暑くなってきましたからね。そんな無駄な演出で汗を搔くのはナンセンスってものです。あ、今日こそお茶ください」

「お、おう。とりあえずお茶、とってくる」

　マイペースすぎて、ついつい気されてしまった。自由だ。自由の女神、ナンナ様だ。

　ダイニングの冷蔵庫からお茶のペットボトルを取り出して持って行くと、クッションに座っていたナンナはまず一口それを飲んでから話を切り出し始めた。

「──ふぅ。それで、どうなったんです涼との仲は？　もう付き合うところまでいきましたか？　俺達のイチャイチャはこれからだ！　ですか？」

「あのさ、そういうのって、普通は天から全て見ていて恥ずかしくて口にしづらいあれやそれなやり取りまでまるっとお見通し……みたいなのがお約束なんじゃないのか？」

「いやいやそんな面倒なことやってませんよ。ずっと部屋にこもってゲームしてましたし」

　その「ご冗談を」とせせら笑う姿、神として絶対に間違ってるよな。

「ですからこうやって、愛の下に経過報告を聞きに来たのではないですか。で、どうなんです？　もう付き合うまで秒読みって感じですか？　それとも付き合いましたか？」

　わくわくとした眼しを向けるナンナ。

「とりあえず……本当にあの声が氷の本心だったってことはわかったよ」

　そう恥ずかしげに告げると、ナンナは信じられないとばかりに大きく目を見開いて、

「はぁ!?　なんでそんな段階で止まっているんですか。最初からそう説明してありましたよね。なんです、愛斗は神様である私の言葉を素直に受け取らなかったってことですか。神を信じられない者には罰を与えますよ、罰。ハイロボでボスキャラへの命中率が九十％以上でも、もれなく外れる罰を与えますよ。慢心して必中をつけなかった自分自身にとくと後悔をさせてあげますよ。それも熟練度獲得失敗というおまけ付きで」

　おい止めろ。それ、ハイロボプレイヤーにとってはコントローラー投げたくなるパターンじゃねぇか。恐ろしい神様だぜ。

「仕方ないだろ。あの人ずっとあんな感じなんだぞ。あの状態で実はぞっこんでこんなにも貴方のことを思っていますなんて言われても、素直に信じろって方が無理があるよね。そんなことを他人に自慢げに話した日にゃあ、超絶自信過剰男とか、思春期妄想人田愛斗だの不本意なあだ名つけられること間違いなしだよ」

「いやですねーそれがツンデレってものじゃないですか。愛斗も漫画やゲームで嫌というほどに見てきたでしょう。何を今更」

「いやいやあれはもうツンデレってレベルじゃなくてツンドラだぞ。コールド要素オンリーで、デレなんて嬉しい仕様は皆無だったよ。実装の存在を疑うほどに」

「ですから本心があのように甘々すぎることで、彼女なりにバランスを保とうと」

「その塩どばー、砂糖どばーの調整の仕方絶対に間違っているよな。極端すぎるよな」

「まぁ……それを私に言われてもって感じですけども」

　視線を外したナンナがぼそり。

「わるい……やっと、話してもいい相手が現れたと思ったからつい……」

　お陰でちょっと肩が軽くなった気がするよ。

「それで、するんでしょう？　愛の方から、告白を」

「うん……まぁ……」

　目線をそらして頰をかき、躊躇いがちに口を開く。なにこれ、凄く恥ずかしいんだけど。

「あの氷が……あれだけ俺のことを想ってくれてるって……そう知ったんだ。それにやっぱ、こういうのって男のほうからいくもんだろ」

「まぁ、涼のあのポンコツ具合じゃ、期待する方が無理がありますもんね」

　あんまし俺の好きな人をポンコツ呼ばわりしないで欲しい。……あの様子を見てた限り、否定はしないけど。

「明日生徒会室で二人きりになったら、勇気を振り絞って切り出してみようと思う」

「放課後ですね。ではナンナさんもその時間になったら現場に向かうことにしましょう」

「え……ちょっとまって……来る気なの？　俺の告白現場に!?」

「はい。あ、どうやって学校に入るのかとかは、気にしないでいただいて結構ですよ。神様パワーで愛斗以外には姿が見えない仕様でいきますから」

「いやいやいや、そんな問題じゃないだろ。俺にとっては視認できる第三者がいる中で胸中をさらけ出さなければいけないってことになるんだよ。ものっすごい恥ずかしいじゃん」

「いいじゃないですか。成功するのは確定しているんですから、もっと気楽にいきましょうよ。別に黒歴史ができ上がるわけでもないのですし」

　正直撒きたいところだけど、神様を謀ろうとするなんてのはきっと考えるだけ無駄なこと。そう本能で悟りきった俺はこれ以上抵抗するのを止めた。

　自信過剰でもなんでもなく、今までの経緯が勝利を確定させているのだ。

　後はもう俺の気持ちを伝えるだけで、素晴らしいエンディングが待っている。

　田愛斗が漢を見せる。たったそれだけで！





　　◆






　……やっばい、一睡もできなかった。

　理由は告白の緊張からではない。

　その先できっと待っている氷室とのあんな事やこんな事なエンディングの向こう側をついつい妄想してしまい、うっかりハチャメチャが押し寄せすぎてきて──

　現在、俺は生徒会室の自分の席に座っていて、すぐ側の生徒会長席には氷室の姿。ここにいるのは二人だけ。それはもういつも通りの放課後の光景だった。

　つまるところナンナが現れていない今が、告白をするのにうってつけのチャンスってことだ。後でナンナにぶつくさ言われるのだろうが、放課後になったら来るといっていたのに、いないナンナの方が悪い。ならば今のうちだ！

「な、なあ氷……」

　そう決意した俺はグッと拳を握り、おもむろに立ち上がって呼びかけた。

「なにかしら？」

「ちょ、ちょっとな、こう割と真剣な話をしたいんだが……今時間に余裕があったりすると非常にうれしいんだけど……」

　いや、これ無理だわ。やると覚悟してから放課後に至るまで何度も脳内でシミュレートしたつもりだったけど、やっぱ緊張には勝てない。どうしても、声が強ってしまう。

「はぁ、一応業務中だし、手短にすむのなら、まぁ別に構わないのだけれど」（ふふ、田君の話なら、どんな用件だって後回しにして聞いてあげるわ）

「だ、大丈夫だ、すぐに終わるから」

「ええ、お願い」

「じ、実はな──」

　喉をごくりと鳴らし、遂に田島愛は人生一番と呼べる大勝負に躍り出る。




「前々からその……俺はお前のことが──氷室涼のことがずっと好きだったんだ！　よければ俺と……その……付き合ってはくれないか!?」




　ざらりと、手に粘ついた発汗現象を覚える。

　いくらナンナのおかげで告白相手が両いだとわかっていても、やっぱりこれは別の話。

　気恥ずかしさからついつい閉じてしまった両目、ああ顔が熱い。亜熱帯にいるようだ。

　無限に湧いてくる蒸発衝動をぐっと抑え込み、俺は恐る恐る目を開け始めた。

　するとそこには、しばしの沈黙を挟んだ氷室が、返事をしようと口を開く寸前の瞬間が映っていて──




（わわわ私でよければ、こっここここちらこそ喜んで!!）




　──よっしゃあ！

　十六年生きた今までの人生の中でこれほどまでに嬉しいと感じたことは、きっとない。ああ、今なら散々課金したソシャゲを目の前でアンインストールされても笑顔で許せるぞ。

　って…………………………!?

　んんんんんん!?!?

　ままままさかと思うが……い、今の心の声だった？　じゃあ実際の声は……？

　動転する心に鞭を打ち、必死になって冷静になる。

　告白を快諾すると同時に、今氷がその口から発したのは、

「え、無理」

　という、無情にも冷酷な一言だった。

　ももももしかして今の肯定の返事したのって…………。

　こ、心の声のほうなの!?

　……となると──

　おぼつかない脳から結論が下されたその刹、全身をビビっと痙衝動が貫いていく。

　ま、まままさか……俺ってフラれたんじゃ──!?

「貴方とお付き合いするだなんて、無理に決まっているじゃない。そんなこと私に尋ねるまでも無く、普段の私の態度を見ていれば容易に想像がつくと思うわ」（実はね……じゃーん！　なんと、私も田君が大好きだったの！　どう、驚いたかしら？　嬉しいわよね。ふふっ、私もよ。よかったわ、まさか両いだったなんて……嬉しい！）

　氷室はその口で、本音とは隔たりのある無表情のまま、止めどなく言葉を続けていく。

「はぁ……それに貴方と私じゃスペックに差がありすぎて絶対に釣り合わないわよね。そりゃ貴方に得られるものはたくさんあるのでしょうけれど、私には何も無いわ」（夢じゃ無いのよね。リアルなのよね。ほんとにほんとに私って今、田君から告白されたのよね。喜んでもいいのよね!?　ぎゅーって抱きついてもいいのよね!?　たった今からそんなことができる関係になったのよね!?）












　そりゃもう、極端という言葉を鼻で笑い飛ばすほどに、辛な評価と親愛のアピールが交互にやって来て、

「ふふ、どうでもいい話だけれど、貴方とのお付き合いだなんてさぞかし退屈なんでしょうね」（えへへ、今日から私、田島君のカノジョだバンザーイ♡）

　んんんんんんんん？

　えっこれ……俺、ん？　どう……リアクションすればいいの!?




「………………!?　え……もしかして私ったら…………!?」




　一瞬目を大きく見開いたと思うと、何かを言おうとして慌てて止めた氷。

　難聴系主人公なら聞き逃し必至だっただろうそのか細い声を、俺の聴覚はしかとキャッチした。

　今の声……一つだけだったよな。

　ってことはようするに、戸惑ったようなあの声は氷室の本心で──

　田島愛の人生の中で、今後長い間頂点に君臨するであろうこの最大級のアクシデント。

　どうすればいいかわからないで立ち尽くしていると、氷室はしばし間を置いた後、一度コホンと咳いして切れ長の目をきりっとただし、そして再び口を開き始めた。

「──ともかく、私は今、貴方の告白をお断りした。そこまでは理解できているわよね」（……な、なのよね。そう、なっちゃったのよね。ああ……やらかした。やらかした。やらかした。やらかした。完全にやらかしてしまったわぁぁああああああ!!）

「あ、ああ……」

「全く、たまに私のことをハイエナのような目つきで見ていたのは知っていたけれど、まさか貴方が私にそのような甘い感情を抱いているとまでは思わなかったわ」（うう、突然の出来事すぎて、緊張と動揺からつい反射的に断ってしまった……異性からの告白は、断るためにあるものだという意識が体に染みついてしまってて……どうしよう。どうしよう。どうしましょう。どうすればいのよぉおおおおお!?）

　冷徹な言葉と共にあわてふためく氷室の後悔の念が脳内に直接押し寄せる。

「なにかしら、貴方は生徒会の活動中、いつも私にそんな思いを抱いていたことになるのかしら。私と恋人になりたいといちゃつきたいと常にそんな不純な感情を横に持ちながら生徒会業務に励んでいたと」（今更、『前言撤回！』なんて言っても笑って許してくれたりはしないよね。この瞬間も私、田君に酷いことを言っているわけだし……うう、なんで私ったらいつもこうなの……なんで口がこうも勝手に違う方向に動いちゃうの）

「ま、まぁ。そうなるの、かな……」

「そう……残念ね。ほんと残念だわ。貴方の仕事がおざなりになりがちな理由の一つに私自身が関与していただなんて。本当に」（ごめんなさい田島君。本当にごめんなさい。違うの、これは全部噓なの。単なるでまかせなの。貴方が大好き。本当は両い。お願いだから嫌いにならないでぇええええ！）

　これ……マジでどうすりゃいいんだよ!?

「……とりあえず、こんな状況じゃろくに手がつかないでしょうし。今日はもうお開きにすることにしましょう。お互い頭を冷やす時間が必要ってことで──では、また明日に」（はは、終わったわ。さよなら私の青春。完膚なきまでのバッドエンド……）

　そう言って身支度を始めると氷は早々に去って行こうとする。

「……それと、気まずくなるからって辞めるのだけはよしてもらえるかしら。後任なんてそんなすぐに決まるはずないのだから、清掃ボランティアという大きなイベントを控えたこの段階で、私情を優先して離脱されるのは非常に困るのだけれど。もし、貴方にまだ私を慕う感情があるというのなら、どうかこれだけは聞き入れてちょうだい」（お願い田島君。後生だから辞めたりしないで！　どうか、今まで通り……せめて生徒会役員というこの関係だけでもいいから、私の側にいて欲しいの）

　一見私情を挟まないロボットの如き冷酷な判断。しかしその真意は、土下座をする勢いでの心の底からの切実なお願い。

　最後に扉の前で立ち止まり背を向けたままそう言い終えると、氷室は生徒会室を去って行った。

　一人残された生徒会室で、しばらくの間、俺はただ呆と立ち尽くしているだけで。

「ま、まさか、涼があそこまでポンコツだったなんて！　普通好きな人からの告白を断りますか？　貴族とか親族だとか諸に訳ありな恋ならまだしも、単なるごく普通の学生間での恋愛ですよ。それもあんな、虫けらを一するような目で」

　いや、隣にはいつのまにか現れたナンナが、すぐ側で四つん這いに腹をよじらせてゲラゲラと笑っていた。

　一部始終を完全に見られていたっぽいけど……あんた、一体何にいたんだよ!?

「……人の恋路を馬鹿笑いするなよな。仮にもあんたは恋愛成就の神様なんだろ」

「で、愛、これからどうするつもりなんですか？　まさか、涼葉のあまりのポンコツぶりに幻滅してしまい、百年の恋も冷めたとか言いだしたりはしませんよね？」

　余りに笑いすぎて目尻にたまった涙を指でぬぐいながら、ナンナが尋ねる。

「正直、あの容赦ない言葉にはグサッときたものがあるというか、こう一瞬自信とかいう言葉を忘れかけたけど……」

　顔を引きつらせた俺は、ふと自分が氷を好きになった理由を思い出していた。

　きっかけはバス遠足での登山だった。俺と氷室はクラス委員として、先頭を行く先生から最後尾の連絡係をまかされていたのだが──

　氷室は短所である体力の乏しさが浮き出る形で、中盤にさしかかる頃にはすっかりグロッキー状態になり、俺達はどんどんとクラスの列から離されて行ってしまった。

　それでも意地になって登山を続けようとする氷室の姿が、普段の冷徹で凜とした氷室とはギャップが激しすぎたせいで、俺の目にはそんな彼女の姿がすごくかわいく映って──

　その後、なんやかんやでおぶることになった氷室が、俺の背中で毒舌を吐く傍らで、それとは相反するように、不安そうにギュッと俺のジャージを摑んで離さなかったもんだから──その氷室らしくない可な仕草に、俺はうっかりときめいてしまったのである。

　また、あんなクールな氷室の反則的な、女の子っぽいかわいい一面が見たい。

　それが、俺が氷室を好きになった理由だった。

　そして、心の声を通じて、氷室のそんなはにかんで愛のある一面がどんどん見られるのだと知った今、俺に諦める選択肢などはさらさらなくて──

「ああそうだ。本心ではあんなにも俺のことを想ってくれてるっていうんだ。だったらもう、とるべき行動は一つだろ。覚悟を決めて、恥とか外聞なんか知るかって感じでとことん突っ走ってやる。この田愛の本気に乞うご期待ってか」

　肩をすくめた俺は、気持ちを切り替えるように、フッと笑う。

　完全に脈なしだと諦していたちょっと前とは違い、俺達は紛れもなく両想いなのだ。

　最初に重度の困難に直面していると、ある程度の苦悩では脳が麻していて「なんだ、その程度か」としか感じなくなるというが、本当にそうらしい。

　それに一応ではあるが、彼女自身の口からも「また明日」「辞めないで」と言われているのだ。普段あれだけいらないだの、代わりはいくらでもいると言ってたにも拘わらず。

　どうやら氷室が俺を必要としてくれているのは表裏ともども確かだった。

　建前の中にも無意識に織り交ぜられた本音。

　ならもう、突き進むしかないではないか。

　好きな子の期待に応えたいと思うのが、人として至極妥当な感性であるのだから──

「待ってろよ、氷室の本心。極寒の地の底から引きずりだしてみせっからさ」

「できれば、来週の木曜日まででお願いしますね」

　隣に立つ女神様からの柔らかく温かい微笑み。

　それに対し、俺は和やかに笑って返すのだった。




「うん。それは絶対に無理ですわ」






二章　難な氷さん（好感度１００％）









　まずは関係の修復から。そう考えると自然にため息が零れ落ちていた。

　いくら誤解や事の顚を全て把握していたとしても、やはり気まずいものは気まずい。

　だって俺は氷室涼にフラれているのだ。それも完膚なきまでに。

　だけどもフッたはずの彼女の方が悶として、フラれた側よりも増し増しで気まずさと後悔を募らせているのだろうなと考えると、ついついかわいさを覚えて苦笑いがでてくる。それがかの冷凍美人であるだけにそりゃもう一段と──よし頑張る気力が湧いてきたぞ。

　幸い、まだ朝なのだ。放課後までにはまだまだ時間がたっぷりと残っている。どういう対応の仕方がベストなのか、ゆっくりと考えていこう。

　と、そう心の中で肩をすくめながら、俺は自分の席に着いたのだけど……むう。

　──なんだろうね、この妙な空気？

　肩にのしかかる気配の波。今日の俺、そこはかとなく注目を浴びている気がするぞ。

　どうにも単なる気のせいではなさそうだと周囲を一する。

　すると、明らかに俺を見ていたと思わしき生徒達が数人、挙動不審に顔をそらした。

　その視線は一点物ではなく、点在的に四方八方から、男女関係無しに訪れてきていて──どういうことだ？

　見当が付かない。でもこの辛な空気から察するに……どうにも、いいことではなさそうだ。肩身が自然と狭くなってくる。

「おいっすオタ島」

　そんな猫背気味だった俺の下に、登校したての砂が勢いよく背中をバシンと叩き元気な声で喋りかけてきた。

「あのさ──」

　自分の席に座ると鞄の中身を机の中へとしまい始め、

　そしてそのまま──




「あんたさ昨日、氷室さんにコクってフラれたんだって？」




　と、「今日って、雨降るんだっけ？」みたいな淡々とした声でそう言ったのだった。

「え、なんでそれ、知ってんの…………!?」

　あまりの衝撃に、俺はうっかり隠すことなく答えてしまう。

　周囲の様子が気になって見回すと、誰もが似たように啞となっている。

　ああ、そういうことかよ……。

　この妙な視線の原因、全部それ絡みについてだったのかよ！

「へぇーその反応、やっぱ噂は本当だったんだ」

　注目の理由を知って落胆する俺の横で、砂がふっと笑う。

　でも……なんでなんだ？

　どうして俺の告白が、たったの一夜でクラス中に広まっているんだ？

　あの場には俺と氷しかいなかったはず。それをちゃんと確認してから俺は行動にでたのだ。まぁ、いつの間にかナンナは側に居て、全部聞かれていたみたいだけど。

　怪な顔のまま、俺は今一度周りを見渡した。同情や哀れみに嘲──様々な視線が俺の心を削り取りにきていて、やっちゃったなお前感がハンパない。

　──ってうん!?

　なんだ？　いま明らかに他のやつより大げさに驚いて目を背けた奴がいたぞ。ほら、廊下から教室の俺を見ていた、クラスが隣でポニーテールの髪型が特徴的な──

　ってああああああああ!?

　俺は心の中で悔恨の雄びを上げた。

　ああそうだ。このニュースの提供元は間違いなくあの廊下でひそひそ話にご熱心な女生徒、美化委員長の佐だ。

　今になって俺は佐伯が委員会で再議した結果を生徒会室に報告しに来る予定となっていたことを思い出す。そして昨日、俺の知る限りでは現れなかったことにも。

　要するに、どうも佐伯が来訪するタイミングで俺は告白を始めてしまい、恐らく彼女はドア越しにそれを聞いてしまっていたということだ。

　傍からすれば、どう考えても完全脈無しからの気まずくなって退出という失恋のパーフェクトコンボにしか見えないアレを、目撃者である噂話大好きな佐伯は持ち前の活発な性格を活かしビッグニュースだとばかりに言いふらして回ったと。

　最ため息しか湧いてこない。そんな中、砂城が再び楽しそうな顔を向けてきた。

「にしても思い切ったねーオタ島。なになにオタ島的には勝算あっての告白だったの？」

「……まぁなんというか……一応」

「んで、例に漏れることなく、他に好きな人がいるからごめんなさいをもらっちゃったと」

　残念ながらそれが蜂に感じるレベルでの激辛なお断りの言葉をもらい受けている。

「やっぱもうキッパリ諦めちゃうわけ？　噂じゃ完全に脈ナシの瞬殺状態だったって聞いてるけど」

「砂城はキモいしありえないって思うだろうが、今んとこ俺に諦めるの文字はない」

「へぇー。でもさ、一度フラれてからのリスタートってのは、最初よりもずっと厳しい道のりになるんだから。そこんとこ、ちゃんとわかって言ってるわけ？」

　じゃないと痛い目みるぞと砂城は険しい顔をする。

「いやさ、ほら東大みたいな難関大学に通う人達の中には、最初はてんでダメだったけど、それでも諦めずにトライし何浪もしてやっと合格したって人もいるわけだろ。そう考えると一回ダメだったからって愚直に諦めるのはどうかと思って」

「あはは、恋愛と大学受験を一緒にするなんて、いかにもガリ勉のオタ島らしいって感じだわ。でも、その氷さんが東大って喩えは合ってるっぽい。ちょっとキモいけど」

　馬鹿だけど嫌いじゃないと腹を抱えて笑う砂。

　まぁ昨日に関しては、その東大が推薦くれるっていうから嬉しい顔して受験に行ったら、にべもなく追い返され、それなのにまた推薦の案内が届けられているって不可思議な状況なんだけども。

　と、肩をすくめていると、いつの間にか真剣な表情になっていた砂城が俺をまじまじと見ていて、

「……ねぇ、オタ島。どうやったらさー、あんたみたいにそんなにも誰かのことが好きって気持ちになれるのかな……」

　覇気のないらしからぬ面持ちで、砂城はそう言った。

「……どうって、言われてもなぁ……」

　頭を搔いての苦笑い。俺にはこれ以外回答がわからなかった。

「いやさー高二にもなってカレシがいたことないってのは流石にイヤじゃん。でも妥協してどうでもいいやつと付き合って後悔するのはもっとイヤだしさ。ってオタ島相手になに言ってんだろアタシ」

　砂城が自して目線を泳がせる。

　前に砂城達の会話聞いてた時も思ったけど、意外とピュアなんだよな砂城って。応援してやりたいけど、その理想を聞いてる限りじゃな……俺には気の強い砂城を引っ張っていける人ってのが全然想像できない。

「ま、アタシのことはおいといて──どうもこれで、アタシがオタ島に勉強を教えて貰うお礼の方法が決まったみたいだね」

　にっと砂城が得意げな顔をした。

「は？　お礼の方法……？」

「そーそ。この砂城雅様がオタ島の恋愛相談にのってあげる。これがアタシの勉強に付き合ってもらうお返しってわけ」

「は、はぁ……恋愛相談……」

「ちょっと、なにその『え』って顔。オタ島のくせにアタシじゃ力不足とでも言うつもり？」

「いやいやこれはそういう顔じゃなくて、話がいきなり過ぎて戸惑っているというか──」

「確かにあんたと同じで、恋人いない＝年齢だけどさ、恋愛相談には自信あるからね。自慢じゃないけどアキだって、アタシのお陰で付き合えたようなもんなんだし」

　不服そうな力強い声が俺の言葉を遮った。これ、断るの、無理なやつだな。

「で、それでいいよね。オタ島もアキみたいにアタシに感謝する日が来るんじゃない？」

「お、おう……なんかサンキューな砂」

　腕を組んで片目をつぶった砂城に、俺は戸惑い気味にとりあえずお礼を言った。

「いいってことよ。アタシもあんたの働き次第で大学に行けるかどうかが懸かってくるんだからさ。そこんとこはほんとヨロシク」

「確か中間の時はお小遣いが減るとかどうとかの金銭問題だったよな」

「そうそう。あんときはマジで助かったよ。……すっごいスパルタだったけど」

　低めのトーンでそう言うと、砂城はふっと顔を和らげた。今となっては楽しい思い出、そう思ってもらえているみたいで、教えていた俺も嬉しくなってくる。

「それで今回は将来の選択肢を俺に賭けるのか。どんだけお前の人生は俺頼みなんだよ。なになに最後にはこれ、結婚相談とかさせられちゃったりでもするのか？　恋愛相談に乗って貰っている俺が言うのもおかしいけど」

　あるはずないかと自。すると、砂城はグッと大きく目を見開いていて、

「はぁ!?　なにオタ島なに言っているし！　マジキモいんだけど。つか、オタ島がアタシと結婚するとかありえなくない。身の程をわきまえろって感じだし」

　顔を赤くした砂城が焦ったような早口で俺を罵った。ん？　何だか勘違いしてないか？

「おいおい俺が言ったのは結婚の相談であって、誰も砂城と結婚するだなんて言ってないだろ……俺、明らかに叩かれ損だよな」

「えっ……あ……！」

　ハッとなって誤解に気づいた砂城は、やらかしたと恥ずかしそうに目線をそらす。

「でもそれであんな反応したってことは、ちょっとは砂城に、異性として見られてたりするんだな。意外というか……ちょっと光栄かも」

　一番キツいのは真顔での否定。うん、まさに昨日見た氷のアレである。

「何笑ってんのよ……オタ島のくせに調子にのるとか、ほんと、マジキモい」

　そう言った砂城の頰はほんのり赤く、未だに俺と目線を合わそうとはしてくれない。

　意外にもからかわれる側は慣れてないってことか？

「で、話戻すけど、いつから勉強を始めるつもりなんだ？　前回の件を踏まえると、万全を期したい俺としちゃ、さっそく今日の昼休みからでもいいくらいだが」

「あはは、いやぁー今日はいきなしだからさ、明日の昼休みからってことで」

　取り繕うように笑った砂城がちろりと小さく舌を出す。

　いきなり逃げ腰とは大丈夫なんだろうか。うーむこれは俺も、ちょいと腹を括る必要がでてきそうだ。

　ま、自分で言い出した後でなんだけど、明日からなのは正直助かった。

　今の俺の頭の中は、氷とどう顔を合わせるべきかでいっぱいなのだから……ほんと、どうしよう。

　……一応、相談してみるか。

「なぁ砂、早速で悪いが一つ相談してみてもいいか？」

「お、いーねいーね。何々？　何でも来なさいな」

「今日の俺、どういう顔して生徒会室に行ったらいいと思う？」

「んーそうだねそれは…………うん、オタ島ファイト！」

　気合いだと言わんばかりに、明るい笑顔で返答した砂城。

　え？　さっきのあのタップリな自信は何へ行ったの……？





　　◆






　放課後になったので、俺はいつも通りに生徒会室の扉を開いたわけなのだが……。

　なんと、生徒会室は無人だった。

　俺が一番乗り。こんなことは氷室生徒会が発足して以来初めてだ。

　ま、まさか……気まずいから来ないつもりなのか？

　そう俺の中に一抹の不安が過ぎった瞬間、がらっと生徒会の扉が開かれた。

「あら、今日はいつになく早いわね田君」

　あいもかわらない氷室のすました顔での登場に、ひとまず最悪の展開では無かったととりあえずほっと安。

　でも、どうやら──

（あああよかったぁ！　田島君がちゃんと来てくれているわ。もう見捨てられたりでもしたら本当にどうしようかと──おかえり、私の青春）

　フッた側の氷室の方がその思いは断然強かったよう。

　俺は努めて平静に言葉を絞り上げる。

「珍しく俺が一番乗りだったな。どうしたんだ、なんか用事でもあったのか？」

「……別に、ちょっとした所用よ。なにかしら、それをいちいち貴方に報告しなければいけない義務が私にはあるとでも？」（い、言えるわけないじゃない。貴方が来てくれないかもと思うと怖くて足がすくんでしまい、すぐには動く気になれなかっただなんて絶対に）

　俺が心の声を聞いているということを氷室が知り得ない以上、そっち方向に話を広げるわけにはいかない。厳しめな氷室の表情にしたがってただただ謝るしかなかった。

「……ご、ごもっともで。ないですはい。なんだかすみませんでした」

　あくまでも氷室との会話は彼女の口頭での言葉のみに応じなきゃいけない。これ以上変にこじれないためにも、それは絶対に忘れてはいけない鉄則だ。

　今一度、俺はこの要注意事項を心の中で復唱した。氷は俺のことを一切異性として見ていない。だから勝手な先走りは地獄への直行便。これだけはしっかりと肝に銘じて動くこと。なんだかそう言い聞かせてたら涙が出てきそうになったけど我慢だ。

「まったく。謝るくらいなら、最初からそうあって欲しいものだわ」（田君が普段通りに接してくれる。そんな何気の無い幸せは、失いかけて初めて気づかされるのね。はぁ……なんだか安心したら喉が渇いちゃったわ）

　氷室は呆れの混じった息を吐くと生徒会長の席に着いた。

　机の上のノートパソコンを立ち上げ、ぱっぱと仕事スタイルへと移行する。

「後はお茶を用意して準備完了ね。ついでだから貴方の分も淹れてあげるわ」

　凜とした声でそう呟くと、氷室は立ち上がって室内の左奥にある棚から私物のティーセット一式を取り出しにかかった。

　どうやら氷室は昨日の件をスルーするスタンスでいく様子。

　一年の間、超然とした姿でどんな物事もこなしてきた氷室を隣で見てきた俺からすれば、らしくない逃げだった。

　でも、決してこのままでいいとも思っていないはずだ。

　それは彼女の心が見せた後悔が明白に物語っている。

　なら、これまでの生徒会活動とは逆で、ここは俺が彼女を引っ張っていかなきゃならない場面かもしれない。

　そう考えた俺は、意を決して切り出すことにしたのだった。

「な、なぁ氷室、お茶淹れてくれているところ悪いんだが……一ついいか？」

「……なにかしら？　アイスティーをご所望なら心配しなくても、今日は暑いし最初からそのつもりよ」（ま、まさかフラれて気まずいから辞めるだなんて言い出さないわよね。あれはちょっとした手違いなの。だから、ダメ、それだけは絶対にダメよ）

「そうじゃなくてだな……ほら、昨日の氷室から返事を受けて、今後俺がどうしたいかを一度はっきりと伝えておこうと思って。妙なわだかまりがあるままで生徒会活動に取り組むってのはあまりよろしくないだろうしさ」

「……余計な口上はいいからさっさと用件だけを述べて欲しいのだけれど」（え、こここれって……百パーセント辞めるって言い出すパターンよね。いや、いやよ。違うの、やらかしたのは私のほうなの。本来なら今ここにいる二人のあるべき関係はカレシ、カノジョの関係だったはずなのよぉおおお！）

　鬱しそうに落胆した表情とは裏腹に、棚からポットを取り出そうとするその手は微かだがプルプルと、まるで氷室の不安や恐怖と共鳴するかのように小刻みに震えている。

「一度引き受けた以上、俺には任期を全うするまでは副会長でいなければならない責任があると思っている。だからだ。その……要するにあれだ。私情のせいで仕事をほっぽり出すのは俺のポリシーに反する行為であるわけであって、その……氷に差し支えがないようなら、どうかこのまま俺を副会長として置いてはくれないだろうか？」

　頰をかき、少し目線を外す形で俺は言った。きっとその顔は赤くなっていたに違いない。

「……そう。田君にしては珍しくいい発言をしたわね」（や、やったぁ。セーフ、セーフだったわ。はぁ……もう、驚かせないでよ田島君たら）

　微笑すると、氷室はポットを片手に右奥に設置された流し台へと向かっていく。

「いい発言？　それはどういう……」

　水を入れたポットを湯かし台に設置しようとしている氷室に、俺は背後から声をかけた。すると、作業中の氷室は背を向けたまま声を返してくる。

「安心してちょうだい。私は仕事に私情を持ち込んだりはしないから。ここまで言えば、成績優秀で通っている貴方ならもう察してくれるわよね」（ああ、ほんとよかったわぁ。ありがとう田島君、こんな私の側から離れないことを選んでくれて。ふふ、お礼に私の愛情をたっぷりと詰め込んだアイスティーを貴方の下へと運んでいくわね）

　台の上に置かれたポットのお湯が沸くのを、氷室は急かすように体を左右に小刻みに揺らして待っていた。俺の視界に映るのはお尻に手を回し、ひょんひょんとリズムよく黒髪の端を揺らす後ろ姿。恐らくそれは無意識の仕草。なにこれめちゃくちゃかわいいんだけど。

「それともう一つだけ、氷室には言っておきたいことがあるんだ」

「あら、何かしら？」

「俺、しばらくは氷室のこと諦めるつもりはないから。もちろん俺の私的感情を優先させて生徒会を疎かにすることは絶対にしない。そこは安心してほしい。でもそれはそれ、これはこれってやつだ。なので一応、覚えておいてくれるとその……助かる」

　俺が今日一番に伝えたかった本音。あんなボロクソに叩きのめされようとも、まだ君のことが好きだから安心してほしい、それだけは覚えておいて欲しいと。

　氷室以外には、脈が無いのなら意地でも掘り起こしてやるみたいな、そういったニュアンスで捉えられそうなこの発言。傍からすればきっと俺は諦めの悪い男、下手するとしつこいストーカー野郎にしか見られないのが……なんだか泣けてくる。

　瞬間、お湯が沸くのを待っていた氷室の体がピシリと固まって動かなくなった。

「…………」

「えっと、何でもいいからリアクションをもらえると有り難いというか、俺としてはかなり勇気を振り絞った発言だったから、その……無反応は流石に堪えるんだけど……」

　待ちきれなくてそう尋ねてみるも、しばらく返事はやってこなくて、

「…………田島君」

　後ろ姿のまま氷室はゆっくりと切り出し始めた。スカートに添えられたままの両手は、なんだか落ち着かないといった感じで指先がそわそわと動いている。

「私も一つ、いいかしら？」

「お、おう」

「実はね、私、好きな人がいるのよ」

　で、出たぞ。砂からも聞いていた氷の告白お断り文句。

「らしいな。噂で聞き及んでるよ」

「そう……ならもう、率直に言わせてもらうわ」

　淡々と言葉を紡いでいた氷室が、そこで一声を止めるとくるっと俺のほうに振り返った。何かを絞り出すように胸に手をあてた氷室の真剣な眼しが、俺を突き刺す。




「わ、私は……そ、その人のことがめちゃくちゃに大好き。──これが私の答えよ」




　数秒の間、じっと見つめ合ったままで二人の間に空白の時間が訪れる。

　そ、それって──

「つまり……俺がいくら頑張ったところで無駄だから早々に諦めろってこと、だよな？」

　合ってるよな。五感だけならこう捉えるのが自然だよな。うん、この会話の流れだと、これで成立するのが正しいはず。

　──ってあれ？　俺今、本心の声聞き逃したか？　全く聞こえなかったような……。

「……へ？」

　すると氷室は理解不能だとばかりに小さな声を漏らして固まってしまい──やがて冷笑を浮かべると言葉を飛ばし始めたのだった。

「ええその通りよ。素晴らしい頭の冴えっぷりね田君。初めて貴方の学力が学年一位であるのを実感させられた気がするわ」（うわぁあああやらかしたぁあああ！　私の馬鹿、今のってどう考えても愛の告白じゃなくて、お断り文句じゃない。何やってるのよぉおおおおお！）

　その心の嘆きをもらい受けた瞬間、俺は開いた口がふさがらなくなってしまって、




　──違う、やらかしたのは俺の方じゃんかぁああああ!?




　そう、心の声が聞こえなかったというこれ以上にないヒントが目の前にあったのだ。

　冷静に考えたら、普段の氷室は「めちゃくちゃに大好き」なんて語の低い発言しないだろ。ああ、完全にあれは素の氷室じゃんか。

　気付けよ俺……一年も一緒にいたんだからさ、その違和感に……。

　それに、よくよく思い返せばヒントはもう一つあった。俺は砂城から、氷室が告白を断る時、なんて言って断ると聞いていた？　ああ、「他に好きな人がいる」だ。消えているじゃないか、「他に」の二文字が。……うん、この二文字が消えるだけで告白の切り出し方としては、ごくごく自然な形になってしまう。恐ろしい。

　にも拘わらず、そこまで考えが及ばなかった俺は、目の前にきたビッグチャンスを自然と握りつぶしているときた。ああ、もう死にたい。

　頭に両手を当てて悔やむに悔やみきれないとうな垂れる。

　そんな俺の姿を、別の見解で解釈した氷はクスリと口元を歪ませていて、

「あら、もう失望とは情けないわね。どうする、やっぱりもう諦める？」（ちっがぁああああああう！　なんでそんな自分をナイフで切りつけるようなこと言っちゃうのよ。馬鹿なの？　ええ、馬鹿でしかないわ）

　これ、冗談抜きにほんとどうすればいいんだろう。

　互いに歩み寄ろうと頑張った結果、一段とハードルを上げることになってしまった。

　敗因はもう完全に俺の選択ミスだ。どうにも氷室との会話は表の言葉と状況のみで成り立たせなければいけないというのを、過剰に意識しすぎていた。

　なんせまた氷室の毒舌が始まったのだと、思い込みで断定してしまっていたのだから。

　本音と一本化して、心の声が聞こえなかったということを、完にスルーしてしまうくらいに。

　あんなアクロバティックな告白のお断りをしてきた氷室が、そう簡単には素直な気持ちを口にしてくれないだろうと、そう決めつけ、彼女の勇気を踏みにじってしまった……。

　頭が真っ白になって動かなくなる。

　俺達、ちゃんと付き合える日が来るのだろうか…………。





　　◆






「ごっめーん。アタシ今から、オタ島とお昼デートだから」

　時刻は次の日の昼休み。

　いつものようにやってきた友達に向けて、砂は手を合わせて謝りつつもおちゃらけた態度でそう言った。

　瞬時に冗談だと理解した砂城の友達は「おお、ついにもミヤにも春が！」だとか「ミヤのこと泣かせたら承知しないから」だとかニヤニヤと俺に変な視線と言葉を贈って去って行く。誰も本気にしているものなどいなかった。ま、そりゃそうだよね。

　リア充にありがちな、約束事をデートと称してからかうやつ。当然真に受けるはずもなく、俺は苦笑しながら肩をすくめてその一連の流れをやり過ごす。

「さて始めちゃいますか。オタ島とアタシのデートを」

「お前……よく何度もそんなことを大きな声で言えるよな。なに、羞とか未実装なの？　それがＤＬＣだっていうなら、今すぐ俺が課金して追加してやろうか？」

「は、でぃーえる……？　え、何が？　てか、こんなの誰も本気にとるわけがないっしょ」

「そりゃまぁ、そうだけど」

「なになに、もしかしてアタシとそんな関係に見られないのが寂しかったりするわけ？」

　ガッカリするだろうが、そのニヤニヤの期待に応える気はない。

「そんなわけないだろ。さ、さっさと勉強だ、勉強」

「はぁ……わかっちゃいたけど、オタ島マジつまんない」

「そりゃどーも。それよりも──これ、渡しとかないとな」

　そう言って俺は机の中から一冊のノートを取り出し、砂の下に差し向けた。

「ん、なにこれ？」

「前回砂城に教えた結果と経験に基づいて俺が作成したスペシャルノートだ。この内容を頭に叩き込めば、赤点は間違いなく回避できるはず」

「それって……アタシのためだけにわざわざ用意してくれたってことだよね」

　言われるがまま受け取ってきょとんとなる砂城。

「は？　当たり前だろ。お前以外の誰のために作るっていうんだよ」

「そっか……そうだよね」

　呆としていた砂城が、急に笑顔になったかと思うと、そのノートを胸元にぎゅっと抱きしめた。

「一応言っとくけど、最低限赤点は、だからな赤点は」

「わかってるって。あんがとね、オタ島」

「それと、そのノートは自用だ。今日から家に帰ったら最低でも一時間はそれと向き合うこと。お前に必要なのは勉強を習慣づけることだからな」

「へいへい。で、この昼休みは何の勉強すればいいわけ？」

「そうだなー五限目が英語だから、手始めは英語にしとくか」

「おけおけ。んじゃ、準備する」

　砂城は軽快に答えると、勉強の準備をし始めた。机の中から必要な教科書とノート、それから俺が前回の中間テストの際に渡した問題集を取り出し、机の上へと展開させる。

「それじゃ、このあたりから始めてみてくれ」

「りょーかい。なんかわかんないことあったら聞くわ」

　そう言うと砂城は英語の問題集にとりかかった。

　普段の昼休みがそうであるように、砂城は人の目など一切気には留めないタイプだ。だからこんな昼休みに熱心に勉強を教えてもらうギャルという、嵐の前兆なんじゃないかと思われかねない行動を、砂城はなにくわぬ顔でし始める。怪な視線などくそくらえって感じに。こういった部分が砂城と俺が意外にも馬が合う理由なのかもしれないな。

　今のところ特にすることのない俺は、いつものようにソシャゲをしながら砂が問題を解き終えるのを待つ。

　すると、

「オタ島、ここんとこ、どう訳せばいいかわかんないんだけど」

　問題を見せてこようと、砂城がグイッとくっつくように身を寄せてきた。砂城から漂う柑の甘いにおい。──ってダメだダメだ。ちゃんと問題に集中しないと。

「ああこれは──『今年のクリスマスはどう過ごされる予定ですか？』が正解だな」

「へぇー。で、どう過ごされる予定なんですか？」

「は？　いやいやこの問題はこの一文だけで終わりだぞ」

　続きにそんな文はないぞと顔を向けると、そこにはにんまりと笑う砂城がいて、

「どう過ごされる予定なんですか？」

　楽しそうにからかいの笑みを浮かべるギャル。

　ようし、そっちがその気なら乗ってやろうじゃんか。

「私は金髪のカノジョとイチャイチャして過ごす予定です」

　俺が見せつけたのはしてやったという得意げな表情。

　ほんとは英語で返したほうが、会話の流れ的におもしろかったんだろうけど、それじゃ砂城に絶対伝わらないだろう。ちょっと残念。

　それに、イチャイチャなんて英語は流石にわからないし。

　すると次の瞬間、砂城はまるで感電でもしたかのように、大慌てで飛び上がりながら俺から距離をとった。

「ばっ、ばっかじゃないのオタ島!?　ここはフツー氷さんと過ごしたいとか、そんな感じのカッコイイこと言う場面じゃん！　な、なのにアタシとか──百年はえーし。身分をわきまえろし」

　ほんのり頰を赤らめての罵。

　砂城って自分からはデートだとか言ってからかってくるくせに、いざ自分自身ってなると慌てたりするんだよな。ちょっとズルくないか？

「あーもう、オタ島が変なこと言い出すから集中力が切れちゃったじゃん。ちょっと休憩」

「は、休憩ってお前、まだこれ三問しか解いてないんだけど」

「うっさいし。原因はオタ島にあるんだから、黙る黙る」

　ふてくされた砂城が机の上にうな垂れて、スマホをいじり出した。

　こうなったらもう待つしかない。前回を知っているだけに俺は嘆息して砂城の機嫌が直るのを待つ。

　昼休みの残りは後十分か。今日はもう無理っぽそうだな。





　　◆






　その日の生徒会の始まりは、重い空気との対面から始まった。

「…………」

　既に席についていた氷はプリントを両手で持って眺めていて、一瞬だけ俺に視線を向けると、すぐにまた読んでいたプリントに視線を戻した。

　……気のせいか？　今の氷室、いつもよりも目がつりあがっていた、ような？

　そこはかとなく不機嫌。俺は氷室のそんな様子に首を傾げながらも副会長の席に着く。

　色々と気になることはあるがひとまずは活動の準備から。後で手が空いた時にでも尋ねればいいと、席に着いた俺はパソコンを開いて電源ボタンを押す。

「……そういえば田君──」

　と、同時に氷室から声がかかった。プリントを手に持った状態のまま、その威圧するような厳しい表情が俺に向けられている。

「今日の昼休みは砂さんとのお昼デートをお楽しみだったみたいね」（どどど、どういうことなの田島君!?　あの昼休みの、砂城さんとのアレはいったいなんなの!?）

「へ？」

「とぼけたって無駄よ。砂城さんの友達が私のクラスでそう話していたのが聞こえて来たんだから。それにいつも一緒にいるはずの彼女達と別行動をとってるって時点で、立派な状況証拠になるんじゃない」（Ｂ組にいったはずの彼女達がすぐに帰ってきたものだから妙だと感じて聞き耳を立ててみれば、デデデデートだとかいって!?!?）

　外面の氷室がクスリと笑った。

　だが心の声は……もう手の付けようのない暴れ馬って感じだったり──

「……あいつら、戻ってからもあのネタを続けてたのかよ」

　頭痛を覚えて小さく呟く。まさかその後も笑い話にしてたなんて。しかもよりによって氷室がいる場所でとは……。とりあえずこれ、急いで訂正しておかないと。心の声が大変なことになって、俺の精神力がごっそりと削られてしまう前に。

「昨日の私の忠告通り、諦めて砂城さんへと対象を乗り換えたというわけね。ま、どうでもいいのだけれど、あんなに私への気持ちを熱く宣言していたわりにはまるで山の天気みたいに早い気の変わりようね。軽って度を超すと尊敬に変わるのだと初めて知ったわ」（やっぱりあれよね。昨日の私の発言が原因なのよね。うう……嫌わないでよぉおおお！）

「誤解だ、誤解。砂城には勉強を教えてくれと頼まれただけでだなぁ──」

「あらそうなの？　偶然貴方達の教室を通った時は、肩を寄せ合ってて随分とお熱く感じたわよ」（とぼけたって無駄よ！　きっと何かの勘違い、私はちゃんと田島君のことを信じてるからって見に行ったのよ。そしたら──はは、絶望しかなかったわ……）

　え？　い、いつの間に見に来てたの!?

「あ、あれは砂が俺に問題を見せるために寄ってきただけでだな──」

「噂で聞いたのだけれど、なにやらその状態でクリスマスの約束をしていたとか？　熱々ね、半年も先の話なんて何が起こるかわからないのに」

　それも怒りの原因に混じってるのかよ！

（そんなの無効よ無効。だってその日はとっくに私が予約済みなんだから。渡さない、絶対に渡さないから！）

　なんだかグルルと息巻く臨戦態勢の番犬の幻覚が見えてきそうになる心の声。

　知らなかった。俺のクリスマス、氷に予約されていたのか。

　相変わらず表情は冷たく興味がなさそう──なんだけれども、プリントを握っている手、その手だけはワナワナと小刻みに揺れていて、これがまた本音が聞こえている俺にとっては微笑ましい。……氷室には申し訳ないけれども。

「偶然そんなのが和訳の問題としてでていただけだから。なんなら砂城に聞いてくれてもいい、そしたらデートの件も含めて冗談だってすぐわかるよ」

「へぇーそんな偶然があるのね。非常に面白い偶然ね」

　裏表の同一した冷的な視線。ってことは今のは本音なのか……。

　……やべぇ、もしかして氷室のやつ本気で怒ってるの……？

「私は議事録を読むので忙しいから、これ以上話しかけないでもらえる？」

　会話終了とばかりに氷室は視線をプリントに戻した。

　先に話しかけてきたのは氷室だったはずなんだけどな……そんなことよりも、どうやったら機嫌直してくれるか考えるか。

　──ってあれ？

　議事録を読むのに忙しいって、それは可しいだろ。だってあのプリントは──

「な、なぁ氷室、最後に一個だけいいか？」

「……何かしら？」

「いやさ……さっきから氷室がずっと持ってるその……議事録だっけ、俺には単なる白紙のプリントにしか見えないんだけど……」

「えっ……!?」

　俺の指摘を受けた瞬間ハッとなった氷室は、口が小さくポカンと開いてそのまま固まってしまう。それと同時に彼女の手を外れ、ひらりと宙を舞ったプリント用紙。

　それは誰が見ても一の、まっさらな白紙。

　言い訳しにくいこの状況。しばし無言の時が流れる。

　つまり、俺が他の女の子と仲良くしているように見える姿が──それも恋人の日と名高いあの日についてまでも話し合っていたその姿が、氷室にとっては生徒会の仕事が全く手に付かなくなるほどあまりにも衝撃的で、それでもってかなり悲しい光景だったらしい。

「……ど、どうやら疲れているようね。お茶でも飲んで一息入れるとしましょう」

　と、弁明から逃げるようにして氷は瞬時に行動を開始した。

　奥の流し台近くに設置された冷蔵庫から、お茶の入った二リットルペットボトルを取り出し、それから左奥の棚からマグカップを取り出して、中央の応接スペースでお茶を注ぎ始める。

　その一連の動作を見ながら、俺はとあることを考えていた。

　ここまであからさまに動転した氷室が表に出てきたのは、初めてなんじゃないかと。

　──誰が見ても絶対におかしい。そんな隙のある姿を見せるのはきっと初めてだ。

　これまでどれだけアタックしたところで、態度は一貫して悠然そのものだった。ほんとに注意してやっと気づくレベルでの、そんな細かな違いはあったけど。

　その要因はいったいなんだったのか。この一週間を振りかえり──そして俺は暫定的な結論に辿り着く。

　告白から始まり、今までの俺の行動は全てが俗に言う「押す」の分類に含まれていて──しかし今回限りは、偶然にもいわゆる「引く」の状態になっていた。

　つまり、氷室涼の感情の引火点は、嬉感よりも危機感のほうが圧倒的に低い。

　対象が遠のいていく虚無感が、氷室に不安や焦燥を与えて感情の露出をなしえているのだ。「怒り」や「嫉」この二点で考えて彼女の今日を振りかえれば、実に表情豊かだったではないか。

　──荒療治になるかもしれないけどこれ、試してみる価値はあるかも？

「氷室、さっきの話の続きなんだけどさ」

　座ってお茶を飲んでいた氷室にそう話しかけると、氷室は不機嫌な顔を返してきて、

「……はぁ？」（い、いやぁ。聞きたくなんかない。貴方達の浮ついた噂の話なんか）

「あの場面は全くの誤解だったとして、やっぱ傍から見れば俺達ってそんな関係に見えたりするのかなぁって」

「だとしたらなんだというの」（そうよ、そうなの見えちゃうのよ。現にひそひそ話してる人だっていたわ。でもおかしいわよね。私達はもう一年以上も一緒に二人でいることが多いのに、誰もそんな噂一つもしてくれないのよ！　ええ、こんなの間違ってるわ！）

　それは単純に貴方の態度が問題だと思う。

「冗談だったとしても砂相手にそんな噂をされるってことは、少しはお似合いだってことだろ。砂城みたいな金髪ギャルとそういった関係に見られるのは、ちょっと楽しいよな。なんだか不思議な感じがして──」

「つまり、まんざらではないと」（むむむ、なるほどポイントは金髪ギャルという点にあったのね。ええ、私も金髪にしましょう。私が全てを兼ね備えていれば、私と会う時間が一番楽しい時間になるはず。ふふっ、これはもらったわ。後はギャルになるにはどうすれば──）

「いやそれはない」

　たとえ校則では大丈夫だとしても、俺のせいで生徒会長が金髪になってもらっては大いに困る。こないだのポニテ騒動の比じゃないくらい、下手すると君学園全土を巻き込んでの大騒動。きっぱり否定しとかないと。

「だって俺は、昨日も言ったように……その、氷一筋だからな」

「相変わらず気色の悪いステータスね」（はい一筋頂きましたあああ！　よしよし、流石は私の未来の旦様。安心してちょうだい、私も田愛君一筋だから）

　厳の候を思い出させる冷徹なため息と、砂糖菓子のように甘い本音。そんな裏表を同時に披露している氷室は、手に持った自分のマグカップをよっしゃといわんばかりに強く握りしめていた。

　仕切り直し。ここからまた作戦のリスタートだ。

「でも君島の生徒ってほんとこういう誰と誰が付き合っているとか、誰と誰が付き合いそうとかそういった類いの話が好きだよなぁ。それが元で誤解やすれ違いから色々とトラブルになっちゃう奴も多いとか」

「そう、それは大変な話ね。でもそんな話にいちいち翻されるってことは、相手を信じ切れてないってことでしょ。私にはさっぱり理解できない話だわ」

　あれ……？　今間違いなく心の声、聞こえてこなかったよな。

　とりあえず、会話を続けてみることにする。

「基本最初はいい噂として流れることが多いだろうからさ、嬉しく感じてしまうのがいけないんだろうな」

「まぁそこは人である以上仕方ないんじゃないかしら。本気にしてるならまだしも、一時の感情なのだし多少は大目に見て上げないと」

「お、おう……」

　やっぱり、聞こえない。これ本音で喋ってる。

「これからその砂さんとのデ……ごほん、勉強会とやらはしばらく続くのよね」

　冗談であってもこれだけは二度と口にしたくない、そんな感じにいきなり咳き込んだ氷室。

「ああ、少なくとも期末テストが終わるまでは」

「……そう。だったらその対応が逸脱したものにならないよう気をつけておきなさい。過度な保護は相手に妙な期待を抱かせかねないわよ」

「あ、ああ……あるわけないと思うけど……一応覚えとくよ」

　これ、全部本音であってたんだよな。でも何でなんだ？

　さっきまでの氷の胸中は「そんなの絶対にダメ！」って感じで荒ぶっていたのに、急に関心が無くなったというか──まるで他だった。

「ふう。一息つけたわ」

　悠然とした態度でお茶を飲み終えた氷室。そしてこちらをちらりと見ると、

「片付けようと思うけど、飲みたかったらいれてあげましょうか？」

「あ、ああ。それじゃ、もらおうかな」

「ふふ、貸し一つね」

　氷室は棚から俺の分のマグカップを持ってくると、お茶を注いでこっちに向かう。

　どうにも押してダメなら引いて距離を縮めてみようという、俺の目は失敗したみたいだった。もうこれでダメだったら、諦めよう。

「ま、あの砂からコクられるってなったら、流れでそのままオッケーしちゃいそうになりそうだよな。やっぱかわいいし」

　ガシャン！

　何かが割れる大きな音がした。

「お、おい、大丈夫か!?」

　慌てて俺は呆と立ち尽くしている氷室の下に駆けつける。

　俯く氷室の目線の先には、床に落ちて砕けた俺のマグカップがあって、

「……手が滑ってしまったみたいね」（いい今のはどういうこと、どういうことなのよ!?）

「そんなことはいいから、怪とかしてないだろうな!?」

「そんな大声ださなくても聞こえてるわ。だいじょうぶよ、ほら怪我はしてないから」（そんなことよりも、田君、今の話はどういうことなの？）

　氷室は表情を変えず、手首を軽く回して見せる。

「それよりもごめんなさい。お茶、今すぐにいれなおすから」（あの発言は噓に決まっているわよね。ちょっとした冗談であってるのよね？）

　そう言うと氷室はスタスタとお茶のペットボトルを取りに行く、

　──そして、




　かつてマグカップだった残にたっぷりとお茶を浴びせはじめたのだった。




「あら、おかしいわね？　このカップ、いつもより多くお茶が注げるわ」（田島君は私一筋って言ってくれたじゃない。なのになんで砂城さんから告白されたらオッケーするつもりでいるのよぉおおおおお!!　ちゃんと断ってぇえええええ!!）

　俺は絶句──なんかしてる場合じゃ無い。

　リアルタイムで広がっていくお茶の水たまり。

「お、おい！　何してんだよ氷!?」

　俺は慌てて横から氷室を止めに入った。氷室の手に重なる形でペットボトルを摑み、その口を上に上げる。氷室の肩を抱くようにして密着する体、砂とは違った上品さのある甘いにおい。半分は煩悩と格闘しながら、俺はなんとか氷室の行動を阻止する。

「……とりあえず、一落ち着こう。色々とあるけど、まずはそっからだ」

「はぁ……？　落ち着くも何も？　私は至って冷静で──!?　あ、貴方、なんで私に抱きついたりなんかしてるのよ！」

　再び正気を失った氷室は肘で俺の体を突き飛ばし──

「いてっ！　って──お、おい待て氷室、それは流石に洒落にならないぞ」

「黙りなさい。この変態！」（ご、誤解しないでね。け、決して嫌というわけじゃないの。その急だったからびっくりしたというか……その……ごにょごにょごにょ）

　そしてそのまま、相手は暴漢だから問題ないと言わんばかりの敵意をもって、残りわずかとなったペットボトルの中身を俺の顔面にぶちまけたのだった。







　その後、冷静さを取り戻した氷室は、それはもう大罪を犯してしまったとばかりにしゅんとしおらしくしていて、素直に非を認めた上で、二人で片付け始めた。

　お茶浸しになった床を清掃し、カップの破片をゴミステーションまで捨てに行った──終始ほぼ無言だったあの一連の作業光景を一言で表すならそれは〝気まずいの地獄〟。

　全てが終了したのは、下校時刻まであと少しとなった頃のことだった。

　今は、「もう今日はこれで終わりだな」と生徒会室の応接スペースで一段落している。

　今日一日まったく生徒会活動に着手できなかったのは結構やばかったりするけど──わめいて何かよくなるわけでもないので、もう目をつむっておくことにする。

　正直、今日はもうやる気が起こらない。

　ちなみに俺のシャツにはパッと見てすぐわかるくらいのシミがついてたりするのだが、もう後は帰るだけなので着替えるまでには至ってなかった。

「……田君、さっきはほんとにごめんなさい。今度こそお茶をどうぞ」

　しゅんとした氷室が椅に座る俺の隣に立ち、機嫌を窺うように来客用のマグカップを差し出してきた。

　これで本日累計三十回目のごめんなさい。

「あ、ありがと。てか、もう謝らなくてもいいからさ」

　俺の方だって、だいぶやりすぎた気がするから。そこは反省しないと……。

　受け取ると俺はそのままの流れで一口飲む。もうほんと今日は色々と疲れたな……。

「…………」

　そんな俺の一息つく姿を、氷が自分のカップを持ったまま、じっと見つめていて、

「ねぇ、田君……」（い、言うのよ私、謝罪の思いも込めて。そ、それに、せせせせっかく両いなんだから！）

「ん、どうした？」

　え、何を言われるの？　両想いだとどうなるの!?

「明日の土曜なのだけれど──」（そ、そうよ。わ、私からも歩み寄らないと。このままじゃ単なる愛想の無い我が儘な女。勝手にカノジョ面で嫉して、強く当たり散らしてお茶までまき散らして──ここで巻き返さないと、相思相愛だってアピールしないと。じゃないと、きっといずれは愛想尽かされて砂さんにとられちゃう!?）

「お、おう」




「久々に晴れるらしいから、洗濯物を干したり部屋の掃除をして過ごすことをオススメするわ」（明日私と、新しいマグカップを買いに行きましょう！）




「…………」

「…………」

「わ、わかった。是非そうすることにするよ」

「ええ、そうなさい。物や部屋を綺にすれば、きっと貴方のその薄汚れた内面も少しはまともになるはずだから」（ぬあぁああああ！　またやってしまった……緊張して言えなかった……）

　これ……どう、リアクションとればいいんですか……。

　困惑する俺をよそに、態度だけは冷静沈着な氷室は自分の席へと戻っていく。

「ともかく、明日の貴方の予定は掃除と洗濯で決まりね。もっとも快晴になるのはお昼すぎらしいから、その頃から始めるといいわ」（ま、まだよ氷室涼。ここで諦めちゃ駄目よ。取りあえず先に、暇な時間を確保しておくの）

「そうなのか。ならそうするかな」

「ええ、私もその時間から掃除を始めるつもりよ」（えへへ一緒♡──じゃなかった！　ほんとに掃除する気になってどうするのよ私!?　とりあえずこれで田島君が家にいることは明らかになったの。後はそう……ラインで、メッセージでのやり取りなら約束することができるはず。買い物の……デートの約束を！）

　それだけ言い終えると、氷室は生徒会長席に座ったのだった。

　………………

　──とりあえず、明日は家で待機していよう。そう胸に固く刻み込んだ。

　ナンナから氷室の本心が伝わる能力を与えられてから過ごしたこの五日間の学園生活。二人の距離が縮まったかといえば、正直微妙なラインだ。

　これだと思う答えに進んだら、必ずと言っていいほどに予想外な結果が待っているんだからもう……人生ってしょっぱいよねホント。

　でも答えはわかっているんだ。俺達は二人とも、恋人同士になるのを望んでいるという両いの答えだけは、辿り着く場所だけはきちんとわかっている。

　後はそれを成立させるための道順──ようするに式さえわかればいいんだけどなぁ。

　一気に二人の仲が進展する、そんな魔法の数式による足し引きの順序が。






三章　氷さんとの初デート









『買い者』

　土曜の朝、俺の下に送られてきたとっても不思議な、たった三文字のラインメッセージ。

　送り主はもちろん氷室涼だった。

　業務連絡用にと、現氷室生徒会が発足した三月に連絡先を交換してから初のメッセージ。俺の方からは何回か送ってみようと思ったことはあるんだけど……うん、氷室の本音を知らない当時の俺は、既読スルーされると思うと怖くて送信ボタンが押せなかったのである。

　本来なら好きな人からの初ラインメッセに、ニヤニヤが止まらない場面なのだろうが、

「うーん……これ、どう返すのが正解なんだ？」

　そんな青春衝動に駆られる事も無く、小首を傾げたままかれこれ三分程動けないでいた。

　買い者──

　俺はそんな言葉を知らない。

　文字通りに考えれば「買いをする者」つまりはパシリ、より良い言葉をチョイスするならお手伝いみたいな感じか。昨日の表面通りの会話から考慮するに「掃除を始めたら備品が欠けていることに気づいた。手が離せないから代わりに買ってきて持ってきて欲しい。代金は後払いで」みたいな内容が妥当だろうか。

　……まぁ、表面だけで判断するなら。実際のところはどう考えても誤字なんだろうけど。本人気づいてないのかなぁ。

　にしても、改めてこのメッセージを「買い物」と直して考えたところで、この困惑状況は変わらない。

　前後が抜けている以上、どう対応すればいいのかわからないのだ。

　昨日の話からして、氷が俺を買い物に誘いたがっているところまでは正解だと思う。

　問題なのはそのシチュエーション。現在買い物をしている最中からの呼び出しなのか、買い物をするための呼び出しなのか、はたまた急に都合がつかなくなり、とりあえず買い物をする約束をしようというメッセージなのか。

　はたしてどれが正解なのだろうか……うーむ。

「はぁ……貴方は何でそんなにアホなんですか。成績優秀な設定じゃなかったんですか。とりあえず、『どうした？』と送れば済む話じゃないですか」

「うわぁ!?」

　ベッドに腰掛ける俺の横から急に明るい声がして、思わず大声をあげてしまう。

「って……ナンナ？　えっ……いつからそこに!?」

　隣にいたのはぱっと見女子大生にしか見えないあの女神様だった。

「愛が馬鹿みたいな長考をし始めたあたりからですよ。まったく」

「そうなんだけどさぁ……氷室の本音が聞こえないメッセージだけの会話ってなると、裏の裏まで考えないと真実にたどり着けない気がするというか……」

「ふむ、愛斗の言うことも一理ある気がしますね」

　ナンナが顎に手をあててしばらくの間考え込む。

「──では、こんなのはいかがでしょうか」

　パチンと軽快にナンナが右手の指を鳴らした。

　すると、俺のスマホからピロリンと音が鳴り、アプリがインストールされたとの通知が届く。え、勝手に何してんの……。

　そのアプリは「ナンナの秘密の部屋」という、ハート型のアイコンをした見るからに怪しいものだった。開くとラインと全く同じトーク画面が表示される。

「なんだこれは……」

「説明するより実際に体験してもらったほうが早いかと。とりあえずライン画面に戻って涼にメッセを返してやってください」

　促されるままに俺はメッセージを送る。

『どうした？』

　すると、一瞬のうちに既読の文字がついた。

「これはすぐに返ってきそうな感じだな」

「残念ながらそれはありえません。涼が愛に初メッセを送るまでにどれだけの時間を要したか知ってますか。一時間ですよ一時間」

「そう、なのか？」

「そうなんです。入れては消し、入れては違うと消し、そしてその推の集大成があのたった三文字の暗号文なんです」

　呆れたとナンナの視線は遠く。

「ホント、超絶クールな天才少女って設定は虚偽も甚だしいってレベルですよね」

「いや、俺に賛同求められても……とりあえずうん、さっきから設定って言ってるその表現はやめてくれ」

　ほとんど俺が原因なんだろうから、何も言えることはない。

「でも意外だな、ナンナが直接お節介を焼きにきてくれるってのは。しかも今日は休日だってのに」

「いえいえ、これが私のお仕事ですから。それに本来、神様に休日の概念などありませんしね。はぁ……」

　露骨なため息は見えないところでお願いしたかったなぁ。

　そこまでは尊敬しかなかったのに、もったいない。

「木曜まで時間もありませんし。少しでも成果を上げておかないと、発売日にゲームができなくなる可能性が大きいですから」

「それって……例のもっと上の神とかに呼ばれて怒られるとかか？」

「ええそんな感じです。具体的にいうと、なぜなぜ分析とかいうクソくっだらないレポートを提出させられるはめになります。更にはそれを元にグループディスカッションだとか──まぁゲロみたいな打ち合わせがわんさか増えるんです」

「そ、そか。よくわからないけど神様も色々と大変なんだな……」

　ナンナの場合は自業自得に思えてならないけど。

　そう苦笑していると、手に持つスマホが軽快な音を上げて、メッセージの受信を告げた。

　ナンナと共にスマホの画面を覗き込む。

『暇なら暇でそれでいい』

　表示されたのは、先の「買い者」に負けず劣らずの奇怪な氷の返事。

「……おいこれ、どう意味だと思う？　俺にはまったくもってさっぱりなんだけど」

「いやーナンナさんにもさっぱり。ってことで早速、秘密のお部屋に頼るとしましょう」

　あれか。さっきの謎アプリ。

　ナンナの指示に従って先ほどのアプリをタップして起動する。

　そこには新規のメッセ通知が一件来ていた。

　そのトークを開くと、そこにはこう書いてあった。




【き、きたわよ。田君からの初メッセが！　とりあえずスクショよスクショ。ふふ、今日は初ライン記念日ね。やっぱりこの、知的好奇心を利用する形での返事要求作戦は正解だったようね。ええ、人は謎を謎のままで放っておくことに不快感を覚える生き物だもの。よし、次は暇かどうかを尋ねないと……緊張するわね】




「これは……もしかしてさっきのメッセの心の声、つまり本音的なやつなのか？」

「その見解でおおよそは合っています。正しくはメッセを送信した瞬間の心境が出力されるアプリなので、そこは注意してくださいね」

　新機能の説明をナンナは指をピンと立てて得意げに語った。

　こういうの目の当たりにすると、このお姉さんが実は神様だっていうのを痛感させられるんだよなぁ。ホントぱっと見は女子大学生にしか見えないのに。

「ちなみになんだけど、この状態でスマホ落としたりしたらかなりやばいよな。これ、別に俺だけにしか見えないステルスアプリってわけじゃないんだろ」

「そうですね。悪意ある第三者の手に渡れば、恋する乙女の秘め事が、ＳＮＳを通じて全世界にフルオープンって感じですかね」

　それはさながら自家製ポエムを晒されるのと同じで……いやそれよりも遥かにヤバい気がするぞ。念のため、後でパスワードを複雑なやつに再設定しとこう。

　さっそく、俺はナンナと共に、メッセ送信時の氷の心境とやらの考察にとりかかった。

　手始めに考えなきゃいけないのは……絶対この部分、だよな？

「さっきの『買い者』とかいう奇な三文字には、あんな深い意図がこめられていたんだな。やっぱこの人、天才じゃん」

「アホですか！　何なんです、恋は盲目ってやつですか？」

　ええ、何その鬱しげな反応？

「いやだってさ、普通そんな発想には至らないじゃん」

「いえ愛、馬鹿と天才は紙一重ってやつです。だって涼は愛斗の気持ちを知ってるんですよ。初めてのメッセとはいえ、ふつー好きな人からメッセが既読スルーされると思いますかね」

「ま、まぁ、そう、ちゃ、そうだけど……」

「とりあえず暇だと返すのが安パイかと」

「だよなこの『暇なら暇でそれでいい』ってのは、暇だと嬉しいの意味であってるよな」

　もうそれ以外はありえないだろうと、メッセを送信する。

『暇だけど。どうした、なんか用でもあったか？』

　すると一分ほどで返信がやってきた。

「お、今回は早いな」

「一度会話が始まればそんなものですよ。涼だって愛が待っててくれていることを理解しているでしょうし」

　送られてきた言葉は……こう、モロに氷涼葉だった。

『どうやら寂しくて生産性皆無な休日を送っているようね』

　秘密の部屋に切り替えてみる。

【よし、暇よ暇よ。来たわよ私の青い春の訪れが。早速デートへのお誘いを……いや、もうちょっとだけこの新鮮な会話方法を楽しむのも悪くない気がするわね。へへ】

「……涼葉って、幸せだと調子に乗る傾向があるんですよね。最近、ゲームする時間が削られてイライラしているところなんですよ。もういっそ『これから雅とデートだから。んじゃまた』って送ってみません？」

「気持ちはわかるけど、もうちょい依頼人は大切に扱ってあげよう」

　それきっと、大変の二文字じゃすまされないから。ソースは昨日のお茶浸し事件。

　だけど、ナンナの意見にも一理ある。この一週間で本当の氷室涼葉を大変理解したから言えること。この人のちょっとだけは恐らく一時間は優に続く。

　新しい刺激によって急接近しておきたい俺にとってそれは避けたい案件。だから俺はそれとなく急かすようなメッセを送った。

　まぁぶっちゃけ……これが買い物のお誘いなら、俺が早く氷室とデートしたいだけなんだけど。

『いやこの後すぐ買い物に出かけようと考えていたところなんだ。用事があるなら合わせるけど、どうすればいい？』

　すぐさま返信がやってくる。

『丁度よかったわ。実は昨日の一件で貴方のマグカップが壊れたままなの』

【こ、これを口実にするのが一番妥当なのだけれど、でもでもそれはお前のせいだろうって言われれば、それでもうおしまいよね。うう……田君お願いだから良い返事を……】

　なるほど、秘密の部屋、凄く便利なアプリだ。

『そうだったな。あれだったら、ついでに買ってくるけど、どうすればいい？』

　できれば今回は氷室から誘って欲しい。そう思っても別に傲ではなかったはずだ。

『あれは完全な私の落ち度よ。だから私が用意するわ。それに丁度、自分の分を新調しようと思っていたところだから。でも買った後で文句を付けられるのも癪だから、田島君の意見も一応聞いておきたいわ』

　そこで一メッセージは区切られ……直後に、

『だからよければ、これから私とマグカップを買いに出かけましょう』

　カシャリ。

　ふと気がつくと、俺はさっきの氷にならうようにその一文をスクショに撮っていた。今日は好きな人からの初デートお誘い記念日。大切にしよう。

　すぐに了解の返事を送りたいところだが……その前に一つ。

【お、送るわ。ついに送るわよ私。デートのお誘いを！　またお揃いのマグカップを買い直す──そんな誰がどう見てもデートのお誘いを。……お揃いの部分は内緒で】

　どうやらこれを見た限りでは、メッセが連続して送られた場合は、秘密の部屋は最新のメッセの方が送られた時点で氷室の心境が届く仕様らしい。

「……またお揃いのを買い直すってことは、今までもペアだったってことだよな。知らなかった……というか、そもそもあれが、氷室が用意した物だったとすら──」

　白色で無地の当たり障りのないマグカップ。てっきり俺のカップは学園から支給された備品だとばかり思ってたんだけど。

「ああ、愛は知らないんですよね。あれってカップの裏底にそれぞれ月と太陽が描かれていて、れっきとしたペア仕様になっていたんですよ。太陽のほうが愛斗ですね」

「そ、そうだったんだ……」

　だ、だいぶ衝撃的な事実なんだけど。

『りょーかい。場所と時間はどうすればいい？』

『では十四時に、駅前の時計塔に集合で』

【これを送ったら、すぐに準備開始よ。ふふ、まっててね田君。とびっきりかわいい私を見せてあげるから】

　最後に『わかった』と送信してスマホをしまい込む。

　とびっきりかわいい氷室涼だと!?

　もし氷室と付き合い始めたら、デートでは毎回そのとびっきりかわいい氷室と過ごせるってことだよな。なんだかワクワクしてきたぞ！

「ふぅーとりあえずこれで私は、上にデートをする仲まで発展したと報告できそうですね。では愛斗、私はモケモンでもしながら武運を祈っていることにします。頑張って下さい。それでは──」

　明るい笑みをばらまくと、ナンナはテレビの中へとダイブしていった。

　そして、俺はすぐさま身支度を調え、家を後にしたのだった。





　　◆






　君の生徒が集合場所は駅前と言えば、それはたいていショッピングモールが目と鼻の先にあるこの銀駅北口を示す。入学後、校歌よりも先に覚えるこの学園の暗黙の了解。

　とびっきりかわいい氷を見るのが待ちきれなかった俺がここに到着したのは、約束の時間よりも五十分も前のことだった。

　絶え間なく駅から出てくる人みに目を向け、じっと氷室を待つこと二、三十分。

　人混みの中から、編み込みの入った黒髪の少女を探しだし、自然と口角があがる。

　駅を抜け、真っ直ぐにこちらに向かってくる氷室は、まだ人の壁によって服装が遮られたままだった。だが、すれ違った通行人が目を見開いて立ち止まって氷室を凝視している光景を見る限り、もう激ヤバなのだけは確定的だった。足が急かすようにソワソワと躍り始めている。

　と、前方を遮っていたサラリーマンの集団が右に進路をとった。

　とびっきりかわいい氷室涼とのご対面！

「…………え!?」

　が、俺を待ち受けていたのは、まさかの絶句だった。

　喩えるならそれは告白を断られたあの時と、ほぼ同等の困惑。

　念願だったデートのスタート──のはずなのに……。

　今一度氷室の姿を確かめた俺は、改めて目を丸くする。

　やっぱり見間違いではないみたいだ……。

「あら、意外と早いわね。もしかして連絡をした時点でこの辺にいた感じなのかしら？」（ごめんなさい、一時間前に着くよう心がけたつもりだけど少し遅れてしまったわ。でも田君も田島君で早く着きすぎよ。まぁ……楽しみすぎて浮き足立ってしまったというのなら、しょうがないのだけれど。……かくいう私も同じ心境だったのだから、ふふふ）

　目の前で立ち止まり軽く嘆息してみせた氷室。

「い、いや俺の方も、ちょっと前に着いたところだ……」

　俺は氷室を直視できないまま、なんとかそれだけを喉から絞り出す。

「生徒会にも普段からこれだけ早く来てくれるよう心がけてくれれば、非常に助かるのだけれどね」（いい、このやり取り最高ね。凄くデートって感じがして。さ、田島君、デートよデート。私達の初めてのデートよ！　目一杯楽しみましょう）

「は、はは……それはまぁ……なんだ……善処する……」

　──なんとか氷室を見ようとするも、目を見て会話することができない。

　俺の意識は、どんどんと引き寄せられるように氷室の顔から下へと移ってしまう。

　お、おいこれ……ホント、どうなってんだよ!?

「あらどうしたの田島君？　まるで油の切れたロボットみたいにぎこちない動きをして。それも会った特からずっと。──いえ、意地悪はこれくらいにしておきましょう。だって私には、既に貴方のその挙動不審な理由がわかっているのだから」（ふふっ、そんなに下ばかり向いてちゃ、田島君の驚きようは一発で丸わかりよ。この駆け引きベタ島君。どうやらスタートは私の大勝利だったみたいね。ぶいっ！）

　嗜心を表面に醸し出す氷がふっと微笑。そして得意げに口を開いたのだった。

「ようは私の私服姿が予想以上に決まりすぎていて、褒めようにもどう褒めて良いのかわからないといったところでしょう」

　フフンと自信満々に胸を張り、どうだと言わんばかりに右手がその張られた胸に添えられる。

　……マジか。マジなのか。

　やっぱこれ、冗談や新手のからかいとしてやってるわけじゃないのかよ。

　口の中に得体の知れない苦みがぶわぁっと一斉に走り出す。

「…………」

　沈黙。俺はどうコメントしたらいいのかわからなかった。

　何ならその氷室の私服姿というのがもう……




　メチャクチャにダサい!!




　それは、誰の目から見ても一発で啞となる姿だった。だからさっきの人達は立ち止まって凝視してたんだよな……完全にミスリードされたよ。

　中央にでかでかとファンシーな猫のアップリケが付けられたそのピンクのシャツは、もしまだ氷室が女子小学生だったならかわいいと笑って、寧ろ褒めていたに違いない。しかも袖の方は別の生地で、灰色と蛍光色の横ストライプ。……なんでそこの配色、蛍光色なの。夜道対策？　それともイカでも狙ってんの？

　その無邪気な暴力は上半身だけで止まることなく、当然の如く下へと続く。

　ど派手なスカートもまたカラフルに縦でこう例えるなら、紫色の頭した大阪のオバチャンとかが好き好んで穿いてそうな──つかこんなの何で手に入るの？　安さの殿堂か？　確かに安さの殿堂になら売ってそうだけど。

　ってかさっきの周囲からの注目の視線ってのは……完全に逆パターンだったのかよ!?

　あえてかわいいと褒められる要素を上げるとすれば、それは右肩にかけられたショルダーバッグくらいだ。

「さぁ。貴方が待ち合わせ相手をどう褒めるのか、お手並み拝見といったところかしら」

　凜とした態度で俺の褒め言葉を待つ氷室。優越感の滲むその姿はもうどう見ても恥と理解した上であえてやってるというものではなく、自然と俺の顔が引きつっていく。

　ホント……よく来れたな……。

（さ、褒めて褒めて田君。綺でしょ、かわいいでしょ。こう、思う存分に、貴方の欲望を好きなだけさらけだして構わないのよ！）

　それを裏付けるように、心の声がこれである。

「とりあえず……予想とはえらく違っていて驚いているというか……」

　慎重に、まずは当たり障りのない切り口で、

「……普段から、こんな感じなのか？」

「いえ、そうでもないわ。一人で外出する際は母が買ってきた服で外に出ることが多いわ。別に知り合いに会うわけでも無いって思うと、ついつい手抜きしたくなっちゃうのよね。軽したかしら」（あんな恥ずかしくてズボラな格好を田君に見せることになったらおしまいね……絶対引かれちゃうわ……）

　そう言って氷は俯き、恥ずかしそうに伏し目がちになる。

　まてまてまて、これより酷い部屋着とやらが待ち受けているとでも……？

「それに母からも『街で余計な気を引くつもりが無いなら、オシャレするのもほどほどにしときなさい』ってしつこく言われているものだから。本当は不本意だけれど、母の選んだ服を着て出かけることが多いわ」

　いやどうも違うっぽいぞ。今の氷室の話からして、恐らくこれには娘が周囲から怪な視線を向けられないようにとの、恥を搔かせないようにとの親心が働いている。

　母親のチョイスに不快を示してる様子から……それはちゃんとした格好に違いない。

　なんせ氷室のファッションセンスはこんなに独創的なのだから。

　お母さんナイスフォローです。流石は実の母親であるだけに、娘の性格上どうすれば納得してくれるかがよくわかっていらっしゃる。

「確かに一理あると思って、今まで一人での外出時は素直にそれに従ってきたけど……年頃の女の子としては考えものかもしれないわね」（ええ、もし偶然外で田島君と会ったとき、服装が気になって楽しくお喋りできないかもしれないし）

　あ、うんそれ、まさしく現在進行形だよ。ただし俺の方が、だけども。

　あれか、天は二物を与えずって言うけど、この人はあのオールラウンダーなステータスを手に入れる代わりに、体力とそれからファッションセンスを犠牲にしていたのか。それも後者は壊滅的なレベルときている。

　とにかく、どうすればいい？

　お世辞でも褒める──は絶対にやってはいけないこと。

　思い出せ、俺は昨日、このデートの予定を氷室の心の声から知って一番何を望んだ？　彼女と少しでも心が通じ合えるようになることだろ。

　だったらそこに建前を用いるってのは、出だしからいきなりフィルターをかけるってのは、愚行にもほどがあるんじゃないか。

「…………似合ってない」

「あら、何言ったのかしら？　小さくて聞き取れなかったわ」

「悪いが氷……率直に言わせて貰う。ダサい、ちょーダサい。こんな、ファッションに無な俺でも胸を張って断言できるレベルに凄くダサい」

「え……!?」

　普段とは違った形で冷気を帯びる氷室の表情。

　だが俺はお構いなしに評価を続けた。

「サーカスのオーディションを受けに行くってならまだわかるが、それ以外だと何らかの罰ゲームを疑う格好だ。……ぶっちゃけ、これから一緒に街を歩くのが躊躇われるほどに」

「あ、貴方いったい何を言っているのよ。あ、あれよね。私の普段の貴方への扱いに対する仕返しかしら──ええ、その手には乗らないわよ。審査員が単独だからってその自信をへし折り、代わりに変な美意識を植え込んでやろうってその手には」

　動揺したように早口でまくしたてる氷室。

（う、噓よね……!?　これがダサいだなんて。ええ、常識的に考えてありえないもの。なのになんで田君はあんなにも困った顔になってるの？　わからない、わからないわ）

　心の方も相当動揺している。

　やっぱり、なんとかしてやりたいよな。

「氷室、俺がお前の格好をダサいと感じてしまうのは、それは俺が氷室に似合う格好を知っているからだ。服の向き不向きは千差万別。だからこそ、ハッキリと言える。そのコーデは氷室涼には不向きだって」

　なんとか氷室をその気にさせようと、俺はそれっぽい言葉を放った。

　正直、服の話なんてサッパリだったけど……。

「ほう、それは私が自分自身を理解していないということかしら。誠に遺憾な話ね」

　不快げな視線は、残念なことに本心からのようだ。これはかなりの重症だな……。

「だから俺にチャンスをくれないか。俺がイメージする理想の氷室涼葉を披露させてくれる、そんなチャンスをさ」

「つまり田島君が私をコーディネートするってことよね。ふふ、確かにちょっとした余興としては面白そうね。いいわ、望み通りチャンスをあげましょう」（二人で服を選ぶだなんて──それいい、なんだかすごくデートっぽい。結果は見え見えだとしてもやってみたい！）

　俺と氷室は本来の目的を後回しに、氷室の服を見に行く方針で合意する。

　正直、一緒に歩くのがすっごい恥ずかしいけど……そこはぐっと我慢。

　俺が選んだのは、普段から使用している、リーズナブルがウリの大手チェーン店の服屋だった。ブランド店でもレディース専門店でも無い、至って普通の服屋。

　それから吟味すること大体三十分ぐらい。

　事あるごとに「安物はこれだから」「コストを削減すればデザイン性が乏しくなるのは当然のこと。全く嘆かわしいわね」と呟く氷の意見をガン無視し、俺の好みオンリーで洋服を選び終える。

　そして選定した商品と共に氷室を試着室に放り込んで待つこと更に数分。

「ど、どうかしら……？」

　カーテンを開けて中から現れたのは、それはそれは黒髪の天使だった。

　空色のブラウスの上に薄紫色で薄手のカーディガンを羽織り、下はゆったりめな黒っぽい紺のスカート。

　普段とは違って自信なげなその表情も合わさって、まるで雨上がり直後の太陽に照らされた紫陽花のような、そんな思わず立ち止まって目を奪われてしまいそうになる神秘的な輝きを氷室涼は放っている。大勝利だ。

「似合ってる──ってのは当たり前だよな。選んだの俺だし。……だからその……率直な感想を言うとだな……ますます惚れ直したと言うかその……すっごい、かわいい……」

　やばい、頭が焼け焦げてしまいそうで目の前の氷室を直視できない。

　これってあれだよな。付き合いたてのカップルがやるような初々しさマックスな、両者とも照れやら恥ずかしさやらで変に緊張して会話が成立しなくなる的な。うぉおおお、俺は今、モーレツに青春しているぞぉおおおお！

「はぁ……そりゃどうも」












　え、なんで氷はそんなしらけた対応なの。そこはセオリー通りなら、赤くなった顔を隠しながらの「そう……ありがとう」じゃないの？　俺がよく読んでる本だとそれがベストアンサーだよ。男心を一瞬で撃沈する、最強のメインウェポン。

（ふわぁああああああ！　田君が今、私のことを惚れ直したって！　しかもますますよ、ますの二倍。特大での倍プッシュ！）

　そうそう、こっちの異様なテンションの方を、はにかみながらでいいから伝えてくれよ。いや厳密にはナンナのお陰で伝わってるんだけどさ。

「でも、私自身としてはあまり共感できるものではないわね。地味というか、単刀直入に言わせてもらうと貴方のこのチョイス、母が買ってくる普段着とあまり大差ないのよ」

「そりゃそうだろうな。オタ島と呼ばれてる俺に服のセンスなんてあると思うか。ましてや女の子の服とかどれだけハードルが高すぎるんだよ。だから無難にシンプルイズベストってチョイスだ。大きすぎる当たりは無くとも、外れることもないからな」

「そう……つまり凡人はセンスも平凡ってことね。指摘項目は幾つも浮かぶのだけれど、やはり一番のポイントはかわいさが足りないってことかしら」

　顎に手を置き考えていた氷室が、ドヤ顔で人差し指をピンと立てた。

　これが冗談の類いではなく心の底からそう思ってるようなのがまた……。

「かわいさ？」

「ええ、かわいさよ。例えばこの服に狐やウサギのアップリケがついていたとしたら、もっとステキな感じになるでしょ」

　クスリと試すような不敵な笑み。

　え、そこなの？　貴方の言うかわいらしいってのは。動物の装飾が付随することで追加される要素なの？　……なんか氷室のこの発言、料理音痴がやたらと入れたがる隠し味的な物に通じるものを感じるぞ。

「改めてもう一度尋ねるけど、今の私は本当にさっきの私よりもオシャレなのかしら？　悪いけど、私には到底そうだとは思えないのだけど」

　噓をつくなと言わんばかりに、氷室の真剣な眼しが俺の目を貫く。

（い、意地悪しているわけじゃないのよね。その……これまでの私の悪態ぶりに対する仕返しってわけじゃ……）

　心の声が怯えている。

　そりゃあ好きな人から、自分の趣向を全否定されればこんな感じにもなるか……。

　だからこそハッキリと伝えたい、俺は俺が出せるベストを選んだのだというこの思いを。

「少なくとも、俺はそう思っている。……これじゃ、納得しないか？」

　ざわつく氷室の真意にまで届くよう、真面目な表情でそう言うと、俺は最後に微笑した。

「……そう」

　数秒の間を置いてから尋問モードを解除した氷は、折れるように小さなため息を吐く。

「まぁ噓はついていないようだし、一応は納得してあげるとしましょうかしら。あくまでも一応だけれども」（ふふっ、要するに田君たら『俺色に染まれ』って言いたいのよね。はぁこれも惚れた方の弱みってやつかしら。仕方ないけれど、かしこまり♥）

「お、おう……それはよかったよ……」

「では、着替えてくるから少し待っていてもらえるかしら」

「やっぱ、気にいらなかったか……」

「そうね。私にはこれが似合っているとは思えないもの」（心配しないで田島君、貴方が私のことを思って選んでくれた物を買わないわけがないじゃない。ただちょこっと恥ずかしいから……後日改めて一人で買いに行かせてもらうわ）

　そ、それでは困るんだ！

　──よしここは、

「なぁ氷室、ここで一つ、俺から提案があるんだ」

「ほう、何かしら？」

「今試着している服一式、俺にプレゼントさせてくれないだろうか」

「……提案ってことは、タダというわけではなく、何かしらの条件があるってことよね」（やばい嬉しい！　田島君からのプレゼント是非欲しい！　初デートの記念にもなるし！　でも……ちょっと悪い気もするわ……）

　その何かしらを模索するように、顎に手を置いた氷室が目を細める。

「ああ、そうだ。俺が提示する条件は二つ、俺と出かけるときは極力、俺がプレゼントした格好で来てほしいってことと、それからまた俺に今日みたいに氷室の服を選ぶ機会を設けさせて欲しいってことだ」

　苦笑して、俺は氷室の気を引けるよう、

「服ってさ、最初は冒険だったけど、何回か着ていくうちにやっぱ買ってみて正解だった──って感じるパターンもあると思うんだ。だから俺はそれに賭けてみたいんだよ。なんせ俺の中でそれは、氷室にとびっきり似合うコーディネートなんだからさ」

　あくまでも、このとびっきりは現在の俺が持つ服の知識の範囲での話。

　もうちょい、今後のために女の子の服について勉強しておくか。

「田島君って意外と負けず嫌いなのね。それとも単にプライドが高いだけ？」

　ジトっとした視線。それはどうも本音らしく、

「うーん……強いて言えば、好きな人にちょっとでもよく思われたいって気持ちが強いのかな。だってこれで氷室がこの服を気に入るようになってくれれば、俺の株が上がって、へたすれば大逆転サヨナラ満塁ホームランな展開が待ってるわけだろ」

「呆れるほどに、前向き思考ね。ちょっと尊敬するわ」（は、反則よその台詞。そんなの言われたら私、遠慮とか配慮って言葉を忘れちゃいそうになるじゃない）

「で、どうする？　この条件で俺は是非プレゼントさせてほしいんだけど」

　頰を搔いて微笑すると、肩をすくめた氷は、まず「ふぅ」と小さく息を吐いてから返事をしてきた。

「ま、いいでしょう。昨日貴方には大変な迷惑をかけたから、それくらいは吞んであげるわ。ふふ、自分がプレゼントした服を着た女の子を隣にはべらすのは、さぞかし優越感に浸れるんでしょうね」（うぅ……こんな物言いしかできなくてごめんなさい田君。でも、絶対に大事にするから！）

　愉快そうに笑ってあくまでも外面では上からなスタンスは崩さない氷室。

　実は、ちゃっかりまた一緒に出かける約束したことになっている部分が一切ノータッチだったのは──笑ってもいい部分なのだろうか。

　歩み寄れた手えを感じ、俺は心の中で苦笑する。

　次なる一歩は……そうだな。心の声じゃなくて、氷室の口から感謝の言葉を聞くことでも目標に──

「田島君……」

　と、試着室に戻ろうとする寸前立ち止まった氷室が、背を向けたまま俺の名を呼んだ。

「……その……ありがと……」

　消え入るような声でぼそりとそう言った後、試着室のカーテンをピシャッと閉めたのだった。まるで照れを隠すように。

　突然の不意打ちに目が大きく見開く。

　あれ、今、目標達成しちゃったよね？

　…………。

「うぉおおおおお、今度こそ俺は、モーレツに青春しているぞぉおおおおお！」

　奥に隠れた好きな人のはにかむ表情を想像して有頂天になった俺は、つい人目をはばからずにそう叫んでしまっていたのだった。







　氷室が「さっそく装備していくかい？」の問いに「はい」と答えて服屋を出ると、俺達が本来の目的をはたすべく向かったのは、映画館も入っている大きな総合量販店だった。

　雑貨フロアに到着すると氷室がすぐに、

「どうせ田島君にカップの善し悪しなんてわかるわけないだろうから、私が選んであげるわ。異論は無いわね」（ペアセット。これは絶対に譲れない部分よ。今回のは……そうね、両いなんだから、もう大胆にハートの奴とか──きゃー！　いい、すっごくいい！）

　と、舞い上がる本心の意見を押し通すためにそんな提案をしてきた。

　あれ、それだと俺、一緒に来た意味ないよな？

　それを言うべきなのか悩んでいたところ、不敵な態度の氷が先に喋り始め、

「貴方がいても邪魔になるだけだから、その辺をブラブラしてきてもらえるかしら。終わったら連絡するから。それじゃ」（ごめんなさい田君。ペアカップ選びに夢中になって浮かれている私を見られるのは恥ずかしいというか……それに、私には他に好きな人がいるって思われている以上、ついでに誰かへのプレゼントを選んでいるだとか、そんな嫌な誤解をされそうなのもちょっと怖いし……）

　そう言い終えると、氷室はスタスタと選びに行ってしまった。

　そういえば俺、氷室から、〝私には好きな人がいるから諦めろ宣言〟されてることになってんだよな。……俺が解釈ミスって変に拗れてしまった結果だけども。

　どうにも、適当に理由をつけて秘密裏にお揃いのマグカップを買いに走ろうとするのは、最初から氷室にとっての決定事項だったっぽい。

　これでは、服屋の一件がなければ、なんと氷室のデートプランは駅から目的地までの移動往復のみだったということだ。毒舌ばかりなその態度も合わさり、買い物デートと呼ぶにはほど遠いものだっただろうな。……ある意味、服屋に行くきっかけを作ってくれた氷室の独創的な服のセンスには感謝しないといけないのかも。

　氷室のやつ、前に心の声で一年以上も一緒にいるのに俺達に浮ついた噂が一つも無くて悲しいって言ってたけど……まさにこういうのが原因だと思う。だからもうちょっとだけ頑張ろう……もちろん俺も頑張ってみるから。




　現在、俺は買い物を終えた氷室と合流して店内を一緒に歩いているところだった。

　目的を終えたのに出口へ向かっていないのは──俺がとある用事を思い出したのと、もう少し氷室とブラブラしたいと思ったからで、

「悪いな氷室、俺の用でシネマフロアまで付き合ってもらって」

「いいわよこれくらい。店の中だもの、仕方なく目を瞑って上げるわ」（そ、それに……よくよく考えれば私達、ここに来てからデートっぽいこと一つもしてなかったのよね……）

　漸く気づいたか氷室。

「映画館に用──でも、別に映画を見るってわけじゃないのよね」（今度是非映画デートしましょう田島君。実は今度、貴方と行きたいと思ってた映画が始まるの）

「まぁな。ちょっと特典欲しさに前売り券を買いたくて」

　氷室が見たい映画か。氷室の趣味ってどんなんだろ？

　後でさりげなく聞いて見るか。そんなことを考えながら劇場の受付に辿り着いた俺は、受付の店員に用件を切り出し始めた。

　隣の氷室は、壁にずらっと横並びで設置された、近日公開予定と書かれた映画のパネルをじっと見つめている。どうやらさっきの発言通り、気になる映画があるようだ。

「──それでは、ブレイブ・タクティクスの特典付き前売りチケットが二枚でよろしかったですね」

　受付のお姉さんの復唱に俺は「はい」と答える。

　このブレイブ・タクティクスは、戦略に長けた主人公による、アッと驚かされる衝撃的な展開の数々が魅力的な人気のロボットアニメだ。シリーズ化されていて、ファンの間では「ブレス」という略称で呼ばれている。

　俺が二枚買おうとしているのは、残念ながら氷を誘うからでは無く──特典が二種類あるので揃えたかったからだ。流石の氷室もアニメ映画なんて興味ないだろうし……興味のないもので二時間拘束されるのも苦痛だろうしな。

　でも学園での俺達を知らないこのお姉さんには、きっとカップルが映画のチケットを買いに来ているようにしか映ってないだろうから……うん、ちょっとにやけてしまいそうになる。うむ、これはれっきとした買い物デートだ。

　会計をしながら、ちらりと氷室の様子を窺う。

「…………」

　すると、いつの間にか氷室は映画のチケットをまじまじと見つめていて──

　もしかして興味があったりするのか？　……いや、たぶんそれは俺が買ったチケットだからって理由で──ブレスだから特にどうというわけじゃないよな。ちょっと残念だけど。

　そう思いながら財布の中にチケットをしまい込んでいると、その瞬間も氷室はチケットをずっと目で追っていて、

「……田君、それって、アニメ映画のチケットよね」

　受付から外れたところで氷室が冷ややかに尋ねてきた。

　そしてその心の声は──

（ブ、ブレスだったわよね。間違いなくブレイブ・タクティクスだったわよね。別に私がずっとブレスのパネルを見ていたからって、そういうわけじゃないのよね？）

　噓、だろ……？

　心の声のこの異様な食いつきよう、間違いなくブレスそのものに興味津々だ。……というか、氷室が眺めてたのってブレスのパネルだったのかよ。気づかなかった。

　ってことは、俺と見に行きたかった映画ってのも、

「あ、ああ。そうだけど……もしかして氷室、ブレスのこと、知ってたりするのか？」

「一応ね。この前一挙放送していたのを何の気なしに目にしたものだから」（知ってるも何も大好きよ田島君。きっかけはアニメやゲームが好きだという貴方と、何か共通の話題ができればいいなと思って探っていた時に出会ったのだけど──そしたらもう面白くって一気見するくらいどはまりしちゃって）

　え、そうなの!?　マジで!?　やばっ、めちゃくちゃ嬉しいんだけど!!

「で、どうだった？　面白かっただろ？」

「ええ、それは素直に認めるわ。アッと驚く急展開の数々で視聴者に飽きを感じさせない、実に素晴らしい作品だったわね」

　頷いた氷が、クスリと微笑む。

　おお、本音だ。本音だぞ！

「そうね。特に私は、血染めのマフィの回がお気に入りね」

「あの回だろ。わかるぞ、俺も切なすぎてついテレビの前で涙が出そうになったしな」

「いえ、そういうのではなくて、ここでそんな絶望的な展開をぶち込んで来るのかと制作側の腕に感心したってこと。私思わずテレビの前で『なるほど』って呟いちゃってたもの」

　そ、そこは別の本音が聞きたかった……。ま、クールな氷室らしいっちゃ、氷室らしい感想だけれど。

「今回のは、確か第一期の総集編だったわよね」（ああ夢みたい。田君と趣味の話で盛り上がれる日がくるだなんて）

「ああ、そうだな。って言っても何部かに分割してだから、血染めのシーンに入るのは次回作だろうな」

「それでその二枚のチケット、まさかとは思うけど貴方、一人で二回も見るつもりなの？」（まままさか、おお女の子と行く予定があるとか言ったりしないわよね。そ、それとも私、私を誘ってくれるとか!?　だったら、嬉しいなー♥）

　冷笑した氷室が、そわそわと落ち着き無く体を揺らしている。

　よし、ここは──

「ま、まぁその予定だったけど…………」

　と、頑張って声を出してはみたものの、告白の件もあってか、予想以上に緊張した俺はその後すぐに「よければ来週一緒に見に行かないか」の言葉を中々続けられなくて──

　すると、氷室が先に微笑して、




「ふっ、やっぱり。寂しい男ね、ソロ島君は」（だったら私、是非私と行きましょう！　大丈夫、私も前売り持っているから。だから田島君の予定通り二回鑑賞を、私と一緒に楽しみましょう。うふふ）




「…………」

「さ、用が済んだのなら帰りましょう」（うう、やっぱり言えなかったわ。私の意気地無し。で、でも一人で見に来る予定なのなら、偶然を装って合流しちゃえば……）

　涼しい顔でそう言った氷室は、反転して一足先に歩き始める。

「……！　え、予定、だった…………？」

　が、数歩進んだ先で立ち止まると、ハッとなって小さく呟き、

　次の瞬間、氷はシュバッと振り返った。

「田君」（もも、もしかして私のこと、映画に誘ってくれようと……）

「ど、どうした急に……？」

「別にどうでもいい話なのだけれど、さっきの話、『予定だった』ってことは、元々一人だったのが、一応声を掛ける当てができた、ということなのかしら」（きっと、わ、私を映画に誘ってくれようとしてたのよね。神様お願い、もう一度チャンスを──）

　無表情に小首を傾げながらも、期待するようにきゅっとスカートを摑む氷室。

「そ、それはだな──」

　おおっ、これまさかの逆転大勝利な展開が到来したんじゃ──

「ま、貴方と一緒に映画を見たい人なんて、いるはずないでしょうから、結局ソロ島君のままなんでしょうけど」（ってうわぁあああ！　またやっちゃったぁあああ。私の馬鹿ぁああああああ!!）

　な、なかったよ。

　こうなった氷室は、きっと意地でも毒舌否定モードを解除しない。

　あの五日間の氷室二重声生活からすっかりそれを悟ってしまった俺は、声を出すのを断念して肩を落とす。

　敗因は……スパッと口にできなかった俺の踏ん切りの悪さ、だよな。

　妙な間を与えなければ、毒舌が先行する機会なんて生まれなかっただろうし。はぁ……。

　でも、まだだ。まだ俺は諦めない。

　ブレスの上映日である来週の土曜までにはまだ一週間もあるんだ。

　日を改め、俺は今度こそ氷室涼を誘ってみせる。

　今日は、服屋に共通の趣味の話題にと、少しは距離を縮められたんじゃないだろうか。

　だから更なる一歩、それも大きな決定打として、

　氷室涼葉を映画デートに誘うのだ。

　映画を見終わってハイテンションになった氷室なら、きっと告白にもいい反応を示してくれるはず。本音で好きな物について語った氷室の楽しそうな姿を目に、そんな可能性を感じたのだから。





　　◆






　問題はどう映画に誘えばいいのか、なんだよなぁ……。

　ドストレートでは失敗の可能性が高い。だからこそ少しでも確率の上がる方法ってのがあるなら、それに託してみたいんだけど……うーん……。

　この一番の問題について、俺はかれこれ四日間ずっと悩み続けていた。

　今が水曜の昼休みだからこれで五日目に突入しているわけだ。そろそろ決めないとヤバいんだけど……ホント、どうしよう？

　映画の日程は、今週の土曜の清掃ボランティアの後でいいとして、前日に誘うかその場で誘うかだけど……また空回りして変に拗れてしまうかもって考えると、やっぱボランティアが終わった後の方がいいよな。これの影響が出て、清掃ボランティアに迷惑かけるのは流石に不いし……後は二人きりになるタイミングだけど──

　──プスリ！

「うぉ！」

　突如、頰に鋭い刺激が走った。

　爪でつつかれたかのようなちくりとした痛みに、俺は目を見開いて仰け反り返る。

「あはは、オタ島そのリアクション、マジサイコー。テレビ出れるって」

　頰を押さえながら声のした方に振り向くと……。

　そこにはカラカラと愉快に笑う砂がいた。

「なに、すんだよ……」

　砂城が手にシャーペンを持っている。ああ、これが凶器の正体か。

「言っとくけど、何回呼んでも反応してくれないオタ島が悪いんだし。アタシが責められるいわれはないから」

　ふんぞり返った砂城が、不機嫌そうに訴えかけてくる。

　そうだった。今は砂城に勉強教えてる最中だった。

「どーせ氷さんについて悩んでたんでしょ」

「ま、まぁ。流石、砂城、鋭いな」

「ったく、ちゃんと勉強教えろし」

　顰めっ面の砂城がはぁと息を吐く。

　砂城に昼休み勉強を教えるのももうこれで四日目だ。その進の程を喩えるとすれば──これがＲＰＧだったら、やっとこさ始まりの街を抜けたくらい。つまり、テストを討伐せんとする勇者・砂城には、まだまだ長い道のりと困難が待ち受けている。

　ま、そんな感じでいつも通り、砂城が問題を解いている時間が暇になるものだから、今日はゲームせずに考え事してたんだけど……どうにも自分の世界に入り過ぎていたらしい。反省しないと。

「まったく。アタシがタカシとかいうどーでもいい男の気持ちを、現国の問題だからってしゃーなしに考えてやってる時に、オタ島は好きな人の気持ちでお悩み中ですか。そーですか。いいご身分ですね」

「それは……悪かったよ」

「図星だったのに全然きょどってないのが、いかにもオタ島らしいっていうか、なんかむかつく」

　面白くなさそうにそう言った砂だったが、次の瞬間小さく笑って、

「ま、それだけ頑張ってるってのだけは伝わってきたから、そこは良しとしてあげる」

「お、おう。なんかありがと」

「で、どーなの？　ちょっとは進展あった？」

「……あったら多分、砂城を無視するくらいには悩んでなかったと思う」

「あはは……そうだよね……」

　同情の視線がちょっと辛い。

「んじゃ、気分転換にアタシの勉強を見よっか」

「……それが気分転換になるかは置いといて、それが俺がこうしている理由だからな。そこはちゃんと、働いてやるよ」

「おーし。それじゃこの問の、『傍線部のタカシの気持ち』とやらについて、解説してよ」

　砂城が陽気に問題集を差し伸べた。

「ああ、さっき砂城が愚痴ってたやつな」

　問題集を受け取って内容に目を通す。どれどれ……んーこういうのは大抵、後ろの文にそれっぽいやつが書いてあったりするものだけど──

「アタシも結構、愛想笑いで適当に話流すこと多いからさ。意外と全く関係無いこと考えてるかもしれないじゃん、タカシ。『あーカノジョってどうやったらできるんだろ』とか」

「確かに、絶対に違うとは否定できないけど……タカシがフリーなのは確定なんだな……」

　まぁ、生徒会活動での氷が正にそんな感じだしな。なんせ真面目に黙々と作業している時の心境が「早く終わらせて余った時間で田君とお喋りしたい」だったりするから。

　そして以前のように、問題を一緒に見るべく、砂城が身を寄せようと椅を引いた。

　が、その行動は不意に背後からニョンと伸びた第三者の右腕に阻害され、

「おっとと」

　驚いた砂城が自分の席側に体を戻す。

　戸惑いながら振りかえると……そこには、

　なんと氷室がいた。

「勉強中、失礼するわね砂城さん。……それと、田島君も」

　透明なその声は砂城へと向けられたもので、お陰で心の声は聞こえなかった。

　よく見れば、氷室がつき出したその手にはプリントが握られてる。

「『それと』って……おいおい、用事があったのは俺の方じゃないのかよ」

「ああ、そうだったわね。これ、昨日までの目安箱の中身をまとめておいたものだから、今日の生徒会までにぱっと目を通しといてもらえるかしら」（さ、三十センチ以上の接近は越権行為よ、越権行為！　校則違反ね。生徒会の一員として、風紀はしっかり守ること。……ただし、生徒会長に関しては適用対象外だけれど）

　おいおい、そんな校則存在しないだろ。しかもしれっと職権乱用までして……。

　と、心の中でツッコミながら、俺は、プリントを受け取った。握られていた場所に親指による圧痕がついている……きっと砂が近寄ろうとしているの見て慌てて差し出したんだろうな。真剣な氷には悪いけど、こういうのは反則だ。……うん、焦る氷室がすごくかわいい。

　月曜の氷室は、デートの余韻もあってか砂城との勉強会に寛容な態度だった。火曜の氷室は、なんだかそこはかとなく落ち着き無く、心の声も勉強会を気にかけていた。そして水曜の──今日の氷室がこれである。

　砂城との関係が気になりすぎて、こんなまとめなくてもすぐわかるようなプリントでどうでもいい用事を作って様子を探りに現れたと。

　俺が顔を苦くしていると、氷室の心理など知る由もない砂城がにこやかに話しかけた。

「やっほ、氷室さん。絡むのはこれが初だねー。よろしく」

「ええ、そうね。こちらこそ」

「オタ島借りてるよー」

「そのようね。ま、この男に至らぬ点があったらいつでも私に申し入れてちょうだい。今後のサービス向上と更なる発展のため、どんな指摘も受け入れるから」

　何そのお客様相談センターみたいな機械的対応。ってか私物扱いは否定しないのね。

「うーん、ちょっとスパルタな部分以外は特にっていうか、寧ろチョー役立ってるし。流石は氷室さん直々に副会長に抜したってだけはあるよ」

「……そうかしら？　私自身はそれを人生最大の選択ミスだと思っているけれど」

「へぇー。でもアタシは、氷室さんがオタ島をフッた事が、人生最大のミスなんじゃないのかな──って思うんだけどー」

　──ちょ、えっ……!?

　いきなりの爆弾発言に俺は開いた口が塞がらなくなる。

　おいおいおい砂城のやつ、急に何言い出してんだよ!?

　小悪魔みたいに笑う砂城は、どう見てもいつものからかいモード。

　すると氷室は、普段通りの毅とした態度で体を砂城に向けて一歩詰め寄った。

「あら、面白い冗談ね。一応、記憶しておくわ」

　ぐいっと俺と砂城の席の間に入り込んだ氷室は、最後にクスリと、冷ややかに笑う。

「ちぇ。少しくらいは、反応欲しかったなぁー」

「ふふ、好きの反対は無関心らしいから。これが妥当な反応なんじゃないかしら」

　微笑した氷が……実はしっかりと反応していたことをきっと砂は知らない。

　氷室が移動した理由は、恐らく砂城の視界から俺を消したかったから。お宝は絶対に渡さない。そんな意思が氷室の背中からはどことなく伝わってくるようだった。

　お陰で俺も、今、砂城の顔が全く見えない。代わりに氷室の背中にかかるすらっとした黒髪から甘く上品な匂いが漂ってくる。ラッキーだ。

「……用事も済んだことだし、教室に戻ることにするわ。田君、プリントのほうよろしく頼むわね」（なんなの、なんなの、なんなのよこの人！　今のはれっきとした宣戦布告よね。させない、絶対に田島君は渡さないわよ）

　心配しなくても、砂城は誰に対してもこんな距離感だし、あれも単なる冗談だから。──って言いたいけど、言えないんだよねぇ……。

「それでは二人とも、勉強頑張りなさい」（一撤退して策を練るわ。だから田島君、勉強以外は頑張らないように。明日も、明後日も適当な用事作ってちゃんと見に来るから）

「ばいばい氷室さん」

「じゃ、じゃあな氷室。また後で生徒会で」

「ええ、生徒会で」

　凜とした態度で氷室は去って行った。

「オタ島、悪いけどあれ、ダメだわ。完全にオタ島のこと眼中にないって感じ」

　氷室の姿が教室から完全に見えなくなるのを待ってから、砂城が低めのトーンでそう言った。やっぱそう、映っちゃうよな……。

「ちょっとくらいはオタ島に気があるんじゃないかと思って、カマを掛けて見たけど……驚く程に真っ白だった。オタ島、なんかごめん」

　あの意味深な冗談、俺のためだったのか。恋愛相談の一環ってやつなのかな。

「…………砂城、あれだよな」

「ん？」

「タカシの気持ちってのは、やっぱタカシ本人にしかわからないと思うんだ」

　俺は遠い目をしてつぶやく。

「なんでいきなし、その話!?」

「いやまぁ……ふと、思ったから……」

　氷室が現国の問題に出てきたら、完全な初見殺しだよな。この時の氷室の気持ちを答えなさい……うん、心の声でカンニングしてなきゃほぼ無理だわ。

　なんせあの澄まし顔の氷室は、砂城を恋のライバルだと完全に誤解し、戦だと興奮して帰っていったっていうのだから……ろくなことにならないのだけは、目に見えている。

　さっきの氷室の心の荒ぶりよう、明日明後日もどうなるかわからないけど、このまま来週に入ったら──絶対まずいよな……。

　来週になると、君学園はテスト週間に突入する。テストに集中できるよう、生徒会や委員会、部活動に応援団等の勉強以外のあらゆる活動が全てお休みとなるのだ。

　それが何を示しているかというと……勉強に多くの時間が割けるようになって砂と二人きりでいる時間が増え、代わりに生徒会という接点が無くなって氷といる時間がゼロになり……その結果、たぶん氷室がまた暴走して乗り込んできて、誰もが損しかしない結果が待っている。

　俺を信頼してくれて真剣に勉強に打ち込んでいる砂城にも悪いし……こりゃ土曜は何が何でも映画デートを成功させて、寛容だった月曜の氷室に戻さないと……！

　こうなったら、利用できそうなものにはとことん頼ってみよう。

「砂城、一つ相談いいか？」

「へ？　いいけど……なに？」

「土曜の清掃ボランティアが終わったら、氷室を映画に誘おうと思ってんだけどさ……」

「今の氷室さんの態度見て、そんな事考えられるってのがスゴいよね……なに、オタ島のメンタルって、ダイヤモンドでできてんの？」

　呆れと感心の混ざるまじまじとした砂城の視線。

　いや……今の態度（裏）を見たからこそなんだよな、それが。

「それで、どうやって誘うのがベストか聞きたいわけ？」

「ま、そんなところだ」

「んー難しいと思うけど、考えられるとすれば、氷室さんの見たがっている映画をリサーチしてサプライズでそれ渡してみるとか──ワンチャンあるかもしれないよ。ま、後二日で氷室さんの趣味探るってのからして難易度高いけど……」

　砂城が難色を示して肩をすくめた。

　実は見たがっている映画は分かってるんだよな。

　とすると、サプライズか……それ、アリかもしれないぞ。

　俺がブレスに誘おうとしているのは、直前まで伏せておくとするか。

　突然好きな人からデートに誘われて、しかもそれがなんと自分のお目当ての物で、しかも氷室は俺としばらく会う予定が無くなってやきもきしているところだった。

　おし、この三連コンボなら流石にいけるんじゃないか。

　それに当日はたぶん危機感に駆られて動揺が表に出やすくなった氷室が相手だ。

　ああ、やれる、やれる気がするぞ。なんせ、これだけ手堅い布陣なんだから。





　　◆






　生徒会が終わって家に帰ろうとしたら、急にナンナからスマホで呼び出され、俺は今、ある場所を訪れていた。

　その場所はショッピングモール街のとある一角。普段の俺が絶対に立ち寄らない女の子向けの服屋に雑貨店が連なるエリア。女子高生ばかりで疎外感を感じながらそこまで辿りついた俺を、外で待っていたナンナが店へと招き入れる。

　ふと目に入った看板には、「ナンナの占いの館」と書いてあって──

　占い？　してくれるの神様が直々にぃ!?

　そんな疑問を口にしようとしたら、ナンナからさきに「涼との近況について報告してください」と言われたので、先週の土曜以降の出来事を一から説明したんだけど……。

　聞き終えたナンナはなんだかジト目になっていて、

「──それで？　再告白の予定日がなんで土曜日なんですか？　ナンナさんが初めて愛の家にお邪魔したその日、期限がいつまでと言ったか覚えてますよね」

　か、神様からの威圧がハンパない……。

「もう一度お尋ねします。愛斗、ハイロボと工房シリーズの発売日はいつでしたか？」

「木曜……つまり、明日だな」

「わかってるならなんで土曜を選んだのですか！」

　ダンと勢いよく、ナンナは目の前のテーブルを叩く。

　このように今日のナンナは、会った時からずっと不機嫌だった。その原因は、まぁさっき口走った例のアレで、

「明日からの私は、地球の平和を守るために出撃するのでめちゃくちゃ忙しいんですよ。神様として地球の危機が見過ごせないのは当然のことですよね」

　うん、それが現実での話だったらね。もう、どうぞどうぞだよ。

「それに、金曜日には定例報告会が待っているんですよ。せっかく愛斗達が授業受けていて都合よく空く時間も、これで全部おじゃんになるんです。ヒドイ話ですよね」

「そんなのも、あるんだ……」

「はい、あるんですよ……年齢を重ねるごとに話は長くなるって言いますけど、愛斗は千を超えたジジイだといったいどうなるのか、興味あったりしませんか？」

　ナンナの覇気のない視線が遠くをさまよう。

　これ、触れたらやばいヤツだ。愛想笑いで逃げ切ろう。

「でもさ、俺ちゃんと言ったよな、氷にフラれたあの日、絶対に無理ですって」

「…………あーもうわかりましたよ。その代わり土曜ですよ土曜。そこで終わりですから、私が快適な日曜を迎えられるよう、愛斗は全力で努力すること。いいですね」

　重いため息をついて開き直ったナンナが、びしっと俺の顔に指を指す。

「お、おう……」

「流石に日曜まで潰されたのではたまりません。土曜は私も、この作戦本部で待機してますから。もしもの時はすぐさまバックアップするので、色々とお任せを」

　ああ作戦本部だったんだ。この、怪しげな占い屋。

「その作戦本部の普段の顔は……あの表の看板に書いてあった通り、ナンナがやってる占いの店だったりするの……？」

「ああ、そう言えばまだ詳しくは説明していませんでしたね。此は私が副業でやっている占い屋さんなんです。こう見えても、結構当たるって評判なんですよ」

　でしょうね。だってそれ恐らく神の啓示の類いですもの。

　今一度、店の中を見回してみる。

　紫を基調とした独特なファンタジーの一角を切り出してきたような、それこそ黒魔術でも始まりそうなその空間は、イメージしていた占いのお店そのものだった。

　店主用のリクライニングシートに背を預けるナンナとは対面となる形で、俺は客用の丸に座っている。間にあるのは、机の上の小さな座布団に置かれたそれっぽい水晶玉……この水晶玉、ナンナの性格を知っている俺としては、どうしても千円程度の安物にしか見えてこないんだけど。

「にしても副業って……何、ナンナって暇な日中ずっと家に引きこもってゲームしているような、そんな自堕落で駄目な不良神様じゃなかったの？」

「神様相手に酷い言いようですね。罰当てますよ罰。……まぁ涼の件に関しては時期が時期だっただけに多少サボり気味だったのは事実ですけれども……」

「それで、どうしてまた占いなんかしようって気に？」

　何の気なしにそう尋ねた瞬間、ナンナはいつになく真剣な顔になって、

「いいですか、愛。私達神様の仕事は、参拝に来てくれた人の願いを昇華し、成就へと導くことです。一方の占いはというと、実はあまり私達の仕事とやってること大差ないんですよね。悩み事を打ち明けるという一番のポイントにおいては」

　言われてみれば確かに、委ねるのが人か神かの違いでしかないような気も……。

「ですが……この二つには一点だけとびっきりの違いがあるのです。それは……」

　不意に脳内で響くドラムロール。重大発表を告げる直前の重苦しい雰囲気に、思わずゴクリと喉の奥で唾が流れる。

「値段ですよ値段！　我々に対する依頼料が平均して一回五円から百円程度なのに対し、こっちは十分毎に千円ですよ千円。なんですかこの同じ恋愛による悩みを商材にしていてこの格差は、これはもう乗り込むしかないじゃないですか！」

　ああ、やっぱそういった私的で邪な方面が理由でしたか。てか神様なのに下界の通貨を欲しがるってのはどうなの。そういや初対面の時、資金調達がどうのとか言って帰っていったけど、この副業のことだったのね。

「もう一度言いますが、土曜で絶対に片を付けてくださいよね」

　ナンナの熱心な眼しに、俺は小さく苦笑して「ああ」と答えたのだった。

　そんなの、言われるまでもなくわかってる……俺が一番それを望んでる、と。






四章　両いから始める氷さんとの告白プロローグ









　川原の各地で響く、清掃ボランティアの終わりの合図を耳にすると、私、氷室涼はふぅと息を吐いた。

　ムッとする日差しから避難するように、橋の下へと移動してしゃがみ込む。

　その手にはスポーツドリンクの入ったペットボトル。へとへとだった私のために田君が買って来てくれた物だ。本当は疲労がピークだったのを悟られないように努めていたつもりだったんだけれど……田島君にはすっかり見抜かれてしまったようね。嬉しいけど、ちょっと恥ずかしい。

　そんな意中の相手からの心遣いを、私は胸の中へとぐっと抱き寄せて今一度その幸せを嚙みしめ直す。うふふ、ありがとう田島君！

　不得意な肉体労働を経たせいで、すっかりダウン状態の私。

　自転車やテレビなどの重い物を、不相応にも一人で持ち運んだのが主な原因だった。

　最近田島君に迷惑をかけ過ぎているから……今日くらいは楽して欲しいからと張り切りすぎた結果……田島君に余計な心配を掛けることになっちゃって……ホント、私ったら何やってるのよ……。

　はぁとため息が零れ落ちる。

　ボランティアが終了したにも拘わらず私が河原に──この場所に留まっている理由は、疲れ果てた私の代わりに先生方へと報告しに行ってくれた田君を待っているから。

　それと、私的な用事で話したいことがあるとも言われたからで──

　私的な用事って何かしら。もももしかして、デデ、デートのお誘いとかされちゃうのかしら!?　だったら嬉しい。すっごい嬉しい。

　だとするなら、今の内に返事の内容を考えておかないと……。

　ええ、もうこれ以上失敗を重ねるわけにはいかないもの。

　冷静に落ち着いて自分の気持ちを伝えるのよ氷涼。ええ、貴女にならできるはず。

　ここを間違えたら、しばらくは田島君と二人きりでいられる機会が無くなってしまう。

　生徒会がテスト週間でお休みになってしまうから。

　そしてその間……田島君は砂さんと二人きりで勉強することに……。

　嫌な光景を想像してしまった。私の胸がざわつきを覚えて鈍く痛み出す。

　砂城雅さん。二年生になってから急に田島君の目の前に現れた人。

　一年間地道に頑張ってきた私の努力を鼻で笑うみたく、ほんの僅かな短期間で彼とあそこまでの仲になった人。

　席が隣というだけでよく喋るようになり、いつの間にか連絡先まで交換していて──一緒に勉強するといった、私からすれば半ばデートでしかない約束を、あの人は中間と期末テストを利用して二回も取り付けている。

　砂城さんは、私には不可解な大ペースでどんどん田島君と仲良くなっていく。

　振り返った時にはもう後ろにいなくて、追い越されていそうな勢いで。

　困惑、羨、悲哀、恐怖。腹の奥底から様々な感情がわき上がる感覚。

　それに実際、砂城さんと会話して思い知った。

　たぶん……この人も、田島君のことが好きなんだと。

　だから私は負けるわけにはいかない。ここで失敗するわけにはいかないの。

　和やかに揺れる水面を見ながら、私は一度大きく深呼吸して熱を入れる。

　伝えなきゃいけない。

　田島君に私の素直な気持ちを。

　素直な気持ち、それは何なのか？

　ええ、そんなのわかりきってるじゃない。間違っても毒舌や否定などでは無い、




　感謝の言葉と、お詫びの言葉、この二つ。




　一つ目の言葉は感謝。もちろん、私を好きになってくれて嬉しいというこの心からの思い。私の全てを、たった一つの言葉に乗せて放ちたい。

　二つ目の言葉はお詫び。これは……一度田君の想いを足にしてしまった……ええ、この件については何も言い訳できるわけないもの。一度しっかりと頭を下げ、けじめをつけないと。

　でないと、私が田島君の側にいられる資格はないから。

　決心を固くした私は、やってやるぞと心の中に火を灯して立ち上がった。

　ふと耳に意識を傾ければ、遠くで聞こえ始めた草を踏む音が、次第に大きくなってくるのが伝わってくる。

　きっと、田島君がこっちに向かって来てくれているのよ。

　それなら、心の準備をして練習しとかないと。

　もう失敗しないために。ちゃんと心からの言葉を口にするために。

　気合いを入れるようにドリンクを口に含んだ私は、「よし」と小さく首を振る。

　感謝とお詫び、感謝とお詫び、感謝とお詫び、感謝とお詫び──

　伝えたい二つの想いを胸の中で静かに繰り返し、私は田島君が来るのを待つのだった。
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　清掃ボランティア終了の報告を教員や美化委員にし終えた俺は、氷の下を目指して歩いていた。

　目的地まであと少しといったところで、周囲に茂みがあって人目にはつきにくい橋の下に、氷室が壁に背を預けぼうっと向こう岸を眺めている姿が目に映る。

　さぁ、ここからが今日の本番、大勝負の始まりだ。

　手に汗を感じながら、俺は満を持して氷室の側に近づく。

「戻ったぞ、氷室。これでほんとにお疲れさんだな。後の回収業者とのやり取りは全部先生方が引き受けるから、生徒会の方ももう後は適当に解散すればいいってさ」

「そう。報告、ご苦労だったわね、田島君」（ごめんなさい田島君。貴方にはまた、余計な気遣いをさせてしまったみたいで。先生方への報告だってほんとは生徒会長である私が行わなければならないのに……おかげさまで体調のほうはだいぶよくなったわ。本当にありがとう）

　小さくぺこり。

　珍しく氷室から毒気が無くなっている。どうもそれだけ疲れてるってことらしい。

「それで田島君。貴方がさっき言っていた、私的な用件とやらについてだけど──」

「あ、ああ……丁度今言おうと思ってたところだ」

　氷室から急かしてくるという予想外の行動に少し口ごもりながらも、俺は覚悟を決めて口を動かし始めた。

　氷を絶対に映画デートに誘うのだと。

「なぁ氷室、この後だけどさ、時間があったりしないか？」

　俺の言葉に、氷室の耳が微かだがぴくりと反応を示す。

　これは待ってました的な……好感触ってことだよな？

　なら、ここは笑顔のまま一気に押す感じで、

「正確に言えば午後なんだけど……一解散して私服に着替えてからでも全然構わないからさ──」

　顔に伝う汗を感じながら、俺はジャージのポケットに手を突っ込み長財布を取り出す。

「もし暇なら、一緒に映画でもどうかなぁって──」

　緊張から駆け足気味に喋りながら、氷室が心の声でリクエストしていたブレスの前売り券を、財布の中から慌てて取り出そうとした。

「ほ、ほら、前に俺が買った前売り券あっただろ。やっぱり一人よりも二人の方が楽しいと思って──」

　のだが──

「田君」

「え？」

　氷室の呼びかけに顔を上げる。

　するとそこには、何か重要な決心をしたような、真剣な表情の氷室。

　──そして、




「ありがとう。そして、ごめんなさい！」




　氷室が腰を綺に折って力強く断りの言葉を放ったのは、俺がブレスの前売り券を、財布の中から取り出した瞬間だった。

「…………へ？」

　何が起きたのか全く理解できなかった。ふいに視界が暗転しそうになる。

　またもやお断りの言葉。

　それも今までとは違って、後から心の声がやって来ることのない──正真正銘、氷室涼の本音。

　一体何が……ダメだったんだ!?

　思考が現実に追いつかない。頰がひくつき、喉に渇きを覚える。

　丁度そんな時だった。

「あーいたいた。おーいオタ島──」

　と、第三者の陽気な声が俺にかかったのは。

「こんなとこにいたんだ。結構探したんだから──って……えっ…………!?」

　サイクリングロードから川岸へと堤防を下り、駆け足で俺達の下へと現れた砂が、事の全容を視認して投げかけていた言葉を止めた。

　声に反応した俺と顔を上げた氷のなんとも言えない視線が砂城に向かう。

　茂みのせいか橋の陰になったせいか。どうにも途中まで砂城の視界からは、氷室の前屈姿勢が丸ごとシャットアウトされていたらしい。

　俺に用があって会いに行ってみればとんでもない場面と遭遇してしまってどうすればいいのかわからないと、そう砂城の固まった表情が物語っていた。

「あ、あはは……ごめん、どうやらお取り込み中だったぽいよね……それじゃあお邪魔なアタシはこれで──」

　顔を引きつらせながらもなんとか声を振り絞った砂城は、そう言い終えてすぐさま背を向け立ち去ろうとした。だが、

「待ちなさい砂城さん」

　姿勢を正した氷室の平な声に阻止されてしまう。

「変な気を遣わなくても、私との用件なら丁度すんだところよ。何か用事があってきたのならグッドタイミングだったんじゃないかしら。それじゃ私はこれで。帰るとしましょう」

　振り返った砂城にそう告げると、氷室は早々とこの場から立ち去っていく。

　俺とは一切の会話を交わさずに……。

　どうしていいのかわからない俺は、ただその場でうな垂れ、小さくなっていく氷室の背中を呆と眺めているだけだった。

　硬直して動けないでいる俺に、砂城の気遣いが向けられる。

「……ごめんオタ島。どうもアタシったら、氷室さんには気づかず一番タイミングの悪い時にあんたのとこ来ちゃったみたいで……ほんと、ゴメン！　オタ島からデートに誘う話を聞いてたっていうのに……」

「いや、砂城が来たのは丁度結果が出た後だったからな。だから、気にしないでくれ」

　自然と視線が、握りしめられたままで渡せなかった映画のチケットへと移動する。

　その視線を追うようにチケットを見つめた砂城は、驚くような声を上げた。

「あんたまさか……その映画で氷室さんをデートに誘おうとしたの？」

「あ、ああ。そうだけど」

「だってそれ……どう見てもアニメ映画のチケットじゃんか……」

　ブレスの主人公とヒロインの絵が描かれた前売り券。それを目にした砂城が冷ややかな顔で言った。俺は思わず気が萎してしまう。

「お、おう。見てわかる通り、アニメの映画だな」

「はぁ呆れた……オタ島、あんた馬鹿じゃないの。アタシ言ったよね、氷さんの趣味を調べてそれを利用すれば、もしかしたらワンチャンあるかもって」

「あ、ああ。そうだったよな。それは覚えている」

「じゃあその手のやつはなんなの？　どう見てもオタ島の趣味丸出しのやつじゃん」

「ま、まぁそのなんだ……面白さは保証できるわけだし……」

　他ならないご本人からのリクエストだったはずなんだけど……。

「はぁ……何か申し訳なく感じたアタシがバカらしく思えてきた。いい？　次に氷室さんを映画に誘うことがあったなら、絶対にオタ島の趣味以外の映画をチョイスすること。わかった？　あんたの場合、まずそっからだから」

「お、おう……とりあえず肝に銘じておくよ」

　有無を言わさない砂の迫力ある接近に、ついつい首を縦に振ってしまった。

「はぁ……オタ島を応援するつもりでいたけれど、まさかデートに誘う以前の問題だったとはね。ま、オタ島らしいっちゃオタ島らしいけどさ」

　肩をすくめ、やれやれだと頭を振る砂城。

　しかし砂城は次の瞬間、再び握りしめられたままの映画チケットに目を向けると、そこから数秒じっと眺め続け、

「──よし決めた」

　と、何かの決意を表明するように口元をつり上げたのだった。

「オタ島、アタシ今日暇だからさ、あんたが映画見に行くの付き合ってやるよ。どうせこのままだと見に行く相手いなくて、せっかくのチケットが無駄になるってオチでしょ」

「……否定はできないな」

　最初は一人で見に行くつもりだった物だけれど、こうなると何だか一人では寂しいのも事実だった。

　俺が躊躇いがちにそう言うと、ほらやっぱりと得意げな反応が返ってくる。

「じゃあもう決まりってことで。慈悲深いアタシに感謝しなさいよ。ま、その見返りとしてオタ島にはこれから上映時間までアタシの勉強に付き合ってもらうことになるけどさ」

「おいおい、そっちが本当の目的だろ」

「まぁね。本当は土日のノルマについて、オタ島に聞きに来たいから探してたんだけどさ。……中間の時みたく、テスト週間に入ってからずっと徹夜続きってのはもうゴメンだし」

　残念だけどそれ、今の習熟度的にもうほぼほぼ確定しているっぽいから。ま、せっかくのやる気をそぎたくも無いし、言わないけど。

「で、どう？　悪くないお誘いだとは思わない？　アタシ丁度この後は暇してたからさ。タダで映画が見られてラッキーって感じ」

「それ聞くと、殆ど自分のためって感じに聞こえるな」

「まーま。そう言いなさんな」

　砂の放った屈の無い笑みを受け、自然と俺の顔にも微笑みが零れおちる。

　きっとこれが砂城なりの、ちょっと不器用な元気づけ方に違いない。一人で頭抱えて悩むよりは、何かに没頭していた方がまだ気が楽だよという。

「……わかったよ」

　その善意に応えようと俺は首を縦にふった。

　どういう理由で、氷の本音がああなってしまったのかはさっぱり不明だ。

　もしかすると、知らないところで百年の恋も冷めるような粗相を働いていたのかも知れない。それならそれで、一度きちんと謝りたいけど……身に覚えが無いけど取りあえず謝るってのは、一番やっちゃいけない謝罪方法だからな。はぁ……ほんとどうしよう。

　どうにしろ本音で拒絶された以上、チケットが余るのは事実なんだ。勿ないってのもあるし──それに、二回見るよりも、あの砂城にアニメを布教してみるってのも面白いかもしれないしな。それにウダウダ悩んでいても始まらないのも確かだし──よし！

「それで、何で勉強教えればいいんだ？　やっぱいつもと同じで教室か？」

「んー一仕事終えて小腹も空いたことだし、ハンバーガーでもつまみながらにしよっかな。あ、二人で出かけるからってこれがデートだとか妙な勘違いおこすのは禁止だから」

「それを聞いて安心したよ。これがデートなら、氷室一筋を公言している俺としては、絶対行くわけにはいかなくなるからな」

「へいへい、無駄に格いいですね。んじゃオタ島、着替えて駅前に集合ってことで」

　そう言い終えると砂城は、先にこの場から去って行ったのだった。





　　◆






「──あーもうマジムリ頭痛い、ちょっと休憩！」

　唐突に唸り声を上げた砂城が、うな垂れるように上半身を机に預けた。

　場所はハンバーガーショップの二階。イートインスペースのテーブル席。

　ハンバーガー片手に勉強を始めてから、もうこれでかれこれ三度目のギブアップ宣言だ。

　プレスされる砂城の規格外に豊かな双丘を見てついつい机とポジションチェンジしたいと思ってしまったのは、俺が健全な男子高校生であるからということにしておいて欲しい。

「おいおい、段々と休憩に入るインターバルが短くなってきてるぞ。こりゃあこの様子だと、最終的には勉強時間と休憩時間が逆転しそうだな」

　そのままの状態でスマホをいじり始めた砂城の姿に、俺は肩をすくめた。

「うっさいし。これ飲んだら気持ちをきりかえて本気だすって」

　ドリンクを一口飲み、またスマホをいじりだす脹れっ面の砂城。

「ま、これで困るのは砂だし、俺にデメリットがあるわけじゃないからな。ささ、心ゆくまで休憩してくれ」

「わ、わかってるし。このライン返したら真面目にやろうと思ってたとこだし」

　おいおい、さっきと言ってること違ってるぞ。

「とりあえず優先すべきは暗記系だ。日本史と世界史、それから情報なんかはびしっとやっときたいな。数学や英語に関しては後回しだ。あっちは中間での下地が通用する分、多少はなんとかなるだろうし」

「中間かぁ……」

　その言葉に反応を示した砂城は、煌びやかなその唇をふっと歪ませた。

「アタシさ、今だから言うけど、正直さ、絶対に無理だって諦めかけてたんだよね。小遣いが千円になるの、覚悟してて──だけど他人なはずのオタ島がアタシより熱入れ始めて……結果、アタシは親との約束だった平均より上の順位がクリアできてたりして──」

　スマホをしまい、遠い目をした砂城が楽しそうにそう言った。

「なんだ、それってあまり俺のこと信用してなかったってことか？　砂城から頼んできたにしては、それちょっとないんじゃないか」

「あはは、ごめんごめん。そういうのとはちょっと違くてさ、オタ島じゃなくて勝手に限界つくってたアタシの問題というか──ま、結論的にはオタ島マジキモいってとこに辿り着くんだけどさ」

　え、なんで？　どこにもなかったよねそんな伏線、そんな要素。

　目を丸くする俺を前に、砂城はさらにクスリと口角をつり上げて、

「なんだろ、これって直感なのかな？　オタ島ならどうにかしてくれそうっていう──中間にしろ期末にしろ、憧れの大学だって──だからオタ島は、マジキモいって」

「それ……恐らく褒め言葉、で合ってるんだよな？」

「うんうん、その通り。オタ島マジキモい」

　明るい笑顔で頷く砂城。

　いやこれで嬉しくなれってのは、ちょいと無理ありますぜ砂城さん。

「はいはい。もうマジキモくていいから──さ、勉強の続き再開するぞ？」

「えーホントに心からそう思ってるのに──って、えっ…………!?」

　茶すように笑っていた砂城が、何か衝撃的な物を見てしまったと言わんばかりに目を大きく見開いた。

　遠くへと飛んだ驚の視線。それを追う形で俺は背後を振り返る。

　すると、そこに映ったのはカップルとおぼしき制服姿の男女だった。

　男の方は高身長のさわやかなイケメンで、女の方は小柄でぱっと見かわいい系。二人とも俺達とは別の学校の制服を着ていた。

　ハンバーガーセットが乗ったトレイを持ち談笑しながら進む二人は、当然ながらテーブル席に座る俺達には気づくこと無く、見晴らしの良い窓側のカウンター席を選び、腰を下ろした。うーむどうみても単なるリア充なのだが。砂の知り合いか？

「噓……なんで恭がここに…………!?」

　存在を隠すように身をかがめた砂城が、狼狽えながらそう小声で呟いた。

「ん、なんだその反応？　もしかしてあいつ……砂城の元カレだったりでもするのか？」

「ちげえーし！　アタシにカレシなんていたことねーし。──って、なに言わせんの！」

　まさかの自虐ネタ。

「ったく、前に横でアタシら駄ってる時、話してたでしょ？　アキに恭介ってカレシができたって。それがあそこにいるあいつなの」

「あー、あったかもなそんなの。んじゃ、その隣にいるのがアキさんか。……んで、そのアキさんだけど、なんで君じゃない制服着てるの？　コスプレが趣味なわけ？」

「は？　アレがアキじゃないのなんて一じゃん。なに、アンタの目って腐ってんの？」

「わ、わりぃ。接点の無いやつはうろ覚えなもんで……それで、アキさんじゃないとなると、あのカレシとやらの隣にいる女の子は……あ、もしかして妹とか──」

「……察しろし」

「……砂城のそのお怒りようからするに、あれはアキさんとやらのカレシである恭介君とやらの浮気現場──ってことで、いいんだな？」

「ああ、きっとそう。しかもまだ付き合って一ヶ月も経ってないのよ。ありえなくない!?」

　今すぐにでも乱入せんとする勢いの砂城は怒髪天を衝く怒りっぷり。

「落ち着け砂城。取りあえず、カノジョの方に連絡して聞いてみるってのはどうだ？」

「え、アキに？」

「ああそうだ。何も疚しい事情がないってのなら、この事知っているかもしれないしな。早とちりして実は誤解でしたってのは──恥ずかしいだろ」

「……確かに、オタ島の言うことも一理あるかも。わかった。ちょっと怖いけど、やってみるよ」

　しばし悩む素りを見せた後、観念したように砂城は頷いてスマホを耳に当てた。

　電話相手はコールしてからすぐに電話に出たらしく、十秒もせずに会話は始まり、砂城は暇だから電話した体で当たり障り無くそのアキさんとやらから情報を聞き出していく。

　そんな砂城の様子を、俺は頰をつき無言のまま見守った。

　話が進むにつれ頰を引きつらせていく、砂城の悲痛な表情を目に焼き付けながら。

「──どう、だった？」

　おぼろげな瞳で役目を終えたスマホを見つめる砂城に、そんなことを尋ねるのは野ってもんだっただろう。

「……アキ、恭から急に部活が入ったからデートはドタキャンされたって」

「まぁ二人とも制服姿なんだし、午前中に学校で何かしらの用があったのは確かだろうな」

「アキを裏切るなんて……あいつ、絶対に許せない……！」

　砂が紙コップを強く握りしめ、声と表情を強らせた。

　そんな最中だった。連れの少女がお手洗いに行こうと席を外し、俺達のテーブル付近を通り過ぎていったのは。

　浮気相手（？）の姿が完全に消えたのを見計らい、砂城はチャンスとばかりに席を立つ。

「アタシちょっと恭介に文句言ってくるから。オタ島はそこで待ってて！」

　そう言うや否や返事を待たず早足で歩き出す砂城。

「おい、ちょっ──」

　激怒して冷静さが欠けている彼女を一人で行かせるのはきっとマズイ。

　そう訴えかける本能に従うように、俺は即座に砂城を追った。

　標的は猫背のまま平和な顔でスマホをいじっていて危機感はまるで皆無。いち早く目の前まで接近した砂城は、まずその右手を思いっきりカウンターへと叩きつけた。

　バン！と、置かれたトレイを揺るがす強い衝撃が台の上に鳴り響き、恭介は何事かと驚きながら顔をあげる。

　当然のように店内には他の客がいて、突然の音に皆の視線が一斉に集中したのだが、あとは当たり前のように見て見ぬ振り。

「あんたさぁ、今ここで誰と何してたわけ……」

　激情のこもった低く強い声音に恭介という男は一瞬ひるむも、すぐさま状況を察知して自衛のため口を開こうとする。だが、憤怒の砂城はその行動を許さない。

「とぼけようとしたって無駄だから。たった今、アキと電話したばっかだからって言ったら、アタシが何を言いたいかわかるよね？」

「……だったらどうってわけ？　雅も俺と同じで次から次へとオトコ取っ替えてるくちだろ。ほら、雅の後ろで心配そうにしている財布君に言ってやれよ。これはただの同族嫌悪だって」

　恭介にそう言われて振り返った砂城が、初めて俺が追ってきていたことに気づく。

　どうにも財布君とは俺のことらしい。まったく初対面なのに失敬な奴だなコイツ。

　手に持っていたスマホをしまいながら、俺は胸中で嘆息する。

「雅さぁ、そんなナヨナヨした奴のことなんか別に本気で相手してないんだろ？　奢ってもらえるから相手してやってるって感じでさ」

　ちらりと俺を見た恭介が、悪い笑みを浮かべる。いわば立場をはっきりとわからせるための常といったところか。自分の方が上だと認識させるための。

「おっと落ち込まないでくれよ。現実ってのはいつも残酷なもんなんだからさ。お前らが大好きな二次元とは違って」

　……にしてもなんでこいつの中では俺が砂に好意を持っていて、しかも貢いでいる関係だと断定されているのだろうか。全く謎だ。

「気安く名前で呼ぶなし、気持ち悪い。つか今はアタシのことなんかどうだっていいでしょ。アキに謝って、別れる。アタシがあんたと話したいのはその約束だけだから」

　眉にしわを寄せ、親の敵を相手するみたく砂城が凄む。

「は？　なんで俺がそんな約束しなくちゃならないわけ。ってか、へへっ、約束するんだったらそれはアンタ等の方だろ」

「あ？　アタシがあんたと約束することなんて、他にないし」

「あるじゃんか。俺にボコられた惨めな姿を写メに撮られてバラまかれたくなかったら、ここでのことは誰にも言いませんって約束がさ」

　優位を滲ませ、恭は立ち上がってそう言った。

　組んだ拳をパキポキと鳴らし、運動部で鍛えたとみえるがっちりとしたガタイが俺達を見下ろす。悔しいがこれだけの体格差、ナヨナヨと評されるのも当然だ。

　どうにもこの男、俺と砂城だけなら勝てると睨み強硬手段に出たらしい。それを悟ってのことか、恭介が立ったと同時に砂城の腕組みは解除され、足が後ろに下がる。

　拳を握るその手が微妙に震えているのは──下手人への怒りというよりも、何もできず終いの不ない自分に対する憤り。そう思えると不謹慎ながら砂城のことがかわいく見えてきて、

「いや、それはあり得ないだろ。喧なら俺の方が強いはずだし」

　得意げな顔で頭上へと挑発を投げかける。

　気がつくと俺は、砂城をかばうように恭介との間に割って入っていた。

「おいおい、強がるのは止めといた方がいいぜ財布君。確かにここで男見せれば雅が財布君に惚れてくれるって可能性はあるが、まず前提として俺に勝てないだろ」

「いや、漫画なんかだとさ、明らかに強く見える方が負けるってのがセオリーなんだよな」

　小馬鹿にする笑い顔を、俺は平然とした態度で受け返す。

「なんなら試してみる？　俺は全然構わないけど」

「は？　テメー調子こいてんじゃねぇぞ！」

　不敵に笑みを浮かべた俺に、恭介が青筋を立てて怒鳴りつけた。

　この場合大声で叫ぶという行為は威嚇というよりも、ビビっていることを示す警報のようなもの。いわば犬の遠えみたく野性的な防衛本能からのアクション。いやはや学の無い連中は駆け引きという言葉を知らずに単純で助かる。頭の中がハッピーセットで。

　だから俺はじっと堪え、無反応のまま喧嘩相手を見つめた。












「──ちっ」

　それは睨み合い始めてから数秒後だった。

　大きな舌打ちを立てて恭の方から先に視線が外れる。

「くそがぁ！」

　自分の座っていた椅の脚を右足で強く蹴り飛ばし、それでもノーリアクションな俺を一するとどかどかと大で下の階へと下り去って行った。

　相手側の根気負けだ。

「……おいおい、女の方は置き去りかよ。ほんと、顔だけのクソ野郎だなあいつ」

　恭介の座っていた椅子に腰を下ろした俺は、何気なしに残されたポテトをひとかじりして肩をすくめた。お、塩抜きか、これはこれでなかなか。

　砂の方は、未だ展開が上く飲み込めてないらしく啞としていて──取りあえず、やるべきことはやっとくか。

　俺は肩をすくめてスマホをいじりだす。

「…………知らなかった。オタ島って、そんな自慢できるくらい喧強かったんだ」

　数秒間を置いて状況を把握した砂城が、感心したような視線を向けてきた。

　スマホをしまった俺は、その賞賛を鼻で笑って一する。

「んなわけあるかよ。ブラフに決まってるだろ。ブラフに」

「へ？　……じゃあもしもあのまま恭が引かず、乱闘騒ぎにでもなっていたら……」

「まぁ、間違いなく１１０番に助けを求めていただろうな。あんな運動部のエース張っていそうなチャラ男に、力で勝てる気なんて毛頭無い」

　即答。だが思い当たる節があって顎に手を置く。

「いやまてよ……俺には神様がついてるわけだから、案外なんとかなったかもしれないぞ」

「あー、アタシ知ってるわそれ。中二病ってやつでしょ。漫画とかアニメの見過ぎで頭がおかしくなるっていう───中学ん時クラスにオタ島と同じ病気持ってるやついたから」

　病気じゃねーよ！　ま、流石に信じないよな。本当に神様と親交があるだなんて。

「でもオタ島ってホント度胸あるよね。アタシに平気な顔で冗談言ってくる時もそうだけど、今みたいに手が出たら絶対に負けるって場面でも、涼しい顔して勝ち誇ってられるんだから。なにあんた、怖い物知らずってくちなわけ？　それとも単なるバカ？」

「いやいや怖いに決まっているだろ。ハッタリがバレた時点で負け確定なんだからさ」

　正直、内心ではかなりのヒヤヒヤものだった。両手を組んで早く終われと念仏のように唱えて祈る本当の自分が表面に出ずにすんだのは、氷涼の心の声で変にきょどらないよう、表情を固めることが多くなったからに違いない。

　あれのお陰で、俺にはすっかりポーカーフェイスの特技が身についている。

「なら、何で来たんだし。アタシはちゃんと、待ってろって言ったじゃん。それにこの話はオタ島とは一切関係なかったわけだから、スルーするのが当然つーか、関わりたくないって思うのがフツーなんじゃないの」

「はぁ……普通はそういうもんなのか……？」

「は？」

　よくわからないと小首を傾げる俺の頭上から、砂の訝しげな視線が降り注いだ。

「砂城が危険な目に遭うかもしれない以上、同行者としてただ指をくわえて傍観しているわけにはいかない──って思ったら自然と体が動いてて……それに砂城の方だって、怒りに任せて飛び出したはいいものの開き直るあいつ相手にどうすればいいかわからないって感じだったじゃんか。その証拠に、自分では気づいてなかったかもしれないけど指先が若干震えてたぜ。ぶっちゃけあんま、俺のこと強くは責められないんじゃないのか？」

「へ!?」

　からかうようにそう言うと、ハッと目を見開いた砂城が反射的に手を押さえた。ムスっとして何か言いたげなキツい眼しが向けられる。

「……余計なお節介だったかもしれないが、一応あの男との会話は一部始終録音しといてやったから、後で送っといてやるよ」

「え、いつの間に、そんなこと……」

「んー、砂城と合流するちょっと前くらいかな」

「でもなんでそんな刑事ドラマみたいなこと……例のはったりが失敗して恭にボコられた時ケーサツに泣きつくための保険？──ってことじゃ、アタシに渡す理由がないし……」

「ほら、あれだあれ。恋は盲目っていうだろ。だから論よりも証拠があったほうが少しは説得の難易度が下がるだろうと思ってさ。ま、必要ないなら消しといてくれ」

「え……？　じゃあこれってもしかしてアキのために」

「いや、それは違う。どっちかっていうとお前のためだ。友達のために頑張ったけど空回りで終わった──ってのは、現場にいた俺としてもこうモヤッとする後味の悪い結末だからな。その気まずさを昼休みに隣からお裾けされるってのもごめんだし。ま、そうならないための保険だ。あれ？　ってことはつまり、結局は俺のためになるのか……？」

「ふっ──」

　自問自答に陥った俺を見ていた砂が突然我慢できないとばかりに吹き出した。

「あはは──オタ島ってさ、マジやばくない!?　盗聴とかはったりとか、なんかむさいおっさんばっか出てるサスペンス映画みたいなノリでさ。ほんとオタ島、マジキモい」

「マジキモいって……それ、絶対褒め言葉とは違うよね」

「まー細かいことはいいじゃんか」

　目尻に涙を浮かべる砂城は、愉快痛快とばかりに笑いながら、俺の肩をばしんばしんと叩いてくる。

　割と本気の平手打ち。何俺は叩かれているのだろう？　さっぱり謎だ。

「んじゃ、一件落着ってことで、勉強の方に戻るとしますか」

　一歩踏み出して組んだ両腕を頭上に上げた砂城が、そのまま背伸びしながら進み出す。

　それに俺も続こうと席を降りて足を上げた途端、腕を正した砂城がふと立ち止まった。

「……それとオタ島、アタシ決めたわ。やるからにはアタシ、氷さんに勝ちたいって」

　背後の俺にそう言うと砂城は顔だけを横に振り向かせ、続けて口を開く。

「だからオタ島、覚悟しといてよね」

「おいおい、いくら強気がウリの砂城とて、それはちょっと夢物語すぎるんじゃないか。あと一週間でそこまで学力を上げるってのはなぁ……やる気になった瞬間水を差すようで悪いが田先生には手に余る目標だ」

　頼むからもうちょい現実味を帯びさせてくれと、俺は肩をすくめて辛に答える。

　すると、砂城からやってきたのは眩いばかりの笑顔だった。

　まるでお門違いもいいところだと、愚者を見つけて小馬鹿にするような。







「──いやぁ、正直めっちゃおもしろかったんだけど。アニメ映画舐めてたわ、マジで」

　ブレスの上映が終わり、シアターの分厚い扉をくぐり抜けた砂城の満足感漂う第一声。

　映画館のロビーを目指して隣を歩く俺は、嬉しくなって笑顔で返す。

「だろ。アニメだってあながちバカにできたもんじゃなかったろ」

「なーんか悔しいけど、ま、これに関してはオタ島の意見に同意だよ。アニメってだけで敬遠してた部分があったけど、これからはそういった偏見捨てることにする」

「うんうん。砂のそういう素直なところ俺は好きだぜ」

　俺がそう言った瞬間、砂城の目がびくっと見開いた。

「そ」

　砂城の歩く速度が上がり、一足先にロビーの方へと進んでいく。

　素で引かれてしまった……ま、俺なんかに「好き」と言われればそうなるわな。

　入場口の少し前で立ち止まっていた砂城は、俺が側まで近寄るのを待つと、調子を整えるようにこほんと咳いし、それから口を開き始めた。頰に若干赤みがあるように見受けられるのは、急な小走りをしたせいだろうか。

「んで、これの続編はいつやるわけ？」

「まだ具体的な日程までは告知されてないけど、予定では秋頃だな」

「そ。じゃあ公開されたらまた連れてってよね。オタ島にはアタシをブレスにはまらせた責任があるんだから」

「責任って……まぁ別に俺の方は構わないけど」

「おし、言は取ったからね。んじゃ約束！」

　軽やかな笑みを浮かべ、砂城はぎゅっと俺の両手を強引に重ねて握りしめた。

「それとオタ島、他にさ、オススメのアニメとかあったりしたら教えてよ。今んとこ今日の夜は暇してる予定だし。帰りにＤＶＤあるなら借りて見ようかなぁと。あ、なんなら今から一緒に──」

「ああ、それは駄目だな」

「へ……？」

「今砂城に勉強以外の誘惑を与えるってのは、お前から先生に抜されている身として、とてもじゃないが認可できない行為だからな。暇なら勉強しろ勉強」

「あ、あぁ……そういうことね……」

「ん？　ま、テストが終わった後なら、お前がマジキモいって連呼するほど、オタ島さんのオススメってのを大量に教えてやっから。その気があるなら覚悟しとけよ」

「ほほう。上等じゃん。期待させてもらうから。アタシをガッカリさせないでよね」

　おし、俺も言質取ったからな。どっぷりハマってもらおうじゃんか。

「とりあえずオタ島、それも約束ってことで。んじゃ、ずっとこのままこんなところで立ち止まってるのもあれだし、とりあえず出ますか」

　そう言って歩き始めた砂城と一緒に、シアターの入場口からロビーに移動する。

　──それは入場口を抜けて数歩歩いた瞬間だった。




「──えっ…………!?」




　パサリと何かを地べたに落とした音がして、それと同時に誰かの声が小さく上がる。

　俺と砂は同時に音のした方へ振り向いた。

　そしてその正体を捉えた俺達も、同じように声を漏らして──

「ひ、氷……？」




　俺の目の前にいた黒髪の少女は、どう見ても氷室涼だった。




　一度ちゃんと家に帰ってから映画館に来たのだろう。氷室の服装は、俺が先週プレゼントしたものだった。出会う場所がここじゃなければ、「着ていてくれて嬉しい。やっぱ似合ってる」と、嬉しそうな顔で言ってたに違いない。

　……ああきっと、今、ここじゃ、なければ……。

　そう、よりによって映画に誘った相手が、俺の誘いを断った上で、自らの意思で同じ映画を鑑賞しに現れている場面なのだから。

　先程の音の正体が、氷室の落としたらしいＡ４サイズの冊子──要するにブレスのパンフレットだったものだからもうそうとしか考えようがなくて──

　訪れる重い沈黙。

　三人の中でいち早く硬直から復活したのは、氷室だった。

　氷室は我に返るなりさっとパンフレットを拾い上げ、涼しげな顔で口を開き始める。

「あら、奇遇ね」（どどどど、どうして田君がここに!?　そそそれも、ななんでまた、砂城さんと──!?）

　驚している心の声からして、俺が映画館にいること事体が予想外ってことなのか？　それに何で俺の誘いを断った氷室が、映画館に来てるんだよ。しかも、ブレスを見に……。

「お、おう……」

　頭が真っ白だ。何も言葉が出てこない。

「今出てきたってことは、貴方達もこの映画を、ブレスを見に来ていたってことかしら？」（もももしかして、田島君からのデートのお誘いの内容って、ブレスを一緒に鑑賞することだったのぉおおおお!?!?!?）

「そうだよ。せっかくのチケットが余ってもったいなかったし」

　何だか不機嫌になった砂城がそう返す。

　すると氷室は、意味が分からないとばかりに瞬きを繰り返し──

「え、チケットが、あまっ……」

　が、その態度こそ意味が分からないと、砂が眦をつり上げる。

「は？　自分から断っておいてとぼけるのは、ちょっと酷いんじゃないかな氷さん」

「……え、ええ……そう、ね…………」

　少しまごついた様子の氷室だったが、数秒後には理解したというように小さく頷き、いつもの不敵な態度に戻った。

「なるほど、私がそのお誘いを断ったから、代わりにその場に居合わせた砂城さんを誘ったと」（ようするに、そうなるのよね。きっとそうなっちゃうのよね。砂城さんが来たのが恥ずかしくて逃げ出しちゃった結果、恐らくあの場での私は、こともあろうに田君からのデートのお誘いを──しかもこの状況と砂城さんの発言からするによりによって大好きなブレスを一緒に見ようというお誘いを断っていたことに……）

「ま、まぁ……そういうことだな。そ、その氷室には断られたし、それに何となく一人で行くのも寂しい気がして……」

　──んん!?　なんで、氷室、こんなにも自分のとった行動について驚いてるんだ？

　も、もしかして氷室、俺が映画に誘ったこと自体、全然気付いてなかったとでも？

　でも氷室、明確に俺の誘いを断ってたじゃんか。ああ、少なくともデートに誘ったことは分かっているはずだよな？　じゃないと、あの場で突然頭を下げられる理由が……。

「そう……誘ったことを、認めるのね……」（ち、違うの田島君。あの「ありがとう」と「ごめんなさい」は、デートを断るつもりで言ったのではないの！　私の不誠実な態度が原因で、田島君には辛い思いさせてばかり。なのに田島君たら、いつもと同じようにこんな愚かな私を側で支えてくれている。しかも愛想を尽かすどころか、より私に好かれようと頑張ってくれていて……だから私は決心したの、もうこんなのは終わりにしよう。一度しっかりと感謝とお詫びを伝えた上で、田島君からのデートを快諾しようって。そうじゃないと田島君に申し訳が立たないって。そしたらずっと心の中で復唱していたせいか、田島君と会話した瞬間、その気持ちだけが先行しちゃって……それで、あんなことに………）

　静かに嘆息した氷室の心の声が大慌てで弁明に走った。

　そういう、理由だったのかよ……!?

　つまりあの「ありがとう」と「ごめんなさい」は、デートの拒否などではなく、実は本心とは真逆の対応に対する非礼の謝罪と、俺の気持ちに対する歓喜だったから、心の声は聞こえて来なかったということだったのか。

　氷室の気持ちがたっぷりと込められていた言葉だったのだから。

　嫌われたのではなかったと判明してひとまず安……していられる場合にはほど遠く、

「にしても、ずいぶんと楽しそうな様子だったわね。好きな人にフラれたにしては、ちょっと立ち直りの早さが異常だと思えるのだけれど。要するに貴方、結局かわいい女の子なら誰でもよかったってことなんじゃないかしら」（ち、違う……なんでまた私ったら、こうも思っていることと違うことを口にしてしまうの……それも田君を批判するような態度で。こんなことが言いたいんじゃないのに。どうして私の口は、彼を突き放そうとするの）

　後悔する意思とは反し、本人も認めるように氷の表情は非難の相を浮かべていて、

「どうやら私の判断は正しかったようね。貴方のような軽薄な男からのお誘いを断った、私の選択は。一筋だなんて、全然噓っぱちだったじゃない。呆れたわ、ほんと最低ね」（なんで、なんでなの!?　私ったらなんで、一言ごめんなさいという言葉が出てこないのよ!?　どうして……余計なことばかりこうも達者に口が動いちゃうのよ……！）

　本音と建て前との葛。

　それら二つを同時に聞いている俺は、ほんとにどう口を開けばいいのかわからなかった。

　思考が上く纏まらない。

　そんな時だった。

「──最低なのはあんたのほうじゃんか！」

　砂が声を荒らげ、氷室に一歩詰め寄ったのは。

「さっきから隣で大人しく聞いてればさぁ、オタ島のこと好き勝手馬鹿にしてくれちゃって。あんた何様なのさ!?　さっきだってわざとらしくとぼけてからかって──好意を寄せられてるからってそんなに偉いのかよ！」












　胸ぐらを摑もうとせん勢いでにじり寄った砂。

　上げた大声がロビーにいた幾人かの客の気を引きつけたが、今の砂城がそんなことを気にする様子はなく、

「確かにさ、氷さんみたいな完超人からすれば、オタ島なんて全然取るに足らない相手なのかもしれないよ。たとえ元から見る予定だった映画に誘われたとしても、即座に断ってしまうくらいに」

　その言葉に氷室の眉が微かながらぴくりと反応を示した。が、砂城は気づかない。

「あんたがオタ島を異性として完全に対象外なのはよーくわかった。それはあんたの自由だし、アタシもどうこうは言わないさ。でもね、だからってこいつのあんたに好かれたいって、頑張ったその努力まで否定すんのはどうかと思うんだけど」

　沸き上がり続ける怒りを隠すこと無く、砂城は尚も続けた。

「好きな人から断られてショック受けない奴なんかいるはずないじゃんか。だからアタシは、勉強を教えてもらう代わりにせめて気晴らしにと、用意したチケットが無駄にならないよう付き合ってあげたってわけ。いい!?　誤解されたままなのむかつくから言わせてもらうけど、誘ったのはあくまで、アタシのほうからだから」

「……そう」

「『そう』って、あんたねぇ──」

　平然とした表情での対応に、糾弾していた砂城がますます苛ちを募らせる。

　きっとそれは、限りある可能性の中でも最悪と呼ぶに相応しいバッティングだったと思う。

　砂城はあの現場に、誤認するしかありえない形で遭遇してしまったのだから。

　氷室があの言葉を放ったのが、俺がチケットを出す直前ではなく、ブレスの映画に誘った後での──全てをふまえてから下された判断だったのだと。手に握られていたチケットを見て、話は終わったと去って行った氷室を見て、そう状況判断したに違いない。俺が映画デートを断られた光景なのだと。

　そして目の前の氷室は、俺がデートに誘った、しかもこの映画だったという事実を知って、内心でこれでもかというくらいに自分を責め立てている。けれども氷室は、砂城の前で引くに引けなくなっているのか、映画デートを断った体裁を貫こうとしているらしい。

「……人の努力を蔑ろに扱ってはいけない……確かに、貴方のいうことは一理あるわね。ではこうしましょう」

　砂城の意見を反し独りごちて頷くと、氷室は砂城の後ろにいた俺に視線を向けた。

「田君、時間が許すのなら、よかったら私と今からもう一度ブレスの映画を見ないかしら。もちろん、これは私からの奢りよ。デートのチョイスに、私の趣味を考慮してくれていたことに対する賞賛のね」

　試すような笑みを浮かべる氷。

　だが、その心境は真逆で、

（ごめんなさい。ごめんなさい。ほんとうにごめんなさい。いくら謝っても許してもらえないのはよーくわかってるわ。だからせめて、私にもう一度やり直しのチャンスを作らせてもらえないかしら……）

　涙が浮かびそうな懇願だったわけで……。

　氷室涼の真意と、川原で起こった食い違いの真相。

　全てを把握しているからこそ、その説明のしようの無さに俺の体は固まったままだった。

　それに、今ここで氷室に手を差し伸べれば、俺のためを思って声を荒らげてくれている砂の思いやりや善意を踏みにじることになってしまう……。

　……それに、たぶん氷室はわかってない。

　これがいつもの生徒会内での会話とは──二人きりでのやり取りとは違うことが──

「まぁ、断ったりはしないわよね。だって、最初にこのシチュエーションを望んだのは、他ならない田君なのだから」（お願い！　どうか一緒に……そしてもう一度、今度こそちゃんと謝れるチャンスを……）

　この遠回しな物言いが、砂城には当てつけとして捉えられていたことに。

「さ、それじゃいきましょうか田島君。もう上映時間までそんなに時間はないでしょうし」（ええ、ここは多少強引でも押し切らないと。でないと田島君が今度こそ本当に……）

　俺の無言を同意と取って早々と会話を切り上げ、氷室は行動を始めようとする。本当は切羽詰まっての強行突破。だが、その表情は極めて涼しげな、見る人にとっては不に捉えられても仕方ないもので──

　それが怒りを膨らませ続けていた砂城雅に、最後のとどめを刺す形となってしまう。

「あんた……どこまでオタ島の気持ちをバカにしたら気がすむのよ！」

　パシンと、砂城は氷室が俺に差しだそうとしていた手を勢いよく撥ね除けた。

　啞となる氷室に、砂城の明確な敵意が飛ぶ。

　チャラっとした外見に反し、砂城雅は恋愛に対して人一倍誠実な一面を持っている。

　そんな砂城が、さっきの友達のカレシだった男の浮気のように、俺からの好意を弄ぶかのような氷室の言動に怒り心頭なのは、きっと相手が誰であってもそうだったに違いない。

「もう行こう、オタ島」

「あ、おい──」

　砂城が有無を言わさず強引に俺の腕を摑み、ぐいぐいと引っ張り始めた。

　思考が停滞中で空虚な俺は、なすがまま彼女に連れ去られてしまう。

　自動ドアが開いた瞬間にふと振り返って見た氷室の姿は、顔こそは普段通りの無表情。

　でもそんな氷室が無意識に見せていた微かな挙動には、まるで飼い主に見捨てられた子犬のような哀愁が漂っていて──

　砂が俺の腕を放したのは、映画館のあった総合量販店の外に出てから、しばらく経った後だった。

「ごめん、オタ島！　アタシ氷さんの傲な態度が許せなくてついカッとなっちゃって」

　真正面から向き合った砂城が、勢いよく頭を下げる。

「せっかく氷室さんとデートするチャンスだったってのに……迷惑、だったよね？」

　上目遣いに俺の様子を窺う砂城。

　俺の所で砂城にこんならしくない顔をさせちゃ、いけないだろ……。

「……迷惑だなんてとんでもない。寧ろ礼を言いたいくらいだよ。だって俺なんかのためにあの砂城雅が怒ってくれたってんだからさ。だからその……ありがとな」

　面と向かって人に感謝の気持ちを告げるのは、告白するのと同じくらいに難しい。

　頰が熱くなって目が泳ぎ、それを隠すようにぎこちない半笑いになってくる。

「う、うん……」

　呆にとられたと言わんばかりに砂城が声をこもらせた。胸に右手が当てられたのは、眼前の照れ顔に対する「マジキモい」という感想を飲み込むためだろうか。

　流石に氷室の毒舌の後でこれは駄目だろうと。

「しっかし──」

　気を切り替えるように、砂城はご自慢の金髪を指先でクルクルと回しながら口を開く。

「マジでアイツなんなのさ。アタシ今日で氷室さんに対する印象がガラリと変わったよ。アタシらみたいな凡人のこと、マジで虫けら程度にしか思ってないんじゃない？」

　苛ちを発散するように吐き捨てると、砂城は神妙な視線で俺の相を貫いた。

「悪いけど、アタシはもうオタ島の恋に関して応援する気にはなれないから。……そう、絶対に応援したりなんか……」

　毅と断言したものの、何か最後の台詞だけは弱くはかなげにぼそりと。

「アタシがいうのもなんだけどさ、氷室さんだけは止めといた方がいいって。あいつ性格悪すぎっしょ。美人は性格が悪いっていう典型的なパターンじゃん。絶対に後悔するよ」

　氷室には悪いけど、あんな態度だとそんな見解もたれても仕方ないだろうな。

　──でも、見てしまったんだよな……。

　砂城に連れられていく俺を見送る氷室涼の姿。

　パンフレットを胸の中でぎゅっと抱きかかえて何ごとか葛しているその格好。

　まるで「行かないで！」と訴えかけているように、氷室の姿勢は前のめり気味だった。

　直前の不敵な態度がまるっと噓だったかのような悲しいその瞳が、今も俺の脳裏にはしかと焼き付いている。

　だから俺は……。

「……もしかするとそうなるかもしれない。それでも俺は、どうやら氷涼のことが諦められないみたいなんだ」

　曇り空から微かな日光が差し込む中、俺は自気味に言い放った。

　すると、砂からは意外な反応が返ってきて、

「ねぇ、なんでそんなにもオタ島は氷室さんを選ぼうとするの？　やっぱ顔、見た目がタイプだから？」

　何か、泣き出しそうな砂城の表情。もしかして……無謀な恋をしているように見える俺に感情移入してくれてるってこと、なのだろうか？

「……しかないよね。だってあの人、性格悪いし、それ以外にいいところないじゃん。それともオタ島には何か違うものが映って見えてるっていうの？」

　的を射るような砂城の問いに、俺は視線を外して答えた。

「……強いて言えば……甘え下手で……意地っ張りなところかな……だからこそたまに見せるレアな一面が、凄いかわいいっていうか、ま、そんなところ、かな？」

「は？」

　口をポカンと開け「それは誰のこと言ってるんだ」と訴えてくる砂城のその表情は……ま、まぁ予想通りの反応だった。

　砂城の言葉を聞いて不意に思い出した、俺が氷室を好きになった理由。

　そう、例の一年の時のバス遠足での出来事を。

　思い返してみれば、俺は最初から素の氷室涼葉の方に惚れていたんだってことに。

　あの登山の時に見た、いつもの氷室とはギャップのある一面が、素の氷室涼葉だったと。

　氷室の毒舌家でキツい性格は、紛い物の彼女の姿だった。

　だけど内実は全然違って、甘えん坊で意地っ張りだ。

　恋愛に奥手で好きな人とのちょっとした些な出来事に一喜一憂し、人一倍独占欲が強く何かあったらすぐに怒って拗ねたりとまるで幼児みたいな一面も持ち、人との距離感がわからないのか時々思ってもみない大胆かつアクロバティックな行動にでようとする。

　おまけに私服のセンスが強烈にダサい。

　それがクールな優等生の裏に隠れた本当の氷室涼葉。

　その一端が、あのハイキングでの憔した氷室に出ていたからこそ、あの一面に恋心を抱いた俺は、どんな氷室を知っても諦める気にはならなかったんだ。

　だから俺は胸を張って宣言することができる。




　面倒くさい性格をしたあの、あまのじゃくな氷室涼葉のことが、俺は好きなんだと。




「なんていうか、あんな面倒くさい性格だからこそ、逆に放っておけないって気にさせられる。側にいて支えてやりたくなる。これじゃ駄目かな」

　そう言って俺は苦笑した。

「支えるって、オタ島が氷さんを？」

「ああ。よーく考えて見ろよ。あの人って、あんな自分に自信たっぷりなくせして、未だに好きな人に対して、何もアタックしてないんだぜ」

　誰が見ても一、そんな好意のアピールは何も。

「確かにそう言われてみれば……好きな人がいるってだけでそれ以上の噂は全然聞かないし、そりゃ前から不思議には感じてたけど……」

「な、おかしいだろ？　ああ見えて意外と氷室ってさ、結構不器用なんだよ」

　でも受け入れるにはまだ何か足りないと、砂は首を傾げる。

「……ん？　支える、って…………」

　自分で言ったその言葉に妙な引っかかりを覚えてしまった俺はふと思案する。

　そして、それはすぐに閃いて、

「ああ、そっか、その方法があったじゃんか！」

　ああそうだ「支える」だ。この方法なら、氷室との距離を、ゆっくりにはなるけど確実に詰められるはず──

「え、なに、いきなり……」

「悪いけど砂城、俺、氷室のとこに戻るわ。ちょっと話したいことがあるというか、ま、そんな感じだ」

「え……はぁ──ほんと、オタ島のメンタルってダイヤモンド製だよね」

「はは、そうなのかもな。それじゃあな砂城。さっきは怒ってくれてありがと。嬉しかった。んじゃまた、学校で」

　そう言って足を踏み出そうとした瞬間、

「オタ島──」

　砂城が背後から声をかけてきた。

「アタシはさ、さっき言ったようにあんたと氷室さんの仲を応援したりなんか、絶対にしないから。これだけは……覚えといて」

「お、おう……」

　最後に砂城が見せた明るい笑顔の理由がわからず、俺はぎこちない返事しかできなかったのだった。

　俺は駆け足で氷室がいるはずの映画館を目指す。

　しかし、映画館のロビーには、当然のことながら氷室の姿はなかった。

　ブレスを見ているのかもしれない。そう思った俺は、取りあえず上映が終わるまで待ってみようと近くに座れる場所がないか辺りを見回し──その瞬間、スマホが鳴った。

　──着信。それはナンナからで、

『あ、愛ですか。こちらは無事に終わったので、涼の現在地をお知らせしようと』

『は、無事？　一体なんの話だ？』

『いやですねー。もしもの時はバックアップに入るっていったじゃないですか』

『……た、確かに、そんなこと言ってた気がするけど……』

『まーそんなことより、今大事なのは涼葉がどこにいるかじゃないんですか』

『あ、ああ。その通りだ。わかってるんなら是非教えてくれ』

『ですよね。では、涼葉の現在地ですが──』

　ナンナから氷の現在地を聞いてスマホをしまいこんだ俺は、すぐさまその場所を目指したのだった。

　俺の導き出した答えを氷室に伝え、新しい一歩を踏み出すために。





　　◆◆◆






　私の普通は、みんなが言う普通とは違う。

　そのことを自覚したのは物心ついた時だったかしら。

　何も難しいことは言っていないはずなのに、私に関わった誰もが「氷室さんは凄い」「私には無理」だとか口にしだして勝手に私を一つ飛び抜けた存在として敬うようになる。

　その結果、比較やダメ出しを恐れて共同作業や隣に並んで何かするのを避けるようになり、自己を守るようにして私の下から遠ざかっていく。

　──あの人、田愛斗君が初めてだった。

　それを痛感して尚、私の普通に応えようとしてくれた人は。

　恥や失態を見せるとわかっていながら、それでも逃げ出さずに隣に立ってくれている。

　そんな不思議な人は。

　私に対して意見や文句を言ってきたのも彼が初めてだった。

　へらへら取り繕うことしかしなかったそれまでの人達とは違い、愚痴や文句に所感、彼はきっぱりと自分の意思を述べてくる。

　きっとそれは対等に見ていてくれなければ、真っ向からは絶対に言えない言葉。

　私は嬉しかった。

　私と同等でいようとしてくれる、本気で私の隣に並ぼうとしてくれる、私を対等な相手として見てくれて、時には気遣いをくれて支えてくれたりも──

　そんな素敵な存在に出会えたことが。

　田島君への恋心を自覚したのは、一年生の秋に行われたバスハイキングの時だった。

　目的地はとある山の麓と、私のように私生活では運動のうの字もない体力が不足した人にとっては単なる拷問。ほんと、これの何に普段の授業生活から解放されての息抜き的要素が存在するのか、私には全くもって理解不能だった。

　当時同じクラスで、クラス委員だった私と田君は、列の最後尾につき、何かしらの不測事態が起きた時は先頭を行く担任へと連絡する役割を担っていた。

　自信家の自覚がある私にとって、きっとあの時ほど自分がクラス委員でよかったと感じた場面はなかったでしょうね……。

　だってその不測の事態ってのが、他ならない私自身に発生したのだから。

　元より体力が乏しかったこと、さらには急な斜面が幾度となく立ちはだかったせいもあり、疲弊した私はどんどんと隊列から引き放されてしまい、かなり遅れをとることとなってしまった。

　きっとあの時の私は、自分自身の不さに苛ついていたんでしょうね。迅速な行軍を訴える気持ちに限界だった肉体が背いた結果、みじめにも私は足をくじいてしまったの。

　そんな時だった、今まで文句一つ言わずに付き添ってくれていた田島君が本気の顔で叱り始め──そして、私をおぶって隊列まで連れて行ってくれたのは。

　彼の温かい背中に顔をうずめる私はしっかりと身に染みこませたの。




「ああ私、この人のこと大好きだなあ」




　──と。

　その後、彼と接する度にその思いは倍速で増していって、今では私の運命の相手は田島君以外にありえなくなっている。ええ、もう結婚が前提なのでは無く、結婚が断定でお付き合いしたいくらいに。

　それからの私は田島君ありきで学園生活を送っていたと思う。

　どうやったら彼が私のことを好きになってくれるか。

　どうやったらその……恋人になれるか。

　そればっかり考えていたと思うわ。

　生徒会長に立候補したのもそれが原因だった。もし二年で別々のクラスになったらそこで田島君との接点が途絶えてしまう。それを危していた私にとって、生徒会の存在は僥でしかなかった。

　立候補を決意した瞬間、私の恋する乙女の部分が囁いた気がした。最初は接点を保ってさえいればいいと思ってたけど、どうせならこれを田島君と放課後ずっと二人きりで一緒にいられる空間にしちゃいましょうって。

　他の役員を選出する権限は生徒会長に与えられるのだから、書記と会計は名前だけ貸してくれそうな人に頼んじゃえばいいんじゃないかって。

　その時、私が計算した二人で抱えることになる仕事量の多さは、どうもまた一般的な概念での普通とは違ったみたい。それでも付き合ってくれる田君ほんと大好き！

　そんな田島君が私を好きだと知った時、そう言ってくれた時、私の気持ちは天に昇る勢いで舞い上がった。

　氷涼の人生の中で一番嬉しかった特大イベント。

　でも──。

　なんでそれを断っちゃってるのよわたしぃぃいいいいいいい!?

　過去に戻る能力が私にあるならいますぐ、あの場に戻ってとりあえずあの時の私を殴りたい。ゴミみたいな言葉を並べていた私を這いつくばらせて黙らせたい。

　なんでああなってしまったのか。もうほんとに、ほんとに、ほんとにぃぃいいいいい!?

　あの時の田島君の、啞とした顔を思い出すと胸がきゅっと締め付けられる。

　それでも田島君は──私から離れていこうとはしなかった。

　あんな手ひどい突き放し方をしてしまったにも拘わらず、普段通りに接してくれるどころか要所要所に私へのアピールを詰め込んでくれていて。

　嬉しい。ますます彼のことが好きになる。

　だからこそ私は自分自身を変えなくちゃいけない。

　そう決心して川原で私は田島君に向き合った。

　感謝とお詫びの言葉。これらの言葉で今までの非礼を清算し、改めて一歩踏み出そうと。

　でもその結果は……気持ちだけが先走ったことによる大失敗。

　いえ、あれはもう大失敗ですまされるレベルじゃないわよね……。

　だって、あそこで私が上くやれていれば──あんなことには…………。

　ううん、それでもまだ挽は可能だったはずよ……ええ……私が、私があんな思っても無いことばかり口にしなければぁあああああああ！

　もう駄目だった。完全に詰んだ気がする。

　……砂さんの言ったことは全部正論。私だってきっと目の前で田島君をあんなにも蔑ろにされたら激怒してるだろうから。

　な、なのに、そ、それを他ならない私自身がやっちゃって…………。

　馬鹿は死ななきゃ治らないらしいけど……そうかもしれない。はぁ──

　陰なため息。

　映画を見る気分になんて到底なれなかった私は今、あてどもなく街を歩いている。

　さながらゾンビのように、理性も無くふらりふらりと。

　と、そんな時だった。

「やー涼葉。待ってましたよこっちに来るのを」

　ぱっと見で女子大生のような、そんな明るい顔の女性に声をかけられたのは。

「……なんで、私の名前を知ってるんですか？　貴方はいったい……」

　訝しんだ視線を送ると、彼女はパッと明るい笑みを咲かせ、

「私の名はナンナさん。あちらのテナントで占いの店主をしてるものです。気軽にナンナ、ナンナさんとお呼びください。お客様の深層心理を読み取るのが私の仕事。ですので親近感が湧いて話しやすくなるよう、ため口で構いませんから」

　ばっと差し向けられた手が、「ナンナさんの占いの館」という看板のある奇抜な建物へと向けられた。

　そういえば以前、佐さん達が話していた気がするわね。すっごい当たる、恋愛相談専門の占いのお店があるって。

「それで、その占いの店主さんがなんで、私の名前を？」

「ああ、それは常連の愛から聞き及んでいたからですよ。ちなみに私が下の名前でお客様の名を呼ぶのは、さっき言った親近感の一環です。他意はありませんのであしからず」

「それって……田愛斗君のこと、よね」

「はい愛斗からは度、涼への恋愛相談を依頼されていましたからね。その時、一度涼葉の写真を見せてもらったわけなんです。占いの一環として」

　えええ!?　田島君たら裏でそんなことしてたの？

　私に好かれる手段を知ろうとして!?

　なにそれなにそれなにそれ、嬉しいんだけど、凄く嬉しいんですけど！

「ちなみに、涼葉に告白しろと促したのも、実はナンナさんなんですよね。だって私の占いによると、二人はとっくに両いのはずなんですから」

　く、なんだか悔しいけれど、この占いが評判通りなのはほんとみたいね。ちょっと占ってほしいかも……。

「無言ってことは肯定ってことですよね。心配しないでも、愛斗には内緒にしておきますから」

　何そのにやけた視線、ちょっとイラッとくるわね。

「さっき待ってたと言ってたけど、それはどういう理由？」

「あーそれもナンナさんの占いがそう言っていたからってだけですよ。ナンナさんの遠くを見る力によると、涼葉が好きな人への恋の悩みを持ってこの辺りを通るはずだって」

　え、なんなのよこの人……？　きっと単におかしいだけの人なんだろうけど、偶然にしても当たってしまっているから怖いわ。

「……否定はしないわ。ま、それが田島君のことに関するとは限らないけれど」

「是非ナンナさんに占わせてくださいよ。今回のお代はもちろんサービスしますから」

「……そうね。タダと言うならいいかもしれないわね。私も年頃の少女である以上、その……やはりそういった面には興味を持っているわけだから……」

　私らしくない。普段なら絶対に断っているはずの、こんなあからさまなセールスにのっかったのは──きっと、そこまでしても欲しい答えがあったからだと思う。

　それと──えへへ、田君と同じ体験をするのも悪くないと思って。

「ではではどうぞ、ナンナさんの占いの館へ」

　明るい笑みを咲かせ、一足先にナンナは店内へと消えていった。

　私も店内へと足を運ぶ。

　そこはまるで魔女の工房といった雰囲気の妖しい空間だった。

　ちょっと躊躇いがあったものの、用意された丸い椅にちょこんと腰を下ろす。

「ささ、それでは占いを開始しましょう。今回は涼の恋愛について、占わせて貰います。それではまず涼葉の顔から直接、貴方の情報を読みとることにしましょうか」

　そう言うとナンナはしばらくの間、その人受けのよさそうな愛想のいい相で私の顔をじっと見つめた。

　なにかしら。このどことなく漂う、全てを見透かされているような、そんな神秘的な感覚は。これは期待していいとそう私の心が囁いている気に──

「ふむふむ、まず涼葉、貴方にはずばり今、好きな人がいますね」

「はぁ……それってさっきの私との会話から仕入れた情報よね。確かホット・リーディングって技法……前に一度テレビで見たわよ」

　というか、私さっき相手が田島君だと一応認めてるじゃない。

　もしかして馬鹿にされてる？

「そして、涼葉は最近その好きな人と妙に仲のいい女の子の存在が気になってたまらないでいる。どうです、当たってるんじゃないですか？」

「……それも私知っているわ。いわゆるバーナム効果というやつよね。誰にでも当てはまりそうな事柄を、あたかもその本人だけに当てはまるように指摘するという、貴方のような胡臭い占い師がよく使うテクニックの一つの」

「つまり今のナンナさんの指摘は的中していたというわけですよね」

「好きな人が異性と話していたら気になるのは、人として至極当然な感情だと思うのだけれど」

　はぁ……どうやら全くの期待外れみたいね。下らない茶番だったみたい。

　私の失望が、深いため息となって外に出る。

　するとナンナは、次に口を開く寸前にふと顔を和らげた。

　まるでここからが本番だと言わんばかりに。そう私に寒気のような感覚を伝わせて、

「貴方は生まれ持つ恵まれた才覚のお陰で何でもそつなくできてしまった結果、明らかに優劣の開きがあり、会話に溝が生まれやすい同年代の人達とは、気がつけば特に友好を結びたいとは思わなくなってしまっていた。どうです。これも、当たってるんじゃないですか？」

「ええ。肯定するわ。でもこれが私の恋愛に関してどう関係があるというのかしら」

「実はこれが、一番の大問題なんですよね」

「へ……？」

　私の胸にふと走った妙な鼓動。まるで見せたくない部分を覗かれたかのような。

「いいですか。涼はこと高校生に至るまで、人付き合いや人間関係に全く興味が無かった。まぁ当然ですよね、貴方にはそんな要素が必要なくても生きていけるほどの、素晴らしいステータスが備わっていたのですから。いやあ羨ましい人生ですね。人目を気にせずに胸を張って生きられるってのは。涼葉のように強い人で無ければ不可能な所業ですよ」

　一口を閉じ表情から笑みを消したナンナは、「ですが──」と断りの言葉と共にその羨を一した。

「高校生になってその価値観は一変する。だって涼葉は一緒にいたいと、交友関係を築きたいと、そう思える人に出会ってしまったのだから。しかもよりによって恋という形で」

　私はずっと無言のままだった。何も言い返せなかった。

　無意識のうちに胸へと添えられていた右手。そう、まるでこれ以上覗かれるのを防ごうとするように。

「本来なら純粋そのものな幼少期の頃無意識に覚える人付き合いの基礎を、涼葉は全く身につけてこなかった。仕方がなかったといえばそうなんでしょう、だって今までの涼葉の人生には必要のない代物だったのですから。そうですね、例えばですね──」

　考えるように、ナンナは右のほっぺたをぷにっと人差し指でさした。

「涼葉は、信号機や標識なんかがそうであるように、一般的に赤が異常で青が正常を示す色として扱われていると、いつからそう認識するようになったのかを思い出せますか？」

「それは……おそらくは小っちゃな頃としか……」

「ですよね。でもそれを覚えなければ生きていく中で支障が出る、身に危害が及ぶかもしれない、だから赤とは一般的に危険や重要を示す色なのだと自然と身についていった。これは人の感情に対してだって同じなんですよね。どれが喜びでどれが怒りと判断してどう対応すれば相手は気をよくしてくれるのか、どうすれば友好を築くことが可能なのか、いつそれができるようになったかと聞かれても物心ついた時としか言えないでしょう。まさか練習した記憶があるだなんて、そんな人いるわけないでしょうし」

　苦笑するナンナ。私の動はより嫌な方向に加速を覚えていく。

「ですが涼葉、貴方はその手段を全くもって知らない。どういう手順でどう自分の好きな人に寄り添ったらいいのかを、どう歩み寄るべきなのかを」

　ほんと、なんなのよこの人！　なんで会ったばかりの相手にそこまで言われなきゃ──

「そ、それが何だと言うのかしら。もし仮にそうだったとしても、彼の方から歩み寄ってくれれば万事解決なわけじゃない。そう、私には人を魅了する才能もあるの──」

　完全に図星を指された私は狼狽えながらも、それでも自尊を保とうと口を開く。ああ、ほんと愚か……。

　しかし、ナンナはそれを遮って温かな目をして私の右手を両手で握り、

「でも涼自身、それでは駄目だという自覚がおありなのでしょう。どうにかしたいと、でもやり方がわからずもどかしくてたまらないと、貴方はそう思っているのでしょう。今まで必要なかった、感情を素直に表に出す方法が知りたいと」

「っ──!?」

　私が無意識に出していたのは、声にもならない声だった。

「じゃないといずれ──いえ、その顔はもうとっくに後悔を知っているって顔ですね」

　大きく目を見開いていた私に、ナンナが優しい表情を向けた。

　もう降参するしかない。そう本能に告げられるがまま、私はか細い声を出していく。救いを求めて。

「……だ、だったら、どうすればいいのか、そこまで自信満々に言ったからには知っているのよね。その術とやらを」

「どの術ですか？　涼葉は結局、好きな方とどうなりたいとお思いなのですか」

「その……恋人に……」












「で、恋人になって、どうしてもらいたいのです？」

「それは……その……」

　羞が頰の筋肉をとりもちのようにへばりつかせて拘束する。

　……でも、言わなきゃ。ええ、はっきりと意思表示してやるのよ。でないと、前に進めない。こんなどうでもいい他人にさえ躊躇ってちゃ、とてもじゃないけど田君に想いなんて伝えられないわ！




「私は、素の自分を受け入れて包み込んでもらいたい」




　そう。初めて対等な人として私に手を差し伸べてくれた田島君に、今度は氷涼個人を受け入れてもらいたい。

　……もちろん、特別な感情込み込みで。

　自分の思いを口に出した今、ようやくわかった気がする。

　どれが私の進む道なのか。少なくとも乗り換えなしで恋人まで辿り着ける新幹線には乗っちゃいけないってことに。

「そうですか、そうですか」

　満足そうな笑顔を浮かべるナンナ。

　何そのご馳さまでしたとでも言いたげな表情。……ちょっとムカつくわ。

「でしたら、ナンナさんからのアドバイスは一つだけ、分を弁えること。初期装備でドラゴンに敵うわけありません。地道にスライム倒して経験値稼ぐところから始めましょう」

　要するに、今の私じゃ絶対にその願いは無理ってこと。

　ええ、もうわかってるわよ。言われなくても。

　今の私じゃ、たとえそんな関係になっても田島君に苦労と不快を与えるだけだって。

　深い仲になりたければ、それ相応の手順を踏まなきゃいけないって。

　ええ、だから私は、手始めに──

「さて、ここでナンナさんから最後の占いです。涼葉の好きな人の現在の様子ですが──どうやら貴方のところへ戻ろうと、映画館を目指しているようですね。そうですね、ここを出て真っ直ぐ行った先にある噴水広場へ向かうのが吉かと」

　揺るぎない微笑み。ほんと、この人何者なわけ？　なんで私、信じても大丈夫って気になってるのかしら。

「ささ、思い立ったが吉日というやつですよ」

「……わかってるわよ。そんなこと」

　急かされる苛ちを、隠すことなく私は返す。

　そして、立ち上がって扉の前まで行くと、にこにことした顔で見送るナンナへと、一度顔を振り向けたのだった。

「……一応、お礼は言っとくわ。ありがとう」

「いえいえ、これが私の仕事ですから」

　それは不思議な感覚だった。

　明るい笑みで放たれたナンナのその言葉が、私には別の何かを指し示していたように思えてならなかったのだから。





　　◆






　ナンナが教えてくれた氷の居場所は、総合量販店を出て駅側へと戻る間にある噴水広場だった。

　街の中央となるちょっとした休憩場。到着した俺は足を止めて辺りをぱっと見渡す。

　が、周辺の人みの中に氷室の姿は見受けられない。

　俺はひとまず、息を整えようと膝に手をつき肩を上下させた。

「た、田君？」

　耳に飛び込んできたのは聞き覚えのある透き通った声。はっと顔を上げる。

　すると、俺の目に映ったのは慌てて駆けつけた様子の氷室だった。

　胸に手を当て、はぁはぁと息を切らしている。

「……とりあえず、よかったよ。会うことができて」

「……その、田島君……」

　躊躇いがちに切り出し始めた氷室は──次の瞬間、ええい、ままよと言わんばかりに、頭をばさっと勢いよく下げたのだった。

「さっきはごめんなさい！」

「え……？」

「私、別にあそこまで言うつもりは──いえ、何を言い訳しても貴方への非礼は許されるわけではないもの……砂さんがあそこまで怒るのも……仕方ないことだわ……」

　そう言い終えて顔を上げた氷室は、何かに怯えるように微かに震えていた。

　氷室の本音に、嬉し恥ずかしさを覚えた俺は頰をかきながら口を開く。

「いいよ別に。氷室が映画を見ずに俺を探してくれていた。その事実だけで、もう十分だから」

「そう……それと、田島君のお誘いを断ったのは別に貴方が嫌だったからではないの……それだけは覚えておいてもらえると……その、助かるわ」

「お、おう……」

「……まぁ、色々とあったのよ」

「色々って、どんな？」

「い、色々は色々よ」（も、黙秘権。ここは黙秘権を発動させてもらうわ）

　ムッとなった氷がかわいく見え、つい苦笑が零れてしまう。

「な、何かしらその顔。はぁ……これだから田君は異性にモテないのよ。それに、誰が貴方の告白なんて受け入れたり──むぐっ！」

　毒舌を吐こうとしていた氷室が慌てて口を押さえた。顔を横にブンブンと振って、出かかっていた言葉を飲み込む。

（あ、危なかった……またせっかくのムードを台無しにするとこだったわ）

　それから氷室は一度頷く素りをしてから、きりっと正した目を向けた。

「田島君。その……いい機会だから言っておこうと思うの。これからも、その、私といることが多いでしょうし」

　そう切り出した氷室はすっと胸に右手を当てた。

「私が口にした内容は、七割方は建前で、本心から言っているものではないから。それを覚えておいてくれると、その……あまり真に受けすぎないでくれると、助かるわ」（……流石に全部逆です！　とは、いきなりすぎて言えなかったわ……でも、これで少しは、伝わったわよね……）

　心配するな。もうとっくに知ってるから。

「了解だ。これからは話半分で聞くことにするよ。特に俺へのダメ出しの部分は全部」

「ふふ、あくまで三割は真実なのは本当だから忘れないように」（いずれはちゃんと、田島君に本音を話せるように頑張るから）

「ああ、わかってるって」

「ふふっ」

　本音と建て前、その二つに答えるように胸を張って頷いた俺に、氷室が微笑し、俺達はしばらくの間、互いに笑った姿を見せ合った。

　それが終わると、二人の間には沈黙が訪れて、

「…………」

「…………」

　氷室がじっと、俺のことを見つめている。

　憂いと儚さ。そんな二つの印象が強い、いつもとは違った氷室の神秘的な表情にすいつくように目を奪われ、ピシリと動かなくなった俺の体。

　おい、いつまでも固まってる場合じゃないだろ。言うんだ俺！

　胸中でぶんぶんと頭を振って自分を鼓舞し、切り出そうと喉を動かしにかかる。

　が、それを始めたのは目の前の彼女もで、

「なぁ、氷室──」

「あの、田君──」

　決心はもう止まらないと二人の言葉はほぼ同時に放たれる。




「俺と、友達から始めてくれませんか？」

「私の友達になってみませんか？」




「えっ？」

「は？」

　顔を見合わせて啞となる俺達。

　そしてまた発生する謎の間。

　それを乗り越え、俺達は会話を再開させる。

「……で、田島君、今のは？」

「言葉の通りだ。俺と友達から始めてほしいっていう──」

　二回目は恥ずかしい。そう頰を搔く俺。

　友達から始める、それが選んだ選択肢だった。

　そこから徐々に、ゆっくりと仲を深めていこうと思ったのだ。

　氷の恋愛が成就するよう、他ならない俺自身が支えて行くのだと。

「氷室こそ、俺と似たようなこと口にしてたよな？」

　ああ、気のせいじゃなかったはず。

「ちょっと違うわ。私のは『友達になってみませんか』よ」（うん、そこからちょっとずつ、田島君には私を知ってってほしいのよ。そうやって無理に意識せず徐々に距離を縮めていければ、私はきっと素直な自分を出せるはずだから）

　指を口の端にあて、ふっと笑う氷室。

　どうやら氷室の方からも、俺と向き合うための答えを、出してくれていたみたいで──

　心の声が先に打ち明けているとは知らない氷室は、いつものすました優越の顔で事の経緯を説明し始める。

「田島君、私、好きな人がいるのよ」（驚かないで大丈夫よ。安心して、それは貴方。いつかきっと打ち明けるから）

「おう……それは前にも聞いたな」

「でもね、私こんな気持ちになったの初めてで、その人とどう接すればわからないのよ。その、今まで同性相手ですらろくに仲良くなった経験がなかったから……」

　下向きの目線で放たれたのは、紛れもない彼女の悩み。

「だから田島君には、その練習に付き合って欲しいのよ。私、氷室涼が、素の感情を出せるようになるための訓練として。人生初めてとなる友達作りの」（田島君には、素の氷室涼も好きになってもらいたい。だから、単なる我が儘なのかも知れないこのお願いをどうか受け入れてほしい）

　俺はもう素の氷を十分好きになっている。

　ほんとはそう言いたい。でもそれだと俺の認識の押し売り。それでは意味が無いんだ。

　態度や行動の積み重ねでふたり共通の認識を作り上げるのだと、そう決めたのだから。

「それに一番適任なのは、学園で一緒にいる時間が長く、しかも異性である貴方だという結論に至ったわけよ」（いずれちゃんと話すから。ずっと前から田君が好きだって。だから、そうなれるために私に付き合ってほしいのよ！）

　にやりと得意げな表情。ただ、スカートに添えられた左手はくしゃりと強くその布地を摑んでいて、まるで恥ずかしさを堪えているようだった。

「氷室と友達になれるのなら喜んで──っていいたいところだけど、それってようするにお前の恋を応援するってことだろ。それだと友達から始めていずれは恋人になりたい俺としては、ちょっと困っちゃうお誘いに──」

「あら、そんな妙な心配はしなくてもいいのよ。貴方にはちゃんと、素晴らしい報酬をあげる予定だから」

「素晴らしい報酬って？」

「ふふ、それは内緒よ」

　どうにもそれは、本心からの〝お楽しみ〟らしく。

「んじゃ、楽しみにさせてもらうとしますか」

「ええ、賢明な判断よ田島君」

　俺達は目を合わせてにっと笑う。

「じゃあ、俺達これから友達だな氷室」

「ええ。色々とよろしくお願いするわね。田島君」

　握手を交わした瞬間の氷室の表情は、今までに見たことないくらいの笑顔だった。

　それは正解に辿り着けたからこそ手に入れた宝物。

　変に意識してないからこそみせた自然体の氷室涼葉だったに違いない。

　クールと甘えん坊、表と裏の姿を併せ持つ──

　そんなあまのじゃくな氷室さんの、表裏一体の素晴らしい笑顔を！






エピローグ









「──あーもうマジムリ頭痛い、ちょっと休憩！」

　聞き飽きた砂の言葉が耳をノックした。最ため息しか出てこない。

「おいおい……さっき休憩したばかりなんだけど」

　時刻は月曜の放課後。テスト週間に入って生徒会がお休みの俺は、教室で砂城の勉強を見ているのだが。

「まーまー細かいことはいいじゃんか。この休憩が終わったら今度こそ本気だすからさ」

「っていってもなあ。もう後十分程度だぞ。急な話で悪いけど、俺にこの後友達との予定が入ってしまった以上、今日はこれでお開きかな」

　教室の時計をちらりと見て、机に肘を突いた俺は、呆れながら言葉をとばす。開始から一時間もしてないのに二回休憩はちょっとなぁ……。

　すると、きょとんとした表情で砂城が俺の顔を覗き込んだ。

「……ねぇ、オタ島。やっぱあの噂って本当なの？」

「は、噂って何が？」

「とぼけんなし。今日一日中話題になってる、あんたが氷さんと友達になったって噂に決まってるじゃん」

「あーあれね……」

　わざとらしく頰を引きつらせる。

　高校生のたまり場になっているショッピングモールで、ああも大胆に行動したわけだから当然誰かに──よりによってまたもや佐に見られてしまっていたわけで。

　朝の内に瞬く間に広がった目撃情報。真相を問いただすべく誰かが氷室本人に凸したらしい。……まぁ十割方あのポニテ女の仕業なんだろうけど。

　そこで氷室がはっきりと断言したらしい。「この度田君とは友達としてお付き合いさせていただくことになった」と。もう相手が俺じゃ無いとほんと無敵だよねあの人。

　何だか芸能人が自らの熱愛報道を誤すために用いる言葉と酷似している気がするが、淡泊な彼女の表情から、それが事実として広がりを見せたのである。

「事実もなにも、さっきから俺は言ってるだろ。友達と用があるから今日は早めに切り上げさせてもらうって」

「そ。ま、あんたがそれで満足してるってなら、アタシからは特にどうこう言わないけれど、氷室さんの取りあえずキープっていうその精神はやっぱむかつくわ。悪いけど」

　悪態をつく砂城に俺は「はは」と乾いた笑みで返す。まぁそうなるよな、経緯の殆どを直接目だけで見てきた側からすれば。これまでの氷室が氷室なだけに。ただでさえ周囲からはあまりのしつこさから妥協案で降伏したって噂されてんだから。とほほ。

「んじゃ、悪いがそろそろ時間だから俺は行くとするわ。また明日な砂」

「おーう」

　気げにスマホをいじる砂城に向かって立ち上がりそう告げると、俺は教室を後にしようと歩き出す。

「あーオタ島、一つだけ言うの忘れてたわ」

　そう砂城が俺を呼び止めたのは、丁度教室から廊下に出る寸前であって。

「アタシも本気で大学目指してみることにしたから、その……これからも色々とよろしく」

　照れを隠すように目線をスマホに固定し歯切れの悪そうに言ったのは、茶すのが大好きな砂城には似つかわしくない、えらく真面目な内容だったためだろうか。

「おう、任せとけよ。できる範囲でになるが、極力協力すっからよ」

「そ。んじゃよろしく」

　廊下へと出た俺は、自然と駆け足になって学校を去り目的地を目指していく。

　友達との集合場所。それはとあるカフェで──

「遅いわよ田君。まったく、どうやら時間にルーズなのはプライベートでも変わらないようね。もう紅茶がすっかり冷めているのだけれど」

　先に来ていた俺の友達、氷涼からの厳しい視線。

　しかしながら心の声はというと、

（よかった。約束通り五時にはちゃんと来てくれて）

　待ち合わせが成立して安する、そんな恋する乙女の嬉としたものだった。

　俺はにやつきたい衝動を腹の奥に押し込みながら、悪いと苦笑して対面に座る。

　ちなみにこの現象についてなのだが、「涼葉が会話の八割を本音で喋れるようになるまでは、何かと都合がいいでしょうしこのままにしておきます」と、長期戦が決まってゲームする時間が減るとしょぼくれていた女神様にそう告げられ……まぁ現在に至る。

「よくわからないけれど、友達ってのはこうやって放課後に適当なお店に入り、特にこれといった用件や目的もないまま生産性皆無な会話をするのが普通らしいわね。さ、田島君、何かお題を提供しなさい」（ふふ、生徒会の無い日にも一緒にいられるって素晴らしいわよね田島君。寂しい思いをしなくてすむのって）

「そーだな。普通は趣味とかテレビだとかそういった共通の話題で盛り上がる感じだな」

「趣味にテレビね……」

「ま、そこらへんは正直、友達だろうと恋人だろうとあんまし違いのない部分かもな」

「ふむ、どうせなら折一回目なんだし、もっと友達らしいことをしてみたいわね」（生徒会じゃできなそうなのがいいわね）

「友達らしいってなんだよ？　正直俺には友達と恋人の定義の違いってのがサッパリなんだけど」

「……そうね。めでたくも好きな人とお友達関係になった今のハピ島君には、幸せすぎてその余りにも大きな違いに目が行き届いていないんでしょうね」

　洗濯物が乾かせそうなくらい天れな頭。そう言わんばかりにほくそ笑む氷。

「大きな違い？」

　わけがわからず小首を傾げた俺。すると氷室はぴんと人差し指を立てた。

「ええ。まず、友達は手をつないで歩いたりなんかしないわ。ふふ、残念だったわね」

　と、ドヤ顔でそんなことを言い放って、

「それからキスも当然ね。ここは日本だもの。後は……ペアで物を揃えるって行為も、単なる友達同士としては少し行きすぎた行為でしょうし。ああ、それから今後二人で学園外で会う約束をしたとしても、それは友達同士の遊びの約束であって、決してデートでは無い。それは頭に入れておいてほしいわ」

　本心から茶して楽しんでるって感じだけど……これ、一つ噓が混じってるよね。

「お、おう……肝に銘じておくよ……」

「ふふ、想像してたのと違って落胆してしまったかしら。ざまあないわね」

　俺の啞を勘違いして受け取った氷室から悪戯っぽい微笑みが送られる。

（ちょっと残念だけれど、でもでも何事にも境界は必要だと思うの。今の私達は友達なのだから。……やっぱり残念だけれど）

　どうもこれらは、氷室の本心に基づく感想だったらしい。

「で、でもね田君……」

　それは氷室にしては珍しくもしおらしい切り出しだった。

「と、友達はその……一緒に帰るのはオッケーなのよ！　それから買い食いとか、寄り道も。も、もちろん校則の範囲内での話だけれど」

　終始明後日の方向に泳いでいた視線。

　つまるところ「今後生徒会が終わったら一緒に帰りましょう」と伝えたかったらしく。

　ちぐはぐでありながらも本心だったその声。

　それってもうデートの域じゃないの──と思うもグッと堪えて我慢する。

　だって俺はまだ、あの奇なプロローグをようやく終えたばかりなのだから。

　まずはゆっくり日常パートを進めるのが先決なのだ。

　学業に励み、生徒会をこなし、そして友達と駄って楽しさを共有する。

　そういった俺達二人の新しい日常を。
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　　でも女の子は冷たい方が好みだったり……クールキャラの甘い一面ってサイコーですもんね！

　　よろしくお願いします。




　イラストレーター

　うなさか

　　車とインコが好きなイラストレーター。

　　原画やイラスト・同人で活動中。

　　嗜む程度にサーキットやジムカーナも走ります。

　　愛車の走行距離が25万㎞を超えてしまいましたがまだまだ頑張ります！

















　　カバー・口絵・本文イラスト／うなさか

　　装丁／AFTERGLOW
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『君たちは、とある強大で理不尽な帝国に反旗を翻した大馬鹿者だ。

　戦力差は歴然。付け入る隙など微もないが──しかしそうだな、君たちの勇気に敬意を表して、とっておきの情報を提供するとしよう。




　勝利を摑みたいのなら、姫を殺せ。

　愚かなれど頂点たる現王が溺愛する〝愛〟を、彼の唯一の〝弱点〟を──叩き潰せ。




　──ここに、そのための道筋を三つ用意した。




　一つ。

　城下に散らばった五つの〝呪われし秘鍵〟を揃え、古の祭壇に捧げよ。

　さすれば、建国の王が封じた〝緋〟が目を覚まし、迷いなく姫を穿つだろう。




　一つ。

　微かな反意を抱く〝王の腹心〟四名を唆し、味方に引き入れ〝反乱軍〟を結成せよ。

　さすれば、姫は孤立する。父と違い繊細に過ぎる彼女は、そこで自ら逝くだろう。




　そして一つ。

　君たちの手で直接──姫の首を刈り死骸を晒せ。




　以上だ。いずれかの条件を最も早く満たした者が、この内紛における勝者となる。




　反逆者は合計百名──君を含めて百名ちょうどだ。協力してもいい、対立してもいい、不干渉も手の内だろう。とにかく、あらゆる手を尽くして姫を殺せ。

　死に物狂いで死なせてみせろ。




　……さて、そろそろ理解していただけただろうか。

　もし君たちがこの質問に肯定を返すなら、僕はここらでお暇することにしよう。充分に説明はしたことだし、それに、ＧＭがいつまでも出張っているのは美しくないものだ。

　さあ──それでは。




　ゲーム、スタートだ』
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　　　♭



『────』

『────けて』

『────たすけて、ください』





　　　♯



　声が聞こえた気がした。

　内容はうまく聞き取れなかったし、俺に向けた発信なのかも微妙なところだし、そもそも幻聴の類かもしれないけど、とにかくそう感じた。

「……気のせいか？」

　部屋の中を一周した視界には、特に妙なものは映っていない。ＰＣやノートで埋まった勉強机、それなりに清潔なベッド、漫画と小説と参考書（のカバーに包まれた成年コミック）が雑多に並んだ本棚。

　いつも通りだ。座が潜んでいる様子もない。

　……いや、それは当たり前なんだけど。

「じゃあやっぱり幻聴か。疲れてんのか俺？　若いってのに情けない」

　はーやれやれ、と肩を竦めてから、俺は机の上に置いてあるスマートフォンに手を伸ばした。実際のところ、疲労が溜まっているとしたら昨夜からの徹夜が原因だ。三連休だからって五十冊近い漫画をレンタルしたのは失敗だったか。

「あんまり面白くなかったし……っと」

　本棚管理アプリを起動し、未所持コミックの欄にタイトルと点数を打ち込んでいく。

　星一つ、二つ程度の辛口評価を終え、大きく伸びをしてから漫画を片付けようと腰を浮かしたところで──ふと気が付いた。

「そうだ、確かこれはまだ記録してなかったよな」

　積み上げられた塔の一番上、一昨日ＴＳＵ〇ＡＹＡから戻ってきてすぐに読破した異世界系ラブコメに視線を向ける。うん、そう言えばこれは当たりだった。星四つくらいはくれてやらねば。

　ついさっき充電台に戻したばかりのスマホにもう一度触れる。電源ボタンを軽く押し込み、現れた３×３のパターンロックを解除する。

　解除……ん？

「やべ。間違えた」

　操作ミス。多少テンションの上がっていた俺の人差し指は、勢い余って正しい軌道から逸れていた。結果完成した図形はアルファベットのＺに似た形状で、俺が設定しているパターンとは全然違う。

　ただ、まあ、そうは言ってもこんなのはよくあることで、スマホだってロック解除を間違えたくらいで機嫌なんか損ねない。すぐに再入力を要求する画面に戻るはずで、だから俺はじっと手の中の液晶を見つめていた。

　──異常はそこからだった。

「え？」

　ぐにゃり。アニメ映画の背景を加工した壁紙の画像が突然歪み始めた。中央に描かれていた建物が渦に吞み込まれ、外縁部の青空や自然も見る間に侵食されていく。

「って、お、おお……っ!?　なんだこれ。動けねえ、ぞっ」

　拘束されているわけでもないのに、強烈な力に抑え込まれて指一本すら動かせない。

　いや、抑え込まれると言うより……吸い取られている？　吸い込まれている？　もしそうだとしたら、一体どこに？　瞬きを禁じられた視界で変わり続ける画面を睨み付けながら、必死に思考を働かせる。

　しかし。

　無情にも、と言うべきか──その足きはどこに届くこともなく。

　ほんの数秒後、俺の意識はぱったりと途えてしまった。

『……──ようこそ』

　だから、真っ暗な闇に覆い尽くされた端末の中心に、ぼんやりとした白抜きの文字列が浮かんでいたことになんて、気付くはずもなかったんだ。

『ようこそ、新たなプレイヤー』





　　　♯



「…………」

　刹那の暗転を経た俺が怖目を開くと、何かそこは自室ではなく近所の公園だった。

　やけに閑散としている。祝日の昼前だというのに親子連れの一組も見当たらない。

　どちらかと言えばブランコの脇で所在なさげに立ち尽くしている俺の方が妙だ、という意見には全面的に賛同するが、そんなのは俺に言われたってどうしようもない。

「夢遊病なんてオチだけは勘弁だぞ」

　茶すように口を開いて──途端に痛烈な違和感に襲われた。

　なんだ？　おかしい。絶対に、決定的に何かがズレている。それなのにその〝何か〟が分からない。もどかしさは瞬く間に気持ち悪さへと変わり、俺は思わず首を振る。

　その拍子に長い髪が腕を撫でた。……な、長い髪？

　ああ、くそ。分からないことだらけだ。一体何がどうなってやがる。

　心の中で毒づいて、それから思考を切り替えた。まずは情報の収拾だ。この意味不明な状況を脱するには、とにかく正確に現状を把握するのが先決に違いない。

　公園内をぐるりと一周する。……それだけで、異常はいくつも見つかった。

　まず、どう考えても人がなさすぎる。視界にただ一つの人影すらも映らない。

　第二に、その〝視界〟とやらがどうもおかしい。

　妙な話だけど、記憶にあるそれより低いような気がしてならないんだ。

「そして三つ目が、これ」

　あえて声を出してみた。

　やっぱりそうだ。今まで確証を持てなかったけど、もう間違いない。俺の口から発せられる声がやたら可愛らしい美少女ボイスに変換されていらっしゃる。

　どうなってるんだってばよ、とソプラノ声域で呟きながら、右手を喉仏に近づけた。

「めっちゃすべすべしてるし……」

　結論──俺の首筋に触って分かるほどの凹はない。ついでに、おっかなびっくり伸ばした右腕は一点の染みもない白磁の器みたいに艶やかだし、さっきからチラチラ見え隠れしている髪の毛は腰付近まで伸びるプラチナブロンドのストレート。

　どう考えたって男子高校生のそれでは有り得ない。

　元々の俺より二回りは小柄な体格。視線を下に向けてみれば年相応に膨らんだ胸が強烈に自己主張していて、さらにその下ではひらひらとフリルの付いたスカートが細い両足を包み込んでいる。

「…………噓だろ」

　ほとんど正解に近付いた推測を信じ切ることが出来ず、俺は頼りない足取りで公園の外へと向かった。確か向こうにカーブミラーがあったはずだ。

　なあ戻ってきてくれ現実。こんなの夢だと一してくれ。

　祈るような心持ちで、というか実際片手で十字を切りながら、キリスト教徒でもなんでもない俺は鏡の前に辿り着いて──

「っ!?」

　──絶句した。そりゃもう絶句した。

　自分の姿をありのままに映し出してくれる鏡……そこに映っているんだから、あれは俺自身に間違いないはずだ。

　それなのに、あまりにも現実と食い違う。丸鏡の中で驚に目を見開いているのは、どう見ても十七年間付き合ってきた垂夕その人じゃない。

　お伽噺から飛び出してきたような、お姫様みたいに愛らしい、見知らぬ金髪の美少女。

「ど──どうなってんだこの野郎！」

　とてもじゃないけど情報を処理しきれず、俺は思わず（とても愛らしい）顔をひくひく歪ませながら（鈴を転がしたような声で）荒々しい悪態を吐き、（ロングスカートに覆われた華な）膝を地面に突いて（か細い）唸り声を上げた。















　──それからおよそ十分後。

　四つん這いの体勢に疲れた俺は、渋々ながら辺りを探索してみることにした。

　身体に関しては何がどうなっているのか分からないものの、幸い現在地には見当がついている。自宅から徒歩三分の近場だ。一度家に戻ってみるのも良いかもしれない。

　ただ。

「帰ったとしても、多分誰もいないよなあ」

　いい加減慣れてきたアニメ声でそう言って、溜め息。

　こうまで見事に〝他人〟を感じない空間に置かれたら、誰だって諦観くらい抱くだろうと思う。探索って言ったって、この薄気味悪い世界でじっとしているのが嫌だから動いているだけだ。成果なんて期待していない。いや、いなかった。

　だから俺は、突然現れた彼女の気配に気付くことが出来なかったんだろう。

「──あ、可愛い子みっけ。ね、ね、あたしとお仲間になってくれない？」

　明るい声は真横から。

　咄にそちらへ顔を向けた俺の視界は、どういうわけか次の瞬間、真っ暗闇に覆われた。

「え？　わ……ぷっ」

　胸。圧倒的ボリュームの、おっぱいだ。どこぞの制服に包まれた豊かな丘陵が俺の顔面にむぎゅーっと押し付けられている。そう押し付けられている。……やばい、混乱しすぎて何がなんだか分からなくなってきた。押し返そうにも非力なこの身体じゃどうにもならない。ああ、脳髄が蕩けそうなくらい気持ちいい。違う逃げなきゃ。

「うわー！　かーわーいーいー！」

　じたばた、という効果音が似合う俺の抵抗など気にも留めず、少女は鮮やかな紅のツインテールをぴょこぴょこ揺らしてはしゃぎ始めた。片手で俺の体をホールドしつつ、遠慮なく髪を弄んでは身える。

「くぅあーっ！　間近で見るともっと可愛い、可愛いじゃんかよーこのこの！　どうなってんのよこの髪さらっさら過ぎてビビるんですけど！　撫でていい？　メチャクチャに撫でていい？　あたしに全身預けてくれるかーっ？」

「や、めろ……って！　息出来ねえぞこのっ」

「あ、口悪いんだー。いけないぞ？　せっかくこんな美しそう、じゃないや、キレカワな見た目してるんだから。もっともっと活かさないともったいないぞー？」

「は？　ちょっとおま、え、何やってんのマジで」

「にひひ。……イ・イ・コ・ト♪」

「ちょおおおおお！」

　耳元に艶たっぷりの吐息を吹きかけられ、危機感を覚えた俺はいわゆる火事場の馬鹿力を捻り出して彼女の拘束から抜け出した。

　……噓みたいだろ？　こいつ胸のボタンに手かけてきやがったんだぜ。

　女子になった途端に同性から襲われかけるなんて俺の人生どうかしてる。

「なんだよー、ノリ悪いなーハルちん。あたしのことが嫌いなのかよー？」

「少なくとも好きではねえよ。てか……ハルちん？　なんだそれ」

「ん？　ああえっと、雲春、だからハルちん。今決めた。──あ、もしかしてプレイヤー情報見られるの嫌だったり？　許せよー。にひ、あたしとハルちんの仲じゃない」

「雲居、春香……？」

　鸚返しに口を動かす。──知らない名前だ。俺の名前は垂夕で、雲居某じゃない。なのに、目の前の少女は俺をそう呼んでいる。

　……気になったのは〝プレイヤー情報〟という単語だった。

　プレイヤー、というのはつまり、何かをプレイする人、あるいはモノだ。日本語訳は演技者、演者、奏者、選手。ＣＤなんかの再生機器を指したりもする。

　だけど、彼女の言葉からは、それよりももっと相応しい意味合いが推測出来た。

　それはもしかしたら、この馬鹿げた状況を完璧に説明できるかもしれない唯一の仮説で。

　それはもしかしたら、最初から気付いていたのに無意識に避けていた無二の正解。

「ゲーム。……この世界全体が、一つのゲームフィールドだって言うのか？」

　呆と呟く俺の表情を、少女はきょとんとした顔で見つめていた。





　　　♯



「なんだー、ハルちん初めてだったんだ。だったらそう言ってよ水いなー。あたしが優しくやさーしくリードしたげるね？　手取り足取りみたいな？　それ以上も稀にある、みたいな？　ほらほら遠慮すんなってー」

　姫七と名乗った例の少女は、俺が初心者だということを知るや否や、舌なめずりしながら近づいて来た。……ちなみに、比じゃない。本当に涎でも垂らしそうな勢いだったんだ。逃げなきゃ処女を散らされると本能が警告していた。

　もちろん全力で逃走した。

　身長差が多少あるとは言えお互い身体は女子。土地勘もあるし、充分逃げ切れると踏んだのだが──結果として、その読みは見事に外れることになる。

「あたしから逃げようなんて百年はやーい！　《停滞》発動！」

「っ!?」

　背後の姫百合が何事か呟いたと思った瞬間、俺の身体は急激に推進力を失った。がくりと走行速度が落ちる。全く動けないわけじゃないにしても、異様に体が重たくなる。足を持ち上げるのさえ億なくらいだ。なんだこれ。

　くおおお、と、その後もしばらく〝重力への抵抗〟を続けていた俺だったものの、

「──にひ。ハルちんゲット」

　悠々と追いついて来た姫にあっさりと捕まってしまった。

　彼女はわざとらしく両手を腰に当て、頰をぷくりと膨らませている。

「もう、ハルちんってば。人の好意はありがたーく受けなきゃダメなんだぞー？」

「……うるせえよ、ってかさっきからなんなんだお前。何が目的なんだよ」

「はい口悪いー。だから、リードしたげるって言ったじゃん。ハルちん、これがゲームだってことしか知らないんでしょ？　にひひ、あたしが色々教えたげるっ」

「いらない。離せ。──くそっ、どうして動けないんだよ！」

「だーかーらー、それもゲームのルール知らなきゃ分かんないんだって。さてはハルちん頑固だな？　それか頭悪いな？　あたし以下なんてよっぽどだぞー？」

「……っ」

　にひひ、という姫百合の笑い方は、好意的に見れば小悪魔チックで可愛いんだろうけど、同時に煽りにも相当な適性がある。端的に言うとめっちゃうぜえ。

　ただ──それでも、その言葉に一定の説得力があるのは間違いない。

　ゲーム。

　このあまりにリアルな世界が〝造り物〟だとはとても信じられないけど、その上でこれが〝ゲーム〟だと言うなら、確かにルールも目的も分からない現状は危うすぎる。

　……頼って……みるか？

「──いや」

　小さく首を振ってその生い思考を打ち消した。

　理性的には、素直に頭を下げるのが正解だったのかもしれない。だけどそれでも、姫百合にゲームチュートリアルを依頼する気にはなれなかった。

　ああそうだ、見ず知らずの人間に借りを作るほど俺は楽観主義者じゃない。

　早々に立ち去ろうと決意し、毅とした態度で口を開いた。

「離せ」

「よーし、話す！」

　…………。

　満点の迫力で放ったはずの脅しは自分でも分かるくらいあどけなくて、可愛らしくて、お節介な姫百合をさらに調子づかせる結果にしかならなかったようだ。




「スフィアの都市伝説、知らない？　結構有名なんだけど」

　姫の口から飛び出した名前は、とある世界的大企業のそれだった。

　株式会社スフィア。創立は今から二十二年前、元はたった数人のエンジニアが立ち上げた零ゲーム制作会社だったらしい。そこまでは良くある話だ。そして大概は淘される。

　ただ、彼らの才能は本物だった。

　超人的、いや、おそらくそれ以上──いっそ悪魔的なまでに〝天才〟だった。

　ゲームの小型化携帯化、三次元没入視覚機能、投影フルビジョン、仮想現実空間、脳内信号擬抽出法、完全自立型ＡＩ……進化し続けるスフィアは、今や世界一と言っても過言じゃないほどにその規模を拡大している。付いた呼び名が〝魔術師〟だ。実際、スフィアが有する一部の技術について、現代の物理学者は軒並み解説を放棄しているらしい。

　そんなスフィアには、ネット上でまことしやかに囁かれている〝噂〟があった。

　曰く──スフィアは不定期・非公認で〝裏ゲーム〟なる催しを開いている。

　それに勝利すると、一生遊んで暮らせるような大金か、あるいは不老不死か、あるいは極上の恋人か、とにかく望むものがなんでも一つ得られるんだそうだ。

　もちろん根拠はどこにもない。であればこその〝都市伝説〟。

　しかしスフィアというネームバリュー、内容の突飛さ、そして彼らなら案外本当にやってしまうのではという勘繰りが重なって、その噂は長い間消えずに残り続けていた。

　今でも匿掲示板やＳＮＳなどには大量のデマが散乱しているし、オークションサイトでは〝裏ゲームの参加権利〟なるものが高額でやり取りされている。そこにたとえ真実が混じっていたとしても、それを選別するのは容易なことではないだろう……。

　云、かんぬん。

「あー、もういい。もういいよ。で、これがその裏ゲームだって？」

　べらべらと解説を続けていた姫百合の言葉を、俺は少しだけ苦々しい声で遮った。

　姫百合はそんな俺の頭を抱きすくめ、プラチナブロンドの長髪に鼻やら口やらぐりぐり押し付けながら「そういうこと！」と答えを返す。……いや、まず体勢がおかしい。全方向から否なく襲い掛かる未知の感触でそろそろ理性が飛びそうだ。

「にひひ、抵抗弱くなってきたじゃんハルちん。さてはあたしのテクにメロメロだな？」

「ばっ、ちっげーよ！　お前が妙なスキルみたいなので動きを──って、あれ」

　拍子抜けしたような声と共に、俺は足を縺れさせながらも距離を取った。

　……ろくに身動きが取れない、と証明するつもりで手足をばたつかせてみたのに、どういうカラクリなのか、拘束はいとも簡単に解けてしまったのだ。

　訝しげな視線を向ければ、姫百合はちえっとかなんとか言いながら口を尖らせている。

「惜っしい」

「何がだ。……じゃなくて」

　もう一度動いてみても、やはり全身を蝕んでいた〝重さ〟は噓のように消えていた。







　この続きは現在配信中の『クロス・コネクト　あるいは垂水夕凪の入れ替わり完全ゲーム攻略』にてお楽しみください


(C)Haruki Kuou 2017

















ポンコツ勇者の下剋上　電子特別お試し版　（著：藤川　恵蔵　イラスト：ぐれーともす）

















第一章　神選定




　アルスガルド大陸の中央部にある王都ペンドラゴン。

　そこにある王立士官学校の敷地内にある中庭で、俺は白昼堂々と授業をサボって昼寝を決め込んでいた。

　この王立士官学校に入学して、かれこれ二年以上が経過したが、今の俺は著しくやる気を失ってしまっていた。

　授業も訓練も、はっきり言って全然付いていけない。

　馬術だけは、何とかそれなりにこなせたが、それ以外は何をやっても、人並み以下。

　無理をして入学金を払ってくれた養父に会わせる顔が無いのだが、正直向いていない学校に入学したような気がする。

　卒業後に軍部の士官になるのも怖いし。

　もう、こうなったら授業をサボりまくって、退学になった方が良いような気がしてきた。

　だから今日も、俺は授業をサボっている。

「クロウ！　貴方ねえ！　今日くらいは真剣になったらどうなの!?」

　そんな俺に、怒鳴り声を浴びせる女生徒がいた。

　俺や、他の学生が着ている土色の学生服ではなく、鮮やかな青色の燕と、白いタイトなズボンを身につけている。

　日の光に当たり、キラキラと輝く青髪に、澄み切った青い瞳。

　白い肌と、女子としてはかなり高い身長。

　平凡な俺とは雲泥の差がある、神々しい程の美。

　もはや、神がかり的な程の美人だった。

「……なんだアイリスか……」

「アイリスかじゃないわよ！　早く起きなさい！」

「ええ？　今日ってなんかあったっけ？」

「今日は全校生徒が神選定を受ける日でしょ？」

「ああ、なんだそれか……もう全くもって俺には関係の無い行事じゃん」

「そんなのやってみないと解らないでしょうが！」

「ああ、ハイハイ。解りましたよっと」

　俺は中庭の芝生から身を起こすと、頭を搔きながら立ち上がる。

　神剣選定とは、この学園内で定期的に行われる恒例行事の一つだった。

　目的は、神剣……正式名、聖エクスキャリバーの所有者に相応しい者を見つけ出す事。















　実は歴史上、この世界は何度か人類滅亡の危機に瀕していた。

　理由は解らないが、人間を一人残らず抹しようとする魔王が、突然現れるのだ。

　魔王は、現れる度に、殆ど例外無く、人類を滅亡寸前まで追い込む程、非常識な力を持っていたのだが、人類が滅亡する事は無かった。

　突発的に現れる魔王は、その都度、突然誕生した勇者が、悉く打倒してきたからだ。

　魔王は何度倒されようが、長い年月をかけて必ず復活を果たす不滅の存在らしい。

　しかし、復活した魔王は、その都度、新たに誕生した勇者が倒している。

　その歴代の勇者が、魔王を倒す際に使用していたのが、聖エクスキャリバーだ。

　そして、俺達が所属している王立士官学校は、五百年ほど前に魔王を倒し、今の王国を支配している王族の初代国王でもある、先代の勇者が設立した。

　次代の勇者が出現した時、その勇者の手元に聖光剣を届ける為に。




　俺は、この世界に住む人間なら誰でも知っている、おとぎ話のような歴史的事実を思い浮かべながら、アイリスと並んで校内を歩く。

　ちなみに、アイリスは俺の同級生の中でぶっちぎりの成績上位者であり、主席候補筆頭になる程に優秀な女生徒だ。

　才色兼備を絵に描いたような彼女が、成績最下位の俺と会話している、という光景は、他の学生にとっては奇妙以外の何物でもないだろう。

　しかし、俺はわかっていた。

　アイリスが、決して自分に好感を持っているから接している訳ではないという事を。

　俺とアイリスはこの王立士官学校に同時に入学し、二年間同じクラスだった。

　だから俺はなんとなく彼女の行動を観察している内に、彼女の性質、と呼べるものを理解していた。

　アイリスは単に、常を逸した潔であるだけだ。

　同級生の中で最も好成績で、身体能力も抜に高く、容姿にも優れているという、非の打ちどころの無い特長を持ちながらも、常に誰に対しても優しく接するように自ら心がけている。

　しかし、それを他の学生にも強要するのだ。

　真面目に授業を受けて、勉強と鍛に励み、同級生に対しても優しく振る舞う。

　そんな自分自身の行動パターンを、自分以外の全ての人間に求める。

　成績や運動能力で劣る者を虐める学生なんてのは論外だが、彼女は不真面目な学生を見つける度に、血相を変えて注意勧告し、無視した場合は鉄制裁も辞さない。

　俺は、貴族出身者である事を鼻にかけ、他の学生を支配し、統していた学生をアイリスが半殺しにしている所を見た事がある。

　イジメの現場など、彼女が目撃した瞬間には血の雨が降るのだ。

　ここまで来ると、潔を通り越した、正しさの権、と呼べる類の性質だ。

　普通、アイリスみたいなタイプの学生は、他の学生に排除されるのだが、彼女の場合、そんな他者からの攻撃や拒絶を一つ残らず跳ね返せるだけの、ぶっちぎりの力が有った。

「……神ってヤツは、何を基準にして持ち主を選ぶのかなあ？」

　俺は、隣を歩くアイリスが腰に帯びている剣を見て呟く。

　アイリスが持っている剣は、神剣だった。

　と言っても、聖ではない。

　聖光剣の姉妹剣である、十二本の神剣の内の一つらしい。

　名前は確か、氷だ。

「さあ。私は入学と同時に所有者と認められたけど、他の神剣を所有している人たちも、みんな自分が選ばれた理由は解らないそうよ」

「お前なんか画に描いたような優等生だけどよ、明らかに相応しくないヤツも選ばれたりしてたよな？」

「誰の事？」

「ヒース王子様」

「ああ……。まあ、ノーコメント、という事にしとくわ」

　ヒース王子とは、現国王の息子の一人で、俺やアイリスの同級生で、自分の身分を鼻にかけて同級生を支配し、気に入らない者を虐める学生の筆頭だった。

　そして、アイリスが在学中に最も多く衝突した学生の一人でもある。

　そんなヒースもまた、神剣に所有者と認められている者の一人だ。

「とにかく、今日は全校生徒が聖光剣に触れる行事が有るんだから、貴方もちゃんと参加しなさい」

「俺、あの神剣に何回か触った事あるけどさあ、毎回無反応だよ？　今さら参加する意味あるかなあ」

「万が一、という事もあるから定期的にやってるのよ」

「万が一って……それ、殆どゼロって事だろ……」




「ふわあ……」

　王立士官学校内にある礼拝堂に男子生徒が全員集まり、聖光剣エクスキャリバーが運ばれてくる。

　日頃、王家が厳重に管理している聖光剣は、年に数回、この礼拝堂にまで運ばれ、全校生徒が順番に手を触れる、という行事に使われる。

　学生の中に、聖が所有者と認める勇者を選定する為だ。

　他の十二本の神も、この方法で所有者を決めたらしい。

　十二本の神剣は、それぞれが凄まじい力を持っており、所有者を文字通り、一騎当千の戦士に変える。

　つまりアイリスやヒース王子みたいな神剣の姉妹剣を所有する学生は、他の学生とは一線を画した力を持っているのである。

　だから、校内で傍に振る舞えるのだ。

　ちなみに成績最下位でありながら、そんな二人からのイジメと注意を完全に無視している俺は、かなり悪目立ちしている。

　俺は欠伸をしながら、聖光剣に触れていく学生を見つめていた。

　どうせ自分が選ばれる訳がないので、こんな行事には一切興味が無い。

　最強の神剣である聖光剣エクスキャリバーは、何と一本で他の十二本全てを合わせても及ばない程の力を持っているらしい。

　所有者は、完全無欠の勇者になる。

　そんな凄まじい力を持つ剣が、士官学校で成績最下位である自分を所有者に選ぶ訳が無い。

　もし選ぶとすれば、悪趣味極まりないだろう。

　どうせなら、アイリスみたいに、超が付く程真面目で、他人に優しくする事を美徳とするような者を所有者に選べば良いのだ。

「……つうか、何で聖光剣の神剣選定は男子生徒だけでやるんだ？」

　神剣選定の最中、暇を持て余した俺は、欠伸を嚙み殺しながら呟いた。

「……そんな事も知らないでこの学校に通っていたのか、お前は」

　すると、隣で腕を組みながら座っていた男子生徒があきれ顔で俺を見ていた。

　黄色の燕と白いズボンをまとった、長身瘦、金髪碧の美男子野郎。

　神剣の内の一本、雷に選ばれたヒース王子だ。

　他の男子生徒は、ヒース王子が礼拝堂の席に座っていると、気を遣って両隣には座らないようにしているのだが、俺は単純に席が空いてるから座ってやった。

　周りの生徒はヒース王子の隣に俺が座った瞬間、何かドン引きしていたが。

「聖光剣は、他の姉妹剣と違ってこれまで男しか所有者に選んでいない。歴代の魔王討者……つまり勇者は全員が男だ」

「へえ……じゃあ、何でお前は毎回聖光剣に触らないの？」

「……複数の神剣から、同時に所有者に選ばれた者もいない。だから、雷鳴剣に選ばれた僕が、聖光剣に所有者と認められる可能性は無いんだ」

「はあ？　じゃあ何でお前とアイリスって毎回神剣選定に来てんの？」

「神の姉妹剣に所有者と認められた者は、勇者を補佐するのが通例だ。勇者誕生の瞬間を見逃す訳にもいかんだろう」

「一回触って無反応だった俺らが、何回も触る機会があるのは何で？」

「……この学校で文武に励んで成長すれば選ばれる可能性があるからだ」

　何を今さら、と言いたげに、ヒース王子は心底、俺に対してあきれ返っている様子だった。

　毎回、聖が無反応だったから、無関心になってただけなんだけど。

「次、クロウの番だぞ」

　そんな事を考えている間に、聖光剣の傍らに立っていた赤毛の教官から声をかけられる。

「早く来いや。やるだけ無駄だろうけど。万が一があるかもしれねえから」

　赤毛の教官がそう言った瞬間、礼拝堂内に、どっと笑い声が響く。

　その教官は、俺よりも頭一つ分くらい身長が低い、小柄な少女だった。

　というよりも、結構な年齢の筈だが、少女にしか見えない程、童顔の女性だった。

　名前はカトレア。

　彼女もまた、神剣の一つである爆に所有者と認められていた。

　そして、教官の中でも特殊な赤い燕と白いタイトなズボンをまとっている。

　アイリスとヒースが着ている制服と色違いだが、実は二人が着ている制服は、神剣に所有者と認められた者のみが着用を許される、由緒正しい物だったりする。

　まあ、ごく普通の学生である俺には、一切関係の無い服だ。

　俺は聖光剣に触れる為、礼拝堂内にある台座に上る。

　その際、カトレア教官をちらりと見つめた。

　赤い髪。赤い瞳。童顔で、小柄な体形。

　そして、

「ああ？　テメエ何見下ろしてんだクロウ。アタシを見下ろしてんじゃねえぞ。お前に上から見下ろされるとムカつくんだよ」

　大人げの欠片もない物言い。

　この教官を見る度に、神剣が一体何を基準に所有者を認めているのか、全くもって理解出来ない。

　まあ、実はこの教官が士官学校にいるおかげで、校内の秩は保たれているのだが。

　この人も、口は悪いが、アイリスと同じで学生同士のケンカやイジメは徹底的に止めようとする人格者だ。

　俺が知っている神剣の所有者は、アイリス、ヒース、カトレア教官の三人だけで、実際に使われている所を見た事があるのも、その三人が持つ神剣だけだった。

　だから、他に存在している九本の神剣がどれ程の力を秘めているかは知らないが、俺の見立てでは、聖以外の神を所有している者同士の力はほぼ同程度。

　カトレア教官とアイリスの方針が一致している以上、同じ力を持つヒース王子も下手な事は出来なかったのだ。

「ほら。聖光剣に触りな」

「……」

　台座の上にある机に置かれた聖光剣を、俺はまじまじと見た。

　柄に銀色の宝玉が埋め込まれ、刀身、鍔、柄全てがキラキラと淡く輝いている。

　まるで白銀で作られた十字架のような形状のそれは、とても大昔から継されてきた物には見えない。

　刃こぼれや、錆びの類が一切無いからだ。

　こんな機会が無ければ、一生お目にかかれない程のお宝なわけだが。その神々しさは、確かに世界を何度も魔王の脅から救ってきただけの事はあるように見える。

「……」

　神剣選定は年に数回行われるから、俺は何度もこの聖光剣に触れてきた。

　勇者が聖光剣に触れれば、その刀身は太陽のように輝くらしい。

　俺は、他の学生が順番に手を触れた聖光剣の柄を握り締めて、持ち上げてみる。

「……」

　聖光剣は微も発光しない。

　何の反応も示さない。

　俺は溜を吐いた。

　何度経験しても、本音ではガッカリしてしまう。

　子供の頃から、世界を魔王から救ってきた勇者には漠然とした憧れがあった。

　まあ、普通の男の子は大なり小なりそうだろう。

　だから、この聖光剣の柄を握り締める度に、ひょっとして、もしかしたら、刀身が光ったりしないかと、少しだけ期待してしまうのだが──

「……無理か」

　やはり、聖光剣の刀身は発光しない。

　伝説の勇者にしか扱えない神剣が、自分を選ぶ訳が無いのだ。

　そんな都合の良い話が……。

〈はあ……〉

　聖光剣から、声が聞こえた。

「っ!?」

　俺は思わず絶句し、聖光剣を手から落としてしまう。

〈っわ！　もうちょっと丁寧に扱ってくださいよ……全く……その他大勢の分際で〉

「うお!?　け、剣が喋った！　教官！　この剣喋りましたよ！」

〈……え？〉

　俺が慌てふためいていると、

「はあ？　何言ってんだお前？」

　カトレア教官は小首を可愛らしく傾げた。

「いや、何言ってるって……この剣さっきから喋ってるんですよ！」

「……お前……疲れてるんじゃねえの？」

「はあ!?」

「いくら全校生徒からバカだアホだと言われても平然としてるから、ある意味すげえヤツだと思ってたが、案外陰で泣いてたりしてたのか？　お前」

「何の話だ！」

「いや、何の話って……。お前が、剣が喋ったとか言いだすからだろ」

「え？　教官にはこの剣の声が聞こえないんですか？」

「聞こえねえよ。アタシ別に病んでないもん」

「俺も別に病んでねえ！」

　既に聖に触れた男子も、俺の後に触れる予定だった男子も、揃いも揃って俺を呆れ気に見つめ、「早く壇上から下りろよ」とか、「次俺の番なんだよ」とか言ってくる。







　この続きは現在配信中の『ポンコツ勇者の下剋上』にてお楽しみください


(C)Keizo Fujikawa 2017
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